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本　学　の　 　

　本学は、 な学 にお な の に し と の

の を り、２０ の と 学 が した な の

の を から 、 学 学及び の 合 にお

を に と した 学 の に す とを とす

の 学 学を す とを とし ます。

　 の 学 学とし 、

 にお は、 に され 、 の の を

とし、 を す 度 を す とを と

し ます。

 にお は、学 の な に し 、 な に

に 、 との により 合 学 な に し、

を たす とを とし ます。

 と の で な を し、 に学び に す

とを とし ます。

 本学は、 と の に 、 の と の

点 を し、 かれた 学とし の を り、 学の

と の を とを とし ます。

　学　 　の　 　

　 学 にお は、 学 の 学 に す 、 、

を す た に 、 、 を す を

を学 を します。

　 を っ を り た に な と、 が し

に し、 に し し、 の をまと 、 にわかり す

す とがで を す を す とを とし ます。
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と

 

　 学は、 学 にお  (MORE SENSE) を

とを 本 とし 掲 ます。 れは、本学の が、 のあ

な の にあ とを します。 の 本 に っ 、 の学 学

にお の を た のが 学 の で

す。

　学 の には、 す 学 を 、新 の さ が す

までに に し が示され ます。 では、 学

の4 の 点に 、 な が で られ ます。

　 には、 さ が れから4年 で学 を示した 、 す の

を示した が掲載され ます。 れらは、 学が さ に のよ な

を し か、すなわ 、 学 の を示し ます。 れに し 、

には、 れらの を学 とによっ 、 さ が のよ な を に

とがで か、すなわ 、 さ の が示され ます。

で に はわかり す と ますが、 では を す ではな

、 点をまと 及び で す を す とが です。

　学 の には、 れ れの に し 、 に し

が 点 に され ます。 及び 、

トを す とによっ 、 れ れの が

の の 点に す のか で よ になっ ます。学年が に れ

れらの を す とによっ 、 のよ な が に たか、また、 のよ な

が し かを しながら、学 を よ にし さ 。4 年後、 さ が

の掲 を に 、 を っ す とがで よ

、 学 し ます。
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⼯学部学 程 ディプロマ・ポリシー（学 授与の⽅ ）

⼯学部 、 科学技術で を る⼈ を すること をミッションとして めている。科学技術で を るために 、⼯学分 の⾼度な専⾨能⼒を すること の
こと、 代社会の 様化した諸問題をい き、 らを解決 能な 題として設 できる能⼒を⾝につけることが る。 こで、学 程の卒業に た て 、
の 学し、カリキュラム・ポリシーに基づ の を 得するとと に、 学で めた つの ⽬を 理統 し、以下の点を達成していることを基 として学 （⼯学）の学

を与 る。
（A）⼯学系学部の卒業⽣に 応しい⾃然科学に関する基礎的学⼒を⾝につけていること。
（B）各学問 で めら る学識を⾝につけ、科学技術の創造に する 理・ に基づいた論理的思考と する能⼒を ていること。
（C） 向の ら、専⾨的知識の ⽤による持 的な問題解決・研究開発する能⼒を⾝につけていること。
（D）技術者、研究者として国内外など 様な で必要となるコミュニケーション能⼒および 的 を る教養と 理観を⾝につけていること。

⽣ ⼯学科 ⽣体 ⽤システム⼯学科 応⽤化学科

A

分⼦の に基づいた⼯学的 で る ⽣ ⼯
学 の関連 （数学・物理学・化学・⽣物学・ ⼯
学・情報科学）の基礎を習得していること。

代 における計測・ 技術の基本となる物理学
電⼦情報⼯学 に関する基礎学⼒・知識を習得して

いること。

化学・ 科学の基礎となる化学・物理学・数学
の の⾃然科学に関する基礎知識 らを応⽤する
⼒、ならびにサイエンスの本 を 理解する⼒を⾝
につけていること。

B

⽣ ⼯学の専⾨知識を習得するとと に、基礎知識に
基づいて論理的に先端 に対応する⼒を⾝につけて
いること。

習得した基礎学⼒・知識を基にして、⽣体 に係る
⼯学技術を 的に理解する能⼒を習得しているこ
と。

物 を ⼦・分⼦レベルで理解、制御、応⽤するため
に必要な基礎学⼒、⾼機能先端 を開発するための
応⽤⼒、⾃らの知識 考 に基づき しい物
を創 する創造⼒を習得していること。

C

⽣ ⼯学に要 る社会的ニーズを理解し、持 的
な社会発展に向けた問題設 および問題解決⼒・研究
開発⼒を⾝につけ、⾃ 的 的に学習する能⼒を
習得していること。

で 様な 分 のニーズを理解し、 の学問
体系に ない な発 の とに 技術の研究
開発を⾏う能⼒を⾝につけていること。

物 ・ の機能 特性を ⼦・分⼦レベル ら
らの 体レベル で する能⼒を し、諸問題の
解決に する⾼機能先端 の研究開発を 能とする
創造的な研究⼒、展開⼒、情報発信能⼒を⾝につけて
いること。

D

技術者、研究者として科学・技術にとど らない 理
的、社会的およびグローバルな 点 ら ⽣ ⼯学
の研究の 義を理解し、最 の技術情報とと に国内
外に伝 、 論できる能⼒、 者と協 できる能⼒を
⾝につけていること。

⽣体 ⽤⼯学技術における⼯学分 と⽣物学・ 学分
の学際的な しができ、 技術の国際的発展に

献できるコミュニケーション能⼒と教養を⾝につけて
いること。

国 専⾨分 の を た 様な社会性 ⽂化の
理解に通 る教養とと に、 い を つ技術
者・研究者として、国内外で必要となるコミュニケー
ション能⼒を⾝につけていること。

化学物理⼯学科 機械システム⼯学科 知能情報システム⼯学科

A

化学・物理学の 的学⼒を に、⾃然科学に関す
る基 的学⼒を⾝につけていること。

数学・物理学を に、⼯学系学部の卒業⽣に 応し
い⾃然科学および応⽤数学に関する基 的学⼒を⾝に
つけていること。

⼯学者の基礎となる、数学・物理学などの⾃然科学に
関する基礎学⼒を習得していること。

B

エネルギー・ などの地 の 題 、 産業創
の 題などの 問題を解決するために、化学・物

理学の 的理解の 化を通 て、 題の ・
化・最適化を⾏い、 らに基本 理に した要 技
術の ・開発をシステムとして実 しうる研究
の学識を⾝につけ、 理・ に基づいた論理的思考
と する能⼒を ていること。

機械⼯学 に関する基 的な知識を⾝につけた
で、 らに ・機械科学コース 、 ロ ティ
クス・知能機械デ インコース とよ 専⾨化 た

における学識を習得していること。

①知能情報システム⼯学の専⾨家としての⾼度な情報
技術と、数理情報⼯学、電⼦情報⼯学の基礎理論を確
実に⾝につけていること。
②知能情報システム⼯学の専⾨知識に基づいた論理的
思考⼒を⾝につけていること。

C

向の ら、技術者として社会に対する
を⾃ し、 性、 性、社会 び の
を 的に考 しながら、対 の本 を理解し、解決
す き⼯学的 題を⾃ し、創造的に解決できる能⼒
を⾝につけていること。

情報技術と機械設計に関する 分な理解と実 ⼒を⾝
につけていること。 を ⽤し、⼈ が する諸

題について、機械⼯学的な観点 ら 的に観
し、⾃ら計画を て、実験的・数理的なアプローチ
によ 解 を⾏い、 の を適 に とめら るこ
と。 の 成として、機械⼯学の先端技術と の基

となる理⼯学に対して たな知 を たらす研究内
を た論⽂を 成できること。

①知能情報システム⼯学技術を社会の諸問題に適⽤し
て解決しようとする姿勢を⾝につけていること。
②知能情報システム⼯学の発展に寄与する創造的な研
究開発を⾏う姿勢を⾝につけていること。

D

⾼度グローバルエンジニアとして 体的に できる
よう、国内外で必要となるコミュニケーション能⼒と
教養を⾝につけていること。

国際社会において様々な分 の⼈々と協 するのに必
要な語学⼒と、社会 ⽂化、 理などに関する教養、
センスと理解⼒、こ らの 体としてのコミュニケー
ション能⼒、発信⼒を⾝につけていること。

国内外で様々な⼈々と協働できる技術者となるために
必要なコミュニケーション能⼒と教養を⾝につけてい
ること。
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⼯学部学 程 カリキュラム・ポリシー

① 教育課程の編成⽅針
⼯学部の教育 程 、ディプロマ・ポリシーに る⼒を 得 るため （ケ キ） 教育による⼯学系知的プロフェッショナル⼈ の育成 専⾨性の を育て、 様性の を

る に て編成する。⾃分のメジャーとなる専⾨ るい 学問分 について、理解し すい学科 の と、各学科が 数の学問分 を するよう⼯ し、専⾨性を確 し、
イバーシティを す社会を⽣き 学際性の 養につながる教育 程とな ている。

② 教育の内容及び教育の実施⽅法に関する⽅針
で学 科⽬群 、 教養科⽬ 専⾨基礎科⽬ 専⾨科⽬ らな 、専⾨性の を育てるために 学 ら専⾨科⽬の を め、 た、 様性の を るために、

、 ⽣で学内インターンシップを することを 能とする。
教養科⽬ 、 に⼯学部のディプロマ・ポリシーの（A）と（D）の ⽬で める⼒を 得 るために、 ら で開講する。 ⼊⽣科⽬の学 によ ⼯学部で学 ための

基礎的学⼒を、グローバル⼈⽂・社会科学科⽬の学 によ 的 を る教養を、理系教養科⽬の学 によ 技術者、研究者として 応しい 理観を養い、グローバル展開科⽬
群、グローバル⾔語⽂化科⽬群、スポーツ健康科学科⽬群の学 によ 様な で必要となるコミュニケーション能⼒を⾼める。

専⾨基礎科⽬ 、 に⼯学部ディプロマ・ポリシーの（A）と（B）の ⽬で める⼒を 得 るために を 、 に開講する。⾃然科学系の基礎科⽬と各学問 で めら
る専⾨の基礎となる科⽬の学 によ 、数学⼒を めとする⾃然科学に関する基礎的学⼒と各学科で専⾨とする学習内 の基礎となる学識を⾝に ける。
専⾨科⽬ 、 に⼯学部ディプロマ・ポリシーの（B）、（C）、（D）の ⽬で める⼒を 得 るために、 に けて開講する。講義科⽬によ 専⾨的な学識を⾝に け、

関連の演習、実習、実験科⽬で 理 に基づいた論理的思考と する能⼒を養うとと に、実験科⽬ 研究室体験配属、卒業研究 で、専⾨的知識の ⽤による持 的な問題解
決・研究開発する能⼒を⾝に ける。

③ 学修成果を評価する⽅法に関する⽅針
にディプロマ・ポリシーで める教養基礎⼒、基 的学⼒、専⾨的知識の ⽤⼒、論理的思考⼒、 ⼒、社会的 理観の形成⼒の 得を⽬指す講義科⽬で 、 験、レポート

で の達成度を する。 た、 にディプロマ・ポリシーで める研究開発を進める実⾏⼒、 者との協働を る対⼈⼒、コミュニケーション⼒の 得を⽬指す実験・実習、演習
科⽬で 、レポート、 験 で の達成度を する。授業科⽬の成 、 ・Ａ・Ｂ・ び の の 語を て し、 ・Ａ・Ｂ び を とし、 を とする。

した者に の を 与する。

科

① 教育 程の編成⽅
⽣ ⼯学科 、ディプロマ・ポリシーに る能⼒を 得 るため、 専⾨基礎科⽬によ 、⽣ の基礎知識の習得のための化学・⽣物学・物理学に

⼯学の知識を 的な科学知識を学び、特に⽣ を分⼦レベルで理解する（観点A）。 いて、 機 ・ 、 ・ 、 ・エネルギー に
関連した専⾨科⽬をバイオサイエンス専⾨科⽬とバイオテク ロジー専⾨科⽬に 別して開講し、⽣ ⼯学に関連する⾼度で最 の知識を習得する（観点B）。

⽅、教養科⽬、専⾨基礎科⽬、および専⾨科⽬で、 実験および演習科⽬を編成し、基礎的な実験 ら最 の機 を⽤いた⾼度な実験 でを⾏い、実技の 達
と に、講義で習得した知識の理解を める（観点C）。⽣ 理および 理 専⾨基礎科⽬で学 。 た 学との協働基礎 ミ 学部との協働科⽬などを

グローバル展開科⽬群などを教養科⽬に設 し、特に、英語科⽬に関して 読 きに てDiscussion resentation 体得する。 た、教養科⽬の英語に
き、外国語教 の英語による実習を⾏うことによ 、国際的に対応できる実際的な語学能⼒の習得を⽬指す（観点D）。

② 教育の内 び教育の実 ⽅ に関する⽅
、 の専⾨基礎科⽬のな で のライフサイエンス基礎科⽬を設 する（観点A）。 いて、 学 よ ⽣ ⼯学分 における の専⾨知識を習

得するための専⾨科⽬を設 し、 た 指 教 による最先端の研究を するオムニバス授業を設 する（観点B）。 ⼊⽣科⽬群として⼯学基礎実験を開講 、 、
よ 専⾨的な⽣ ⼯学実験、 らに に ライフサイエンス基礎演習を開講する。 学 よ 卒論研究に関連した実験と演習を実 し、 に 、

配属 た研究室において関連科学技術 を ⼈数指 によ 実 する（観点C）。 ⽅、 のライフサイエンス基礎科⽬で⽣ 理・ 理を開講する。
に 、配属 た研究室において研究 理に関して 指 する。 た を通してグローバル教養科⽬群、グローバル⾔語⽂化科⽬群、およびグローバル展開

科⽬群を設 し、 ⼈数指 プレ ンテーション指 めて実 する（観点D）。

学 成 を する⽅ に関する⽅
にディプロマ・ポリシーで める教養基礎⼒、基 的学⼒、専⾨的知識の ⽤⼒、論理的思考⼒、 ⼒、社会的 理観の形成⼒の 得を⽬指す講義科⽬で 、

験、レポート で の達成度を する。 た、 にディプロマ・ポリシーで める研究開発を進める実⾏⼒、 者との協働を る対⼈⼒、コミュニケーション
⼒の 得を⽬指す実験・実習、演習科⽬で 、レポート、 験 で の達成度を する。授業科⽬の成 、 ・Ａ・Ｂ・ び の の 語を て
し、 ・Ａ・Ｂ び を とし、 を とする。 した者に の を 与する。

科

① 教育 程の編成⽅
⽣体 ⽤システム⼯学科 、ディプロマ・ポリシーに る能⼒を 得 るため、⼯学部学⽣に 通して必要な基礎科⽬群、 機 計測・ 技術の 理と

し に る専⾨基礎科⽬群、 応⽤に る専⾨科⽬群 らなる体系的な教育 程を編成する。

② 教育の内 び教育の実 ⽅ に関する⽅
ら る基礎科⽬群において 、観点Aで める、物理学 電⼦情報⼯学 に関する基礎学⼒・知識を 得 るため、⽣体 ⽤システム⼯学を習得する

ために必要な読解⼒、創造⼒の基礎を養成する。科⽬として⼯学基礎数学、⼯学応⽤数学、電磁気学、プログラミング、 学概論 に て、⽣物学⼊⾨、⽣理
学 の 学基礎について学 。

ら る専⾨基礎科⽬群において 、観点Bで める、⽣体 に係る⼯学技術を 的に理解する能⼒を 得 るため、科学的な理解 論理性などを
養成する教育を実 する。科⽬として ⽤フ トニクス、 ⽤ 波⼯学、 ⽤デバイス⼯学、 ⽤メカトロニクス について学 。

ら る専⾨科⽬群において 、観点Cで める、 な発 の とに 技術の研究開発を⾏う能⼒を 得 るため、実技の 達と に、講義で習得
した知識の理解を める。

た観点Dで める、 技術の国際的発展に 献できるコミュニケーション能⼒と教養を⾝につけるため、研究室に 属し、教 の な指 の とで様々な⽣体
⽤⼯学技術の研究開発に 。

学 成 を する⽅ に関する⽅
にディプロマ・ポリシーで める教養基礎⼒、基 的学⼒、専⾨的知識の ⽤⼒、論理的思考⼒、 ⼒、社会的 理観の形成⼒の 得を⽬指す講義科⽬で 、

験、レポート で の達成度を する。 た、 にディプロマ・ポリシーで める研究開発を進める実⾏⼒、 者との協働を る対⼈⼒、コミュニケーション
⼒の 得を⽬指す実験・実習、演習科⽬で 、レポート、 験 で の達成度を する。授業科⽬の成 、 ・Ａ・Ｂ・ び の の 語を て
し、 ・Ａ・Ｂ び を とし、 を とする。 した者に の を 与する。

5

⼯学部学 程 ディプロマ・ポリシー（学 授与の⽅ ）

⼯学部 、 科学技術で を る⼈ を すること をミッションとして めている。科学技術で を るために 、⼯学分 の⾼度な専⾨能⼒を すること の
こと、 代社会の 様化した諸問題をい き、 らを解決 能な 題として設 できる能⼒を⾝につけることが る。 こで、学 程の卒業に た て 、
の 学し、カリキュラム・ポリシーに基づ の を 得するとと に、 学で めた つの ⽬を 理統 し、以下の点を達成していることを基 として学 （⼯学）の学

を与 る。
（A）⼯学系学部の卒業⽣に 応しい⾃然科学に関する基礎的学⼒を⾝につけていること。
（B）各学問 で めら る学識を⾝につけ、科学技術の創造に する 理・ に基づいた論理的思考と する能⼒を ていること。
（C） 向の ら、専⾨的知識の ⽤による持 的な問題解決・研究開発する能⼒を⾝につけていること。
（D）技術者、研究者として国内外など 様な で必要となるコミュニケーション能⼒および 的 を る教養と 理観を⾝につけていること。

⽣ ⼯学科 ⽣体 ⽤システム⼯学科 応⽤化学科

A

分⼦の に基づいた⼯学的 で る ⽣ ⼯
学 の関連 （数学・物理学・化学・⽣物学・ ⼯
学・情報科学）の基礎を習得していること。

代 における計測・ 技術の基本となる物理学
電⼦情報⼯学 に関する基礎学⼒・知識を習得して

いること。

化学・ 科学の基礎となる化学・物理学・数学
の の⾃然科学に関する基礎知識 らを応⽤する
⼒、ならびにサイエンスの本 を 理解する⼒を⾝
につけていること。

B

⽣ ⼯学の専⾨知識を習得するとと に、基礎知識に
基づいて論理的に先端 に対応する⼒を⾝につけて
いること。

習得した基礎学⼒・知識を基にして、⽣体 に係る
⼯学技術を 的に理解する能⼒を習得しているこ
と。

物 を ⼦・分⼦レベルで理解、制御、応⽤するため
に必要な基礎学⼒、⾼機能先端 を開発するための
応⽤⼒、⾃らの知識 考 に基づき しい物
を創 する創造⼒を習得していること。

C

⽣ ⼯学に要 る社会的ニーズを理解し、持 的
な社会発展に向けた問題設 および問題解決⼒・研究
開発⼒を⾝につけ、⾃ 的 的に学習する能⼒を
習得していること。

で 様な 分 のニーズを理解し、 の学問
体系に ない な発 の とに 技術の研究
開発を⾏う能⼒を⾝につけていること。

物 ・ の機能 特性を ⼦・分⼦レベル ら
らの 体レベル で する能⼒を し、諸問題の
解決に する⾼機能先端 の研究開発を 能とする
創造的な研究⼒、展開⼒、情報発信能⼒を⾝につけて
いること。

D

技術者、研究者として科学・技術にとど らない 理
的、社会的およびグローバルな 点 ら ⽣ ⼯学
の研究の 義を理解し、最 の技術情報とと に国内
外に伝 、 論できる能⼒、 者と協 できる能⼒を
⾝につけていること。

⽣体 ⽤⼯学技術における⼯学分 と⽣物学・ 学分
の学際的な しができ、 技術の国際的発展に

献できるコミュニケーション能⼒と教養を⾝につけて
いること。

国 専⾨分 の を た 様な社会性 ⽂化の
理解に通 る教養とと に、 い を つ技術
者・研究者として、国内外で必要となるコミュニケー
ション能⼒を⾝につけていること。

化学物理⼯学科 機械システム⼯学科 知能情報システム⼯学科

A

化学・物理学の 的学⼒を に、⾃然科学に関す
る基 的学⼒を⾝につけていること。

数学・物理学を に、⼯学系学部の卒業⽣に 応し
い⾃然科学および応⽤数学に関する基 的学⼒を⾝に
つけていること。

⼯学者の基礎となる、数学・物理学などの⾃然科学に
関する基礎学⼒を習得していること。

B

エネルギー・ などの地 の 題 、 産業創
の 題などの 問題を解決するために、化学・物

理学の 的理解の 化を通 て、 題の ・
化・最適化を⾏い、 らに基本 理に した要 技
術の ・開発をシステムとして実 しうる研究
の学識を⾝につけ、 理・ に基づいた論理的思考
と する能⼒を ていること。

機械⼯学 に関する基 的な知識を⾝につけた
で、 らに ・機械科学コース 、 ロ ティ
クス・知能機械デ インコース とよ 専⾨化 た

における学識を習得していること。

①知能情報システム⼯学の専⾨家としての⾼度な情報
技術と、数理情報⼯学、電⼦情報⼯学の基礎理論を確
実に⾝につけていること。
②知能情報システム⼯学の専⾨知識に基づいた論理的
思考⼒を⾝につけていること。

C

向の ら、技術者として社会に対する
を⾃ し、 性、 性、社会 び の
を 的に考 しながら、対 の本 を理解し、解決
す き⼯学的 題を⾃ し、創造的に解決できる能⼒
を⾝につけていること。

情報技術と機械設計に関する 分な理解と実 ⼒を⾝
につけていること。 を ⽤し、⼈ が する諸

題について、機械⼯学的な観点 ら 的に観
し、⾃ら計画を て、実験的・数理的なアプローチ
によ 解 を⾏い、 の を適 に とめら るこ
と。 の 成として、機械⼯学の先端技術と の基

となる理⼯学に対して たな知 を たらす研究内
を た論⽂を 成できること。

①知能情報システム⼯学技術を社会の諸問題に適⽤し
て解決しようとする姿勢を⾝につけていること。
②知能情報システム⼯学の発展に寄与する創造的な研
究開発を⾏う姿勢を⾝につけていること。

D

⾼度グローバルエンジニアとして 体的に できる
よう、国内外で必要となるコミュニケーション能⼒と
教養を⾝につけていること。

国際社会において様々な分 の⼈々と協 するのに必
要な語学⼒と、社会 ⽂化、 理などに関する教養、
センスと理解⼒、こ らの 体としてのコミュニケー
ション能⼒、発信⼒を⾝につけていること。

国内外で様々な⼈々と協働できる技術者となるために
必要なコミュニケーション能⼒と教養を⾝につけてい
ること。
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科

① 教育 程の編成⽅
応⽤化学科で 、ディプロマ・ポリシーに る能⼒を 得 るため、化学および 科学を とした⾃然科学に関 る科⽬を配 し、⾼ での 習内 と

学に いて めて学習する内 をシームレスに した科⽬ならびに⾃然科学の理解に な物理系科⽬ 数学を配 している（観点A）。
物 の 成 が ⼦ 分⼦で ることを 識し、 の性 の理解 制御によ マクロな物 物性を制御しうることを理解するため、 機化学系科⽬群、 機・

分 化学系科⽬群、物理化学系科⽬群などの化学系専⾨基礎科⽬の配 によ 、知的 を し、 つ物 の本 を理解する⼒を養成するための教育体制を
ている（観点B）。 た、創造的な研究⼒、展開⼒、情報発信能⼒を育成するため、化学における専⾨性の⾼い科⽬配 を を として配 し、 の実 の と
して に研究室体験配属を必 科⽬として配 している（観点C）。 らに国際的なマイン を する化学系技術者・研究者を育成するために、⽇本語、英語およ
び第２外国語によるコミュニケーション能⼒ 論理性を し、特に英語で科学技術情報を し 理解し、情報発信できる能⼒の育成を⽅ としている。このため、
科学技術の⽂ の読 き ⽂化の理解を める科⽬を配 している（観点D）。

② 教育の内 び教育の実 ⽅ に関する⽅
観点Aに対応する基礎的な⾃然科学の理解に関 る科⽬ 、１ １学 ら 点的に配 し、 に２ 学 でに を る。特に１ １学 に ⼈

数教育を 識して化学を学習する 義を 的に理解できる配 としている。 た、観点Bに対応した専⾨基礎科⽬ 、１ よ 配 し、 に２ を とした
科⽬配 を⾏な ている。観点Cに対応した化学および 科学を 体とする専⾨科⽬群 に に配 し、基礎的知識の に 理な 学習できる 成としてい
る。観点Dに対応した教養系科⽬群 ⾔語⽂化系科⽬群など 、技術者・研究者の なら 、⾼ 教育を け、 で しうる ⼈としての教養、すな リベラ
ルアーツとして してお 、１ １学 ら でのす ての学 に配 している。 た、化学系学科として、実験および演習系科⽬ 観点A、B、Cにおい
て して１ １学 ら 学 で配 し、知識の 得 、創造性、研究⼒の育成に 的な を ている。実験科⽬で 、⾃ら を てて し
てい ことで、様々な を理解・解 する⼒を育成する。こ らの学問体系に て、 的科学プラットフ ーム（ ⼦・イオン、分⼦を めとして、 らの

体レベル で するマルチスケールサイエンス）を ⽤した問題の解 、 、解決 を学 。 学 ら、最 の研究設 が設 た研究室に配属
、化学・ 科学分 における ⾃性の⾼い研究に 。こ らの研究 を通 て、物 を 的に るために 要な基礎⼒、応⽤⼒、創造⼒を 実に

⾝につけ、最先端の化学・ 科学に関連する諸分 で できる研究⼒を養成する。

学 成 を する⽅ に関する⽅
にディプロマ・ポリシーで める教養基礎⼒、基 的学⼒、専⾨的知識の ⽤⼒、論理的思考⼒、 ⼒、社会的 理観の形成⼒の 得を⽬指す講義科⽬で 、

験、レポート で の達成度を する。 た、 にディプロマ・ポリシーで める研究開発を進める実⾏⼒、 者との協働を る対⼈⼒、コミュニケーション
⼒の 得を⽬指す実験・実習、演習科⽬で 、レポート、 験 で の達成度を する。授業科⽬の成 、 ・Ａ・Ｂ・ び の の 語を て
し、 ・Ａ・Ｂ び を とし、 を とする。 した者に の を 与する。

科

① 教育 程の編成⽅
化学物理⼯学科 、ディプロマ・ポリシーに る能⼒を 得 るため、グローバルエンジニアに めら る教養 国際社会で するために必要な語学⼒（観

点D）を養うための教養科⽬、化学、物理、数学に関する基礎的学⼒を養うため（観点A）の専⾨基礎科⽬、化学⼯学、物理⼯学、電気電⼦⼯学、機械⼯学に関する
専⾨的な知識を養うため（観点B）の専⾨科⽬ らなる体系的な教育 程を編成する。 学 ら 化学⼯学コース と 物理⼯学コース の コースに分

て、学習⽬ が 確に設 できるような教育を⾏うようにな てお 、専⾨科⽬群に エネルギー問題解決 、エネルギー 技術に関する科⽬ らなる エネル
ギー科⽬パッケージ 、計測・制御技術 、エネルギー に配 した 開発に関 る科⽬ らなる 科⽬パッケージ 、 たなバイオシステム

問題の解決に関 る科⽬ らなる 科⽬パッケージ の つの科⽬パッケージと、数理的に問題解決できる能⼒を育成するため（観点C）の 通科⽬ らな
ている。この様に化学物理⼯学科で ２コース 科⽬パッケージとすることで、学⽣⾃⾝が学習⽬ を積 的に設計 能なカリキュラムとな ている。

② 教育の内 び教育の実 ⽅ に関する⽅
教養科⽬ ら 、 の で観点A、Dの能⼒を 得 るための科⽬を開講している。
専⾨基礎科⽬ ら 、 の で、 に観点A、Bの能⼒を 得 るための科⽬を数 開講している。
専⾨科⽬ に ら に、観点B、Cの能⼒を 得 るための科⽬を開講している。特に、講義科⽬と実験、実習・演習系の科⽬を連携 て、講義科

⽬で専⾨に関 る知識を⾝に け、実験科⽬、実習・演習科⽬で専⾨知識を めるとと に の実 ⼒を⾝に けることができる。

学 成 を する⽅ に関する⽅
にディプロマ・ポリシーで める教養基礎⼒、基 的学⼒、専⾨的知識の ⽤⼒、論理的思考⼒、 ⼒、社会的 理観の形成⼒の 得を⽬指す講義科⽬で 、

験、レポート で の達成度を する。 た、 にディプロマ・ポリシーで める研究開発を進める実⾏⼒、 者との協働を る対⼈⼒、コミュニケーション
⼒の 得を⽬指す実験・実習、演習科⽬で 、レポート、 験 で の達成度を する。授業科⽬の成 、 ・Ａ・Ｂ・ び の の 語を て
し、 ・Ａ・Ｂ び を とし、 を とする。 した者に の を 与する。
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科

① 教育 程の編成⽅
機械シスエム⼯学科 、ディプロマ・ポリシーに る能⼒を 得 るため、国際社会において様々な分 と⽂化を する⼈々との 思 通および 理解を

るための語学⼒と理解⼒（観点D）を養うための教養科⽬、数学・物理学を とした⼯学系学部卒業⽣に 応しい基 的学⼒（観点A）を養うための専⾨基礎科⽬、
機械⼯学 に関する基 的学⼒に け た専⾨的な知識（観点B）を養うための専⾨科⽬ らなる体系的な教育 程を編成する。２ 学 ら

・機械科学コース 、 ロ ティクス・知能機械デ インコース の２コースに分 て、学習⽬ を学⽣本⼈が⾃ 的に設 できるような教育を⾏うようにな て
お 、各コースの特 に対応する ・機械科学コース専⾨科⽬ 、 ロ ティクス・知能機械デ インコース専⾨科⽬ に 、 のコースにおけるよ

専⾨的な学習を とするための コース 通専⾨科⽬ の２コース 専⾨科⽬群を設ける（観点B）とと に、機械⼯学的な観点 ら 的に考 、⾃ら実験
的・数理的なアプローチによ 問題解決できる能⼒（観点C）を育成する実験・演習科⽬を編成している。

② 教育の内 び教育の実 ⽅ に関する⽅
教養科⽬ １ ら 、 の で観点A、Dの能⼒を 得 るための科⽬を開講している。専⾨基礎科⽬ １ ら 、観点A、Bの能⼒を 得 る

ための科⽬を開講している。専⾨科⽬ コース分け実 の２ 学 ら 、観点B、Cの能⼒を 得 るための科⽬を開講している。特に、講義科⽬と実
験・演習科⽬を連携 、講義科⽬で専⾨に関 る知識を⾝につけ、実験・演習科⽬で の専⾨知識を めるとと に実 ⼒を⾝につけることを す実 学 として
いる。なお、 ・機械科学コース 、 ロ ティクス・知能機械デ インコース のコース分け 、本⼈の および２ ２学 での成 に基づいて⾏う。
各コースの⼈数 を基本とするが、 に応 て の で する。

学 成 を する⽅ に関する⽅
にディプロマ・ポリシーで める教養基礎⼒、基 的学⼒、専⾨的知識の ⽤⼒、論理的思考⼒、 ⼒、社会的 理観の形成⼒の 得を⽬指す講義科⽬で 、

験、レポート で の達成度を する。 た、 にディプロマ・ポリシーで める研究開発を進める実⾏⼒、 者との協働を る対⼈⼒、コミュニケーション
⼒の 得を⽬指す実験・実習、演習科⽬で 、レポート、 験 で の達成度を する。授業科⽬の成 、 ・Ａ・Ｂ・ び の の 語を て
し、 ・Ａ・Ｂ び を とし、 を とする。 した者に の を 与する。

科

① 教育 程の編成⽅
知能情報システム⼯学科 、ディプロマ・ポリシーに る能⼒を 得 るため、グローバルエンジニアに めら る教養 国際社会で するために必要な語

学⼒（観点D）を養うための教養科⽬、数学・物理学などの⾃然科学 プログラミング 電気回路 に関する基礎的学⼒を養うため（観点A）の専⾨基礎科⽬、情報
⼯学、電気電⼦⼯学に関する専⾨的な知識を養うため（観点B）の専⾨科⽬ らなる体系的な教育 程を編成する。

ら 数理情報⼯学コース と 電⼦情報⼯学コース の コースに分 ている。 数理情報⼯学コース で 、計算機⼯学、数理科学、メディア情報処
理などについて学び、⼈ と 性の⾼い知的な情報システムを実 するための研究開発能⼒を育成する。 電⼦情報⼯学コース で 、ナ 情報デバイス、情報通信
⼯学、 積回路⼯学などについて学び、 代の情報社会を る基 となる⾼度情報システムを創 すための研究開発能⼒を育成する。 コースの科⽬ と
してす て 能で 、 つコースによる研究室配属の制 設けない のとする。 コースと 基本 知能 情報 システム に関する科⽬を体系的に学

ことを⽬的としているため、 通科⽬を設 する。 て、知能情報システム⼯学の⾼度な専⾨性を習得し、持 的な問題解決・研究開発を⾏う姿勢と能⼒を⾝に
つけるため（観点C）に知能情報システム⼯学概論 の科⽬を⽤ している。

② 教育の内 び教育の実 ⽅ に関する⽅
教養科⽬ ら 、 の で観点A、Dの能⼒を 得 るための科⽬を開講している。専⾨基礎科⽬ ら 、 の で、 に観点A、Bの

能⼒を 得 るための科⽬を数 開講している。専⾨科⽬ に ら に、観点B、Cの能⼒を 得 るための科⽬を開講している。特に、講義科⽬
と実験、演習系の科⽬を連携 て、講義科⽬で専⾨に関 る知識を⾝に け、実験科⽬、演習科⽬で専⾨知識を めるとと に の実 ⼒を⾝に けることができ
る。

学 成 を する⽅ に関する⽅
にディプロマ・ポリシーで める教養基礎⼒、基 的学⼒、専⾨的知識の ⽤⼒、論理的思考⼒、 ⼒、社会的 理観の形成⼒の 得を⽬指す講義科⽬で 、

験、レポート で の達成度を する。 た、 にディプロマ・ポリシーで める研究開発を進める実⾏⼒、 者との協働を る対⼈⼒、コミュニケーション
⼒の 得を⽬指す実験・実習、演習科⽬で 、レポート、 験 で の達成度を する。授業科⽬の成 、 ・Ａ・Ｂ・ び の の 語を て
し、 ・Ａ・Ｂ び を とし、 を とする。 した者に の を 与する。
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科

① 教育 程の編成⽅
応⽤化学科で 、ディプロマ・ポリシーに る能⼒を 得 るため、化学および 科学を とした⾃然科学に関 る科⽬を配 し、⾼ での 習内 と

学に いて めて学習する内 をシームレスに した科⽬ならびに⾃然科学の理解に な物理系科⽬ 数学を配 している（観点A）。
物 の 成 が ⼦ 分⼦で ることを 識し、 の性 の理解 制御によ マクロな物 物性を制御しうることを理解するため、 機化学系科⽬群、 機・

分 化学系科⽬群、物理化学系科⽬群などの化学系専⾨基礎科⽬の配 によ 、知的 を し、 つ物 の本 を理解する⼒を養成するための教育体制を
ている（観点B）。 た、創造的な研究⼒、展開⼒、情報発信能⼒を育成するため、化学における専⾨性の⾼い科⽬配 を を として配 し、 の実 の と
して に研究室体験配属を必 科⽬として配 している（観点C）。 らに国際的なマイン を する化学系技術者・研究者を育成するために、⽇本語、英語およ
び第２外国語によるコミュニケーション能⼒ 論理性を し、特に英語で科学技術情報を し 理解し、情報発信できる能⼒の育成を⽅ としている。このため、
科学技術の⽂ の読 き ⽂化の理解を める科⽬を配 している（観点D）。

② 教育の内 び教育の実 ⽅ に関する⽅
観点Aに対応する基礎的な⾃然科学の理解に関 る科⽬ 、１ １学 ら 点的に配 し、 に２ 学 でに を る。特に１ １学 に ⼈

数教育を 識して化学を学習する 義を 的に理解できる配 としている。 た、観点Bに対応した専⾨基礎科⽬ 、１ よ 配 し、 に２ を とした
科⽬配 を⾏な ている。観点Cに対応した化学および 科学を 体とする専⾨科⽬群 に に配 し、基礎的知識の に 理な 学習できる 成としてい
る。観点Dに対応した教養系科⽬群 ⾔語⽂化系科⽬群など 、技術者・研究者の なら 、⾼ 教育を け、 で しうる ⼈としての教養、すな リベラ
ルアーツとして してお 、１ １学 ら でのす ての学 に配 している。 た、化学系学科として、実験および演習系科⽬ 観点A、B、Cにおい
て して１ １学 ら 学 で配 し、知識の 得 、創造性、研究⼒の育成に 的な を ている。実験科⽬で 、⾃ら を てて し
てい ことで、様々な を理解・解 する⼒を育成する。こ らの学問体系に て、 的科学プラットフ ーム（ ⼦・イオン、分⼦を めとして、 らの

体レベル で するマルチスケールサイエンス）を ⽤した問題の解 、 、解決 を学 。 学 ら、最 の研究設 が設 た研究室に配属
、化学・ 科学分 における ⾃性の⾼い研究に 。こ らの研究 を通 て、物 を 的に るために 要な基礎⼒、応⽤⼒、創造⼒を 実に

⾝につけ、最先端の化学・ 科学に関連する諸分 で できる研究⼒を養成する。

学 成 を する⽅ に関する⽅
にディプロマ・ポリシーで める教養基礎⼒、基 的学⼒、専⾨的知識の ⽤⼒、論理的思考⼒、 ⼒、社会的 理観の形成⼒の 得を⽬指す講義科⽬で 、

験、レポート で の達成度を する。 た、 にディプロマ・ポリシーで める研究開発を進める実⾏⼒、 者との協働を る対⼈⼒、コミュニケーション
⼒の 得を⽬指す実験・実習、演習科⽬で 、レポート、 験 で の達成度を する。授業科⽬の成 、 ・Ａ・Ｂ・ び の の 語を て
し、 ・Ａ・Ｂ び を とし、 を とする。 した者に の を 与する。

科

① 教育 程の編成⽅
化学物理⼯学科 、ディプロマ・ポリシーに る能⼒を 得 るため、グローバルエンジニアに めら る教養 国際社会で するために必要な語学⼒（観

点D）を養うための教養科⽬、化学、物理、数学に関する基礎的学⼒を養うため（観点A）の専⾨基礎科⽬、化学⼯学、物理⼯学、電気電⼦⼯学、機械⼯学に関する
専⾨的な知識を養うため（観点B）の専⾨科⽬ らなる体系的な教育 程を編成する。 学 ら 化学⼯学コース と 物理⼯学コース の コースに分

て、学習⽬ が 確に設 できるような教育を⾏うようにな てお 、専⾨科⽬群に エネルギー問題解決 、エネルギー 技術に関する科⽬ らなる エネル
ギー科⽬パッケージ 、計測・制御技術 、エネルギー に配 した 開発に関 る科⽬ らなる 科⽬パッケージ 、 たなバイオシステム

問題の解決に関 る科⽬ らなる 科⽬パッケージ の つの科⽬パッケージと、数理的に問題解決できる能⼒を育成するため（観点C）の 通科⽬ らな
ている。この様に化学物理⼯学科で ２コース 科⽬パッケージとすることで、学⽣⾃⾝が学習⽬ を積 的に設計 能なカリキュラムとな ている。

② 教育の内 び教育の実 ⽅ に関する⽅
教養科⽬ ら 、 の で観点A、Dの能⼒を 得 るための科⽬を開講している。
専⾨基礎科⽬ ら 、 の で、 に観点A、Bの能⼒を 得 るための科⽬を数 開講している。
専⾨科⽬ に ら に、観点B、Cの能⼒を 得 るための科⽬を開講している。特に、講義科⽬と実験、実習・演習系の科⽬を連携 て、講義科

⽬で専⾨に関 る知識を⾝に け、実験科⽬、実習・演習科⽬で専⾨知識を めるとと に の実 ⼒を⾝に けることができる。

学 成 を する⽅ に関する⽅
にディプロマ・ポリシーで める教養基礎⼒、基 的学⼒、専⾨的知識の ⽤⼒、論理的思考⼒、 ⼒、社会的 理観の形成⼒の 得を⽬指す講義科⽬で 、

験、レポート で の達成度を する。 た、 にディプロマ・ポリシーで める研究開発を進める実⾏⼒、 者との協働を る対⼈⼒、コミュニケーション
⼒の 得を⽬指す実験・実習、演習科⽬で 、レポート、 験 で の達成度を する。授業科⽬の成 、 ・Ａ・Ｂ・ び の の 語を て
し、 ・Ａ・Ｂ び を とし、 を とする。 した者に の を 与する。
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ディプロマ・ポリシー
観点(A) 分⼦の に基づいた⼯学的 で る ⽣ ⼯学 の関連 （数学・物理学・化学・⽣物学・ ⼯学・情報科学）の基礎を習得していること。

観点(B) ⽣ ⼯学の専⾨知識を習得するとと に、基礎知識に基づいて論理的に先端 に対応する⼒を⾝につけていること。

観点(C)
⽣ ⼯学に要 る社会的ニーズを理解し、持 的な社会発展に向けた問題設 および問題解決⼒・研究開発⼒を⾝につけ、⾃ 的 的に学習
する能⼒を習得していること。

観点(D)
技術者、研究者として科学・技術にとど らない 理的、社会的およびグローバルな 点 ら ⽣ ⼯学 の研究の 義を理解し、最 の技術情報と
と に国内外に伝 、 論できる能⼒、 者と協 できる能⼒を⾝につけていること。

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

教
養
科
⽬

アカデミックライティング⼊⾨
⼯学基礎実験
⼈⽂・社会科学科⽬
理系教養科⽬
英語科⽬
第⼆外国語科⽬
⽇本語科⽬
グローバル先端科⽬
農⼯協働科⽬
産学連携科⽬
教養発展科⽬
Multidisciplinary Courses
スポーツ健康科学科⽬群

専
⾨
基
礎
科
⽬

線形代数学Ⅰ
微分積分学Ⅰおよび演習
線形代数学Ⅱ
微分積分学Ⅱおよび演習
地学
地学実験
統計学
バイオコンピューティング・バイオインフ マティクス基礎
バイオ統計学・ア バンス バイオインフ マティクス
化学基礎
物理学基礎
物理学Ⅰ
物理学Ⅱ
物理学Ⅲ
⽣物学基礎
基礎⽣物化学
微⽣物学
基礎⽣物学実験
⽣ ⼯学⼊⾨・ ⼯学⼊⾨（基礎 ミ）
⽣ 理・ 理
⽣ 物理化学Ⅰ
⽣ 物理化学Ⅱ
⽣ 機化学Ⅰ
⽣ 機化学Ⅱ
⽣ 分 化学
⽣ 機化学
機 分 学
⽣ 化学Ⅰ
⽣ 化学Ⅱ
分⼦⽣物学Ⅰ
分⼦⽣物学Ⅱ

⽣物学Ⅰ
⽣物学Ⅱ

ライフサイエンス基礎演習Ⅰ
ライフサイエンス基礎演習Ⅱ

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

専
⾨
科
⽬

⽣ ⼯学の最先端Ⅰ
⽣ ⼯学の最先端Ⅱ
⽣ 科学英語Ⅰ
⽣ 科学英語Ⅱ

・ 科学
学・ 体⼯学

物⼯学・ ⼯学
先端機 分 学

バイオテク ロジー・分⼦ ⼯学
⽣理 ⼯学

⽣⼯学・ ⼯学
バイオセンシング
ナ バイオエンジニアリング

学
⽣ 科学特別講義（   ）
⽣ ⼯学の最先端Ⅲ
⽣ ⼯学の最先端Ⅳ
⽣ 技術英語Ⅰ
⽣ 技術英語Ⅱ
メディシナルケミストリー
ケミカルバイオロジー
バイオプロセスエンジニアリング

・ 開発⼯学
・ ⼯学

レギュラトリーサイエンス
応⽤⽣体電⼦⼯学・応⽤微⽣物学
マリンバイオテク ロジー
応⽤ ミクス
⽣ 技術特別講義（   ）
⽣ ⼯学実験Ⅰ
⽣ ⼯学実験Ⅱ
⽣ ⼯学実験Ⅲ
⽣ ⼯学実験Ⅳ
⽣ ⼯学研究概論
⽣ ⼯学特別実験
⽣体機能⼯学演習Ⅰ
⽣体機能⼯学演習Ⅱ
応⽤⽣物⼯学演習Ⅰ
応⽤⽣物⼯学演習Ⅱ
⽣体機能⼯学実験Ⅰ
⽣体機能⼯学実験Ⅱ
応⽤⽣物⼯学実験Ⅰ
応⽤⽣物⼯学実験Ⅱ
研究室体験配属
卒業論⽂
研究インターンシップ
⼯学部特別講義Ⅰ（ ）
国際科⽬

カリキュラム・マップ
本学科の教育理念に照らし、ディプロマ・ポリシーを達成するために、各授業科⽬とディプロマ・ポリシーの各観点が以下のような対応関係を持つカリキュラムを編成する。
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観
点

１
２

Ａ

線
形

代
数

学
Ⅰ

線
形

代
数

学
Ⅱ

⽣
物

学
Ⅰ

バイ
オ統

計学
・ア

バン
ス

バイ
オイ

ンフ
マテ

ィク
ス

微
分

積
分

学
Ⅰ

お
よ

び
演

習
微

分
積

分
学

Ⅱ
お

よ
び

演
習

バイ
オコ

ンピ
ュー

ティ
ング

・バ
イオ

イン
フ

マテ
ィク

ス基
礎

⽣
分

化
学

化
学

基
礎

統
計

学
物

理
学

Ⅲ
⽣

機
化

学
物

理
学

基
礎

物
理

学
Ⅰ

⽣
物

理
化

学
Ⅰ

⽣
物

理
化

学
Ⅱ

⽣
物

学
基

礎
物

理
学

Ⅱ
⽣

機
化

学
Ⅱ

⽣
物

学
Ⅱ

基
礎

⽣
物

化
学

基
礎

⽣
物

学
実

験
機

分
学

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

基
礎

演
習

Ⅱ
微

⽣
物

学
⽣

機
化

学
Ⅰ

⽣
化

学
Ⅱ

⼯
学

基
礎

実
験

⽣
化

学
Ⅰ

分
⼦

⽣
物

学
Ⅱ

ス
ポ

ー
ツ

健
康

科
学

科
⽬

群
分

⼦
⽣

物
学

Ⅰ
地

学
ス

ポ
ー

ツ
健

康
科

学
科

⽬
群

地
学

実
験

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

基
礎

演
習

Ⅰ

B

・
科

学
学

・
体

⼯
学

・
開

発
⼯

学
物

⼯
学

・
⼯

学
⽣

理
⼯

学
レ

ギ
ュ

ラ
ト

リ
ー

サ
イ

エ
ン

ス
先

端
機

分
学

⽣
⼯

学
・

⼯
学

バイ
オテ

ク
ロジ

ー・
分⼦

⼯学
ナ

バ
イ

オ
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
バ

イ
オ

セ
ン

シ
ン

グ
学

メ
デ

ィ
シ

ナ
ル

ケ
ミ

ス
ト

リ
ー

⽣
技

術
英

語
Ⅰ

マ
リ

ン
バ

イ
オ

テ
ク

ロ
ジ

ー
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
バ

イ
オ

プ
ロ

セ
ス

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

・
⼯

学
応

⽤
⽣

体
電

⼦
⼯

学
・

応
⽤

微
⽣

物
学

応
⽤

ミ
ク

ス

C

⽣
⼯

学
⼊

⾨
・

⼯
学

⼊
⾨

（
基

礎
ミ

）
⽣

⼯
学

実
験

Ⅰ
⽣

⼯
学

実
験

Ⅱ
⽣

⼯
学

の
最

先
端

Ⅰ
⽣

⼯
学

実
験

Ⅳ
⽣

体
機

能
⼯

学
演

習
Ⅰ

⽣
体

機
能

⼯
学

演
習

Ⅱ
⽣

⼯
学

の
最

先
端

Ⅱ
⽣

⼯
学

研
究

概
論

応
⽤

⽣
物

⼯
学

演
習

Ⅰ
応

⽤
⽣

物
⼯

学
演

習
Ⅱ

⽣
⼯

学
の

最
先

端
Ⅲ

研
究

室
体

験
配

属
⽣

体
機

能
⼯

学
実

験
Ⅰ

⽣
体

機
能

⼯
学

実
験

Ⅱ
⽣

⼯
学

の
最

先
端

Ⅳ
応

⽤
⽣

物
⼯

学
実

験
Ⅰ

応
⽤

⽣
物

⼯
学

実
験

Ⅱ
⽣

⼯
学

実
験

Ⅲ
卒

業
論

⽂
卒

業
論

⽂

D

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

⼊
⾨

⼈
⽂

・
社

会
科

学
科

⽬
⽣

理
・

理
⽣

科
学

英
語

Ⅰ
英

語
科

⽬
⽣

科
学

英
語

Ⅱ
理

系
教

養
科

⽬
理

系
教

養
科

⽬
⼈

⽂
・

社
会

科
学

科
⽬

理
系

教
養

科
⽬

理
系

教
養

科
⽬

英
語

科
⽬

⼈
⽂

・
社

会
科

学
科

⽬
⽣

技
術

英
語

Ⅱ
英

語
科

⽬
英

語
科

⽬
理

系
教

養
科

⽬
英

語
科

⽬
英

語
科

⽬
第

⼆
外

国
語

科
⽬

理
系

教
養

科
⽬

理
系

教
養

科
⽬

教
養

発
展

科
⽬

第
⼆

外
国

語
科

⽬
英

語
科

⽬
第

⼆
外

国
語

科
⽬

産
学

連
携

科
⽬

教
養

発
展

科
⽬

農
⼯

協
働

科
⽬

英
語

科
⽬

教
養

発
展

科
⽬

第
⼆

外
国

語
科

⽬
M

ul
tid

is
ci

pl
in

ar
y 

Co
ur

se
s

教
養

発
展

科
⽬

M
ul

tid
is

ci
pl

in
ar

y 
Co

ur
se

s
産

学
連

携
科

⽬
第

⼆
外

国
語

科
⽬

M
ul

tid
is

ci
pl

in
ar

y 
Co

ur
se

s
教

養
発

展
科

⽬
教

養
発

展
科

⽬
グ

ロ
ー

バ
ル

先
端

科
⽬

教
養

発
展

科
⽬

M
ul

tid
is

ci
pl

in
ar

y 
Co

ur
se

s

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
フ
ロ
ー
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ディプロマ・ポリシー
観点(A) 分⼦の に基づいた⼯学的 で る ⽣ ⼯学 の関連 （数学・物理学・化学・⽣物学・ ⼯学・情報科学）の基礎を習得していること。

観点(B) ⽣ ⼯学の専⾨知識を習得するとと に、基礎知識に基づいて論理的に先端 に対応する⼒を⾝につけていること。

観点(C)
⽣ ⼯学に要 る社会的ニーズを理解し、持 的な社会発展に向けた問題設 および問題解決⼒・研究開発⼒を⾝につけ、⾃ 的 的に学習
する能⼒を習得していること。

観点(D)
技術者、研究者として科学・技術にとど らない 理的、社会的およびグローバルな 点 ら ⽣ ⼯学 の研究の 義を理解し、最 の技術情報と
と に国内外に伝 、 論できる能⼒、 者と協 できる能⼒を⾝につけていること。

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

教
養
科
⽬

アカデミックライティング⼊⾨
⼯学基礎実験
⼈⽂・社会科学科⽬
理系教養科⽬
英語科⽬
第⼆外国語科⽬
⽇本語科⽬
グローバル先端科⽬
農⼯協働科⽬
産学連携科⽬
教養発展科⽬
Multidisciplinary Courses
スポーツ健康科学科⽬群

専
⾨
基
礎
科
⽬

線形代数学Ⅰ
微分積分学Ⅰおよび演習
線形代数学Ⅱ
微分積分学Ⅱおよび演習
地学
地学実験
統計学
バイオコンピューティング・バイオインフ マティクス基礎
バイオ統計学・ア バンス バイオインフ マティクス
化学基礎
物理学基礎
物理学Ⅰ
物理学Ⅱ
物理学Ⅲ
⽣物学基礎
基礎⽣物化学
微⽣物学
基礎⽣物学実験
⽣ ⼯学⼊⾨・ ⼯学⼊⾨（基礎 ミ）
⽣ 理・ 理
⽣ 物理化学Ⅰ
⽣ 物理化学Ⅱ
⽣ 機化学Ⅰ
⽣ 機化学Ⅱ
⽣ 分 化学
⽣ 機化学
機 分 学
⽣ 化学Ⅰ
⽣ 化学Ⅱ
分⼦⽣物学Ⅰ
分⼦⽣物学Ⅱ

⽣物学Ⅰ
⽣物学Ⅱ

ライフサイエンス基礎演習Ⅰ
ライフサイエンス基礎演習Ⅱ

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

専
⾨
科
⽬

⽣ ⼯学の最先端Ⅰ
⽣ ⼯学の最先端Ⅱ
⽣ 科学英語Ⅰ
⽣ 科学英語Ⅱ

・ 科学
学・ 体⼯学

物⼯学・ ⼯学
先端機 分 学

バイオテク ロジー・分⼦ ⼯学
⽣理 ⼯学

⽣⼯学・ ⼯学
バイオセンシング
ナ バイオエンジニアリング

学
⽣ 科学特別講義（   ）
⽣ ⼯学の最先端Ⅲ
⽣ ⼯学の最先端Ⅳ
⽣ 技術英語Ⅰ
⽣ 技術英語Ⅱ
メディシナルケミストリー
ケミカルバイオロジー
バイオプロセスエンジニアリング

・ 開発⼯学
・ ⼯学

レギュラトリーサイエンス
応⽤⽣体電⼦⼯学・応⽤微⽣物学
マリンバイオテク ロジー
応⽤ ミクス
⽣ 技術特別講義（   ）
⽣ ⼯学実験Ⅰ
⽣ ⼯学実験Ⅱ
⽣ ⼯学実験Ⅲ
⽣ ⼯学実験Ⅳ
⽣ ⼯学研究概論
⽣ ⼯学特別実験
⽣体機能⼯学演習Ⅰ
⽣体機能⼯学演習Ⅱ
応⽤⽣物⼯学演習Ⅰ
応⽤⽣物⼯学演習Ⅱ
⽣体機能⼯学実験Ⅰ
⽣体機能⼯学実験Ⅱ
応⽤⽣物⼯学実験Ⅰ
応⽤⽣物⼯学実験Ⅱ
研究室体験配属
卒業論⽂
研究インターンシップ
⼯学部特別講義Ⅰ（ ）
国際科⽬

カリキュラム・マップ
本学科の教育理念に照らし、ディプロマ・ポリシーを達成するために、各授業科⽬とディプロマ・ポリシーの各観点が以下のような対応関係を持つカリキュラムを編成する。
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本学科の教育理念に照らし、ディプロマ・ポリシーを達成するために、各授業科⽬とディプロマ・ポリシーの各観点が以下のような対応関係を持つカリキュラムを編成する。

ディプロマ・ポリシー
観点(A) 代 における計測・ 技術の基本となる物理学 電⼦情報⼯学 に関する基礎学⼒・知識を習得していること。

観点(B) 習得した基礎学⼒・知識を基にして、⽣体 に係る⼯学技術を 的に理解する能⼒を習得していること。

観点(C) で 様な 分 のニーズを理解し、 の学問体系に ない な発 の とに 技術の研究開発を⾏う能⼒を⾝につけていること。

観点(D)
⽣体 ⽤⼯学技術における⼯学分 と⽣物学・ 学分 の学際的な しができ、 技術の国際的発展に 献できるコミュニケーション能⼒と教養を
⾝につけていること。

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

教
養
科
⽬

アカデミックライティング⼊⾨

⼯学基礎実験

⼈⽂・社会科学科⽬

理系教養科⽬

英語科⽬

第⼆外国語科⽬

⽇本語科⽬

グローバル先端科⽬

農⼯協働科⽬

産学連携科⽬

教養発展科⽬

Multidisciplinary Courses

スポーツ健康科学科⽬群

専
⾨
基
礎
科
⽬

線形代数学Ⅰ

微分積分学Ⅰおよび演習

線形代数学Ⅱ

微分積分学Ⅱおよび演習

数理統計学

⼯学基礎数学

⼯学応⽤数学

化学基礎

⽣物学⼊⾨

⼒学Ⅰ

電磁気学Ⅰおよび演習

電磁気学Ⅱおよび演習

⼒学Ⅱ

熱統計⼒学

・波

プログラミングⅠおよび演習

プログラミングⅡおよび演習

電気回路

電⼦回路

学概論

⽣理学

⽣物学

⽣体 ⽤⼯学Ⅰ

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

専
⾨
科
⽬

⽣体 ⽤⼯学Ⅱ

⽣ 理

計測・制御

⽤画像⼯学

Ａ ⼊⾨

化学物理

⼒学

エレクトロニクス

量⼦技術概論

⽤ 波⼯学

⽤メカトロニクス

体⼒学

⽣体機能⼯学

⽤計測・機

⽣体フ トニクス

⽤デバイス⼯学

科学英語 ミ

体 学

学基礎Ⅰ

学基礎Ⅱ

⽣化学

理学・ 理学

特別 ミⅠ

特別 ミⅡ

⽣体 ⽤システム⼯学実験Ⅰ

⽣体 ⽤システム⼯学実験Ⅱ

⽣体 ⽤システム⼯学特別演習Ⅰ

⽣体 ⽤システム⼯学特別演習Ⅱ

⽣体 ⽤システム⼯学特別実験Ⅰ

⽣体 ⽤システム⼯学特別実験Ⅱ

研究室体験配属

卒業論⽂

研究インターンシップ

⼯学部特別講義Ⅰ（ ）

国際科⽬

カリキュラム・マップ
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観
点

１
２

Ａ

線
形

代
数

学
Ⅰ

線
形

代
数

学
Ⅱ

電
気

回
路

電
⼦

回
路

⼈
⽂

・
社

会
科

学
科

⽬
理

系
教

養
科

⽬
理

系
教

養
科

⽬
理

系
教

養
科

⽬
微

分
積

分
学

Ⅰ
お

よ
び

演
習

微
分

積
分

学
Ⅱ

お
よ

び
演

習
理

系
教

養
科

⽬
⽣

物
学

理
系

教
養

科
⽬

英
語

科
⽬

英
語

科
⽬

英
語

科
⽬

化
学

基
礎

⼒
学

Ⅰ
英

語
科

⽬
理

系
教

養
科

⽬
英

語
科

⽬
第

⼆
外

国
語

科
⽬

教
養

発
展

科
⽬

第
⼆

外
国

語
科

⽬
⽣

物
学

⼊
⾨

電
磁

気
学

Ⅰ
お

よ
び

演
習

産
学

連
携

科
⽬

英
語

科
⽬

グ
ロ

ー
バ

ル
先

端
科

⽬
教

養
発

展
科

⽬
教

養
発

展
科

⽬
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

Ⅰ
お

よ
び

演
習

⽣
理

学
教

養
発

展
科

⽬
第

⼆
外

国
語

科
⽬

農
⼯

協
働

科
⽬

M
ul

tid
is

ci
pl

in
ar

y 
Co

ur
se

s
M

ul
tid

is
ci

pl
in

ar
y 

Co
ur

se
s

学
概

論
⼈

⽂
・

社
会

科
学

科
⽬

教
養

発
展

科
⽬

産
学

連
携

科
⽬

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

⼊
⾨

理
系

教
養

科
⽬

M
ul

tid
is

ci
pl

in
ar

y 
Co

ur
se

s
教

養
発

展
科

⽬
⼈

⽂
・

社
会

科
学

科
⽬

英
語

科
⽬

理
系

教
養

科
⽬

第
⼆

外
国

語
科

⽬
英

語
科

⽬
M

ul
tid

is
ci

pl
in

ar
y 

Co
ur

se
s

第
⼆

外
国

語
科

⽬
ス

ポ
ー

ツ
健

康
科

学
科

⽬
群

教
養

発
展

科
⽬

ス
ポ

ー
ツ

健
康

科
学

科
⽬

群

B

⼯
学

基
礎

数
学

⼯
学

応
⽤

数
学

電
磁

気
学

Ⅱ
お

よ
び

演
習

⼒
学

Ⅱ
化

学
物

理
⼯

学
基

礎
実

験
熱

統
計

⼒
学

・
波

⼒
学

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
Ⅱ

お
よ

び
演

習
計

測
・

制
御

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

学
基

礎
Ⅰ

学
基

礎
Ⅱ

量
⼦

技
術

概
論

数
理

統
計

学
⽣

体
⽤

⼯
学

Ⅰ

C

体
学

⽤
画

像
⼯

学
⽣

体
⽤

⼯
学

Ⅱ
⽤

計
測

・
機

⽣
化

学
Ａ

⼊
⾨

⽣
理

体
⼒

学
⽣

体
⽤

シ
ス

テ
ム

⼯
学

実
験

Ⅰ
⽤

メ
カ

ト
ロ

ニ
ク

ス
⽣

体
フ

ト
ニ

ク
ス

⽤
波

⼯
学

⽤
デ

バ
イ

ス
⼯

学
⽣

体
機

能
⼯

学
理

学
・

理
学

⽣
体

⽤
シ

ス
テ

ム
⼯

学
実

験
Ⅱ

研
究

室
体

験
配

属

D

特
別

ミ
Ⅰ

科
学

英
語

ミ
⽣

体
⽤

シ
ス

テ
ム

⼯
学

特
別

演
習

Ⅰ
⽣

体
⽤

シ
ス

テ
ム

⼯
学

特
別

演
習

Ⅱ
特

別
ミ

Ⅱ
⽣

体
⽤

シ
ス

テ
ム

⼯
学

特
別

実
験

Ⅰ
⽣

体
⽤

シ
ス

テ
ム

⼯
学

特
別

実
験

Ⅱ
卒

業
論

⽂
卒

業
論

⽂

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
フ
ロ
ー
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本学科の教育理念に照らし、ディプロマ・ポリシーを達成するために、各授業科⽬とディプロマ・ポリシーの各観点が以下のような対応関係を持つカリキュラムを編成する。

ディプロマ・ポリシー
観点(A) 代 における計測・ 技術の基本となる物理学 電⼦情報⼯学 に関する基礎学⼒・知識を習得していること。

観点(B) 習得した基礎学⼒・知識を基にして、⽣体 に係る⼯学技術を 的に理解する能⼒を習得していること。

観点(C) で 様な 分 のニーズを理解し、 の学問体系に ない な発 の とに 技術の研究開発を⾏う能⼒を⾝につけていること。

観点(D)
⽣体 ⽤⼯学技術における⼯学分 と⽣物学・ 学分 の学際的な しができ、 技術の国際的発展に 献できるコミュニケーション能⼒と教養を
⾝につけていること。

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

教
養
科
⽬

アカデミックライティング⼊⾨

⼯学基礎実験

⼈⽂・社会科学科⽬

理系教養科⽬

英語科⽬

第⼆外国語科⽬

⽇本語科⽬

グローバル先端科⽬

農⼯協働科⽬

産学連携科⽬

教養発展科⽬

Multidisciplinary Courses

スポーツ健康科学科⽬群

専
⾨
基
礎
科
⽬

線形代数学Ⅰ

微分積分学Ⅰおよび演習

線形代数学Ⅱ

微分積分学Ⅱおよび演習

数理統計学

⼯学基礎数学

⼯学応⽤数学

化学基礎

⽣物学⼊⾨

⼒学Ⅰ

電磁気学Ⅰおよび演習

電磁気学Ⅱおよび演習

⼒学Ⅱ

熱統計⼒学

・波

プログラミングⅠおよび演習

プログラミングⅡおよび演習

電気回路

電⼦回路

学概論

⽣理学

⽣物学

⽣体 ⽤⼯学Ⅰ

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

専
⾨
科
⽬

⽣体 ⽤⼯学Ⅱ

⽣ 理

計測・制御

⽤画像⼯学

Ａ ⼊⾨

化学物理

⼒学

エレクトロニクス

量⼦技術概論

⽤ 波⼯学

⽤メカトロニクス

体⼒学

⽣体機能⼯学

⽤計測・機

⽣体フ トニクス

⽤デバイス⼯学

科学英語 ミ

体 学

学基礎Ⅰ

学基礎Ⅱ

⽣化学

理学・ 理学

特別 ミⅠ

特別 ミⅡ

⽣体 ⽤システム⼯学実験Ⅰ

⽣体 ⽤システム⼯学実験Ⅱ

⽣体 ⽤システム⼯学特別演習Ⅰ

⽣体 ⽤システム⼯学特別演習Ⅱ

⽣体 ⽤システム⼯学特別実験Ⅰ

⽣体 ⽤システム⼯学特別実験Ⅱ

研究室体験配属

卒業論⽂

研究インターンシップ

⼯学部特別講義Ⅰ（ ）

国際科⽬

カリキュラム・マップ
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ディプロマ・ポリシー

観点(A)
化学・ 科学の基礎となる化学・物理学・数学 の の⾃然科学に関する基礎知識 らを応⽤する⼒、ならびにサイエンスの本 を 理解
する⼒を⾝につけていること。

観点(B)
物 を ⼦・分⼦レベルで理解、制御、応⽤するために必要な基礎学⼒、⾼機能先端 を開発するための応⽤⼒、⾃らの知識 考 に基づき しい
物 を創 する創造⼒を習得していること。

観点(C)
物 ・ の機能 特性を ⼦・分⼦レベル ら らの 体レベル で する能⼒を し、諸問題の解決に する⾼機能先端 の研究開発を

能とする創造的な研究⼒、展開⼒、情報発信能⼒を⾝につけていること。

観点(D)
国 専⾨分 の を た 様な社会性 ⽂化の理解に通 る教養とと に、 い を つ技術者・研究者として、国内外で必要となるコ
ミュニケーション能⼒を⾝につけていること。

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

教
養
科
⽬

アカデミックライティング⼊⾨
⼯学基礎実験
⼈⽂・社会科学科⽬
理系教養科⽬
英語科⽬
第⼆外国語科⽬
⽇本語科⽬
グローバル先端科⽬
農⼯協働科⽬
産学連携科⽬
教養発展科⽬
Multidisciplinary Courses
スポーツ健康科学科⽬群

専
⾨
基
礎
科
⽬

線形代数学Ⅰ
微分積分学Ⅰおよび演習
線形代数学Ⅱ
微分積分学Ⅱおよび演習
地学
地学実験
応⽤化学⼊⾨
微分⽅程式Ⅰ
微分⽅程式Ⅱ
ベクトル解
数理統計学
関数論
プログラミング
⼒学概論

・波 の物理
電磁気学

学基礎
⽣物科学
⽣体 化学Ⅰ

物 化学概論
物理化学Ⅰ
物理化学Ⅱ

応 度論
量⼦化学Ⅰ
物理化学演習
分 化学

機化学Ⅰ
機化学Ⅱ
機化学Ⅲ
機化学演習
機化学Ⅰ

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

専
⾨
基
礎
科
⽬

機化学Ⅱ
機化学Ⅲ

化学 論
機化学演習

科学基礎実験

専
⾨
科
⽬

統計⼒学
量⼦化学Ⅱ

造化学
分⼦分 学
量⼦化学計算概論
エネルギー化学
化学⼯学
⾼分⼦物性Ⅰ
⾼分⼦物性Ⅱ
物性化学
セラミック化学

体化学
機 分 Ⅰ
機 分 Ⅱ

機化学Ⅳ
機化学
機⼯業化学
機 属化学

⾼分⼦化学Ⅰ
⾼分⼦化学Ⅱ
⽣体 化学Ⅱ
論⽂・⽂献講読
化学英語
応⽤化学特別講義( )
応⽤化学実験Ⅰ
応⽤化学実験Ⅱ
応⽤化学実験Ⅲ
応⽤化学特別実験
応⽤化学セミナーⅠ
応⽤化学セミナーⅡ
インターンシップ
研究室体験配属
卒業論⽂
研究インターンシップ
⼯学部特別講義Ⅰ（ ）
国際科⽬

本学科の教育理念に照らし、ディプロマ・ポリシーを達成するために、各授業科⽬とディプロマ・ポリシーの各観点が以下のような対応関係を持つカリキュラムを編成する。

カリキュラム・マップ
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観
点

１
２

Ａ

線
形

代
数

学
Ⅰ

線
形

代
数

学
Ⅱ

微
分

⽅
程

式
Ⅰ

微
分

⽅
程

式
Ⅱ

微
分

積
分

学
Ⅰ

お
よ

び
演

習
微

分
積

分
学

Ⅱ
お

よ
び

演
習

ベ
ク

ト
ル

解
関

数
論

地
学

・
波

の
物

理
数

理
統

計
学

応
⽤

化
学

⼊
⾨

⼯
学

基
礎

実
験

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
⼒

学
概

論
電

磁
気

学
⽣

物
科

学
化

学
論

B

分
化

学
物

理
化

学
Ⅰ

物
理

化
学

Ⅱ
学

基
礎

統
計

⼒
学

量
⼦

化
学

計
算

概
論

機
化

学
Ⅰ

機
化

学
Ⅰ

物
理

化
学

演
習

⽣
体

化
学

Ⅰ
機

分
Ⅱ

科
学

基
礎

実
験

機
化

学
Ⅱ

量
⼦

化
学

Ⅰ
物

化
学

概
論

機
化

学
機

化
学

Ⅱ
応

度
論

機
化

学
Ⅲ

機
化

学
Ⅲ

応
⽤

化
学

実
験

Ⅰ
機

化
学

演
習

化
学

論
機

化
学

演
習

量
⼦

化
学

Ⅱ
量

⼦
化

学
計

算
概

論
機

分
Ⅰ

機
化

学
Ⅳ

応
⽤

化
学

実
験

Ⅱ

C

⾼
分

⼦
化

学
Ⅰ

造
化

学
化

学
⼯

学
応

⽤
化

学
セ

ミ
ナ

ー
Ⅰ

応
⽤

化
学

セ
ミ

ナ
ー

Ⅱ
分

⼦
分

学
⾼

分
⼦

物
性

Ⅱ
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
学

物
性

化
学

⾼
分

⼦
物

性
Ⅰ

体
化

学
セ

ラ
ミ

ッ
ク

化
学

機
⼯

業
化

学
⾼

分
⼦

化
学

Ⅱ
機

属
化

学
⽣

体
化

学
Ⅱ

応
⽤

化
学

特
別

実
験

応
⽤

化
学

実
験

Ⅲ
研

究
室

体
験

配
属

D

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

⼊
⾨

化
学

英
語

理
系

教
養

科
⽬

英
語

科
⽬

英
語

科
⽬

英
語

科
⽬

英
語

科
⽬

英
語

科
⽬

⼈
⽂

・
社

会
科

学
科

⽬
⼈

⽂
・

社
会

科
学

科
⽬

英
語

科
⽬

教
養

発
展

科
⽬

⼈
⽂

・
社

会
科

学
科

⽬
⼈

⽂
・

社
会

科
学

科
⽬

理
系

教
養

科
⽬

理
系

教
養

科
⽬

理
系

教
養

科
⽬

英
語

科
⽬

産
学

連
携

科
⽬

理
系

教
養

科
⽬

理
系

教
養

科
⽬

教
養

発
展

科
⽬

教
養

発
展

科
⽬

英
語

科
⽬

第
⼆

外
国

語
科

⽬
教

養
発

展
科

⽬
グ

ロ
ー

バ
ル

先
端

科
⽬

グ
ロ

ー
バ

ル
先

端
科

⽬
M

ul
tid

is
ci

pl
in

ar
y 

Co
ur

se
s

第
⼆

外
国

語
科

⽬
M

ul
tid

is
ci

pl
in

ar
y 

Co
ur

se
s

M
ul

tid
is

ci
pl

in
ar

y 
Co

ur
se

s
農

⼯
協

働
科

⽬
農

⼯
協

働
科

⽬
ス

ポ
ー

ツ
健

康
科

学
科

⽬
群

ス
ポ

ー
ツ

健
康

科
学

科
⽬

群
産

学
連

携
科

⽬
産

学
連

携
科

⽬
教

養
発

展
科

⽬
教

養
発

展
科

⽬
教

養
発

展
科

⽬
論

⽂
・

⽂
献

講
読

M
ul

tid
is

ci
pl

in
ar

y 
Co

ur
se

s

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
フ
ロ
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ディプロマ・ポリシー

観点(A)
化学・ 科学の基礎となる化学・物理学・数学 の の⾃然科学に関する基礎知識 らを応⽤する⼒、ならびにサイエンスの本 を 理解
する⼒を⾝につけていること。

観点(B)
物 を ⼦・分⼦レベルで理解、制御、応⽤するために必要な基礎学⼒、⾼機能先端 を開発するための応⽤⼒、⾃らの知識 考 に基づき しい
物 を創 する創造⼒を習得していること。

観点(C)
物 ・ の機能 特性を ⼦・分⼦レベル ら らの 体レベル で する能⼒を し、諸問題の解決に する⾼機能先端 の研究開発を

能とする創造的な研究⼒、展開⼒、情報発信能⼒を⾝につけていること。

観点(D)
国 専⾨分 の を た 様な社会性 ⽂化の理解に通 る教養とと に、 い を つ技術者・研究者として、国内外で必要となるコ
ミュニケーション能⼒を⾝につけていること。

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

教
養
科
⽬

アカデミックライティング⼊⾨
⼯学基礎実験
⼈⽂・社会科学科⽬
理系教養科⽬
英語科⽬
第⼆外国語科⽬
⽇本語科⽬
グローバル先端科⽬
農⼯協働科⽬
産学連携科⽬
教養発展科⽬
Multidisciplinary Courses
スポーツ健康科学科⽬群

専
⾨
基
礎
科
⽬

線形代数学Ⅰ
微分積分学Ⅰおよび演習
線形代数学Ⅱ
微分積分学Ⅱおよび演習
地学
地学実験
応⽤化学⼊⾨
微分⽅程式Ⅰ
微分⽅程式Ⅱ
ベクトル解
数理統計学
関数論
プログラミング
⼒学概論

・波 の物理
電磁気学

学基礎
⽣物科学
⽣体 化学Ⅰ

物 化学概論
物理化学Ⅰ
物理化学Ⅱ

応 度論
量⼦化学Ⅰ
物理化学演習
分 化学

機化学Ⅰ
機化学Ⅱ
機化学Ⅲ
機化学演習
機化学Ⅰ

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

専
⾨
基
礎
科
⽬

機化学Ⅱ
機化学Ⅲ

化学 論
機化学演習

科学基礎実験

専
⾨
科
⽬

統計⼒学
量⼦化学Ⅱ

造化学
分⼦分 学
量⼦化学計算概論
エネルギー化学
化学⼯学
⾼分⼦物性Ⅰ
⾼分⼦物性Ⅱ
物性化学
セラミック化学

体化学
機 分 Ⅰ
機 分 Ⅱ

機化学Ⅳ
機化学
機⼯業化学
機 属化学

⾼分⼦化学Ⅰ
⾼分⼦化学Ⅱ
⽣体 化学Ⅱ
論⽂・⽂献講読
化学英語
応⽤化学特別講義( )
応⽤化学実験Ⅰ
応⽤化学実験Ⅱ
応⽤化学実験Ⅲ
応⽤化学特別実験
応⽤化学セミナーⅠ
応⽤化学セミナーⅡ
インターンシップ
研究室体験配属
卒業論⽂
研究インターンシップ
⼯学部特別講義Ⅰ（ ）
国際科⽬

本学科の教育理念に照らし、ディプロマ・ポリシーを達成するために、各授業科⽬とディプロマ・ポリシーの各観点が以下のような対応関係を持つカリキュラムを編成する。

カリキュラム・マップ

12



ディプロマ・ポリシー
観点(A) 化学・物理学の 的学⼒を に、⾃然科学に関する基 的学⼒を⾝につけていること。

観点(B)
エネルギー・ などの地 の 題 、 産業創 の 題などの 問題を解決するために、化学・物理学の 的理解の 化を通 て、 題の

・ 化・最適化を⾏い、 らに基本 理に した要 技術の ・開発をシステムとして実 しうる研究 の学識を⾝につけ、 理・
に基づいた論理的思考と する能⼒を ていること。

観点(C)
向の ら、技術者として社会に対する を⾃ し、 性、 性、社会 び の を 的に考 しながら、対 の本 を理

解し、解決す き⼯学的 題を⾃ し、創造的に解決できる能⼒を⾝につけていること。

観点(D) ⾼度グローバルエンジニアとして 体的に できるよう、国内外で必要となるコミュニケーション能⼒と教養を⾝につけていること。

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

教
養
科
⽬

アカデミックライティング⼊⾨ ◯
⼯学基礎実験 ◯
⼈⽂・社会科学科⽬ ◯
理系教養科⽬ ◯
英語科⽬ ◯
第⼆外国語科⽬ ◯
⽇本語科⽬ ◯
グローバル先端科⽬ ◯
農⼯協働科⽬ ◯
産学連携科⽬ ◯
教養発展科⽬ ◯
Multidisciplinary Courses ◯
スポーツ健康科学科⽬群 ◯

専
⾨
基
礎
科
⽬

線形代数学Ⅰ ◯
微分積分学Ⅰおよび演習 ◯
線形代数学Ⅱ ◯
微分積分学Ⅱおよび演習 ◯
地学 ◯
地学実験 ◯
微分⽅程式Ⅰ ◯
微分⽅程式Ⅱ ◯
ベクトル解 ◯
数理統計学 ◯
物理学基礎Ⅰ ◯
物理学基礎Ⅱ ◯
化学基礎 ◯
化学物理基礎 ◯
⽣物学基礎 ◯
⽣物化学 ◯
化学物理数学 ◯
化学物理⼯学概論 ◯
化学物理⼯学基礎プロジェクト ◯
情報プログラミング ◯

機化学基礎 ◯
機化学基礎 ◯

ケミカルエンジニアリング基礎 ◯
分 ・機 分 化学 ◯

機化学 ◯
論および演習 ◯

⼯業熱⼒学 ◯
エレクトロニクス基礎 ◯
電磁気学および演習 ◯

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

専
⾨
基
礎
科
⽬

量⼦⼒学および演習 ◯
熱統計⼒学および演習 ◯
科学技術英語 ◯
画像情報⼯学 ◯
システム⼯学基礎 ◯

専
⾨
科
⽬

エネルギープロセス⼯学 ◯
エネルギー ⼯学 ◯
エネルギーシステム⼯学 ◯

⼯学 ◯
バイオプロセス⼯学 ◯

計測⼯学 ◯
電気電⼦ ⼯学 ◯

エレクトロニクス ◯
⾼分⼦⼯学 ◯
電⼦物性⼯学 ◯
情報応⽤プログラミング ◯
プロセス制御⼯学 ◯
エンジニアリング 演習 ◯
プロセスデ イン⼯学 ◯
科学技術者 理 ◯
インターンシップ ◯
先端化学物理⼯学概論 ◯
化学物理⼯学先端プロジェクト ◯
化学物理⼯学実験Ⅰ ◯
化学物理⼯学実験Ⅱ ◯
化学物理⼯学特別講義（ ） ◯

応 度論 ◯
散分離⼯学 ◯

体プロセス⼯学 ◯
応⼯学 ◯

化学⼯学実験 ◯
電磁波⼯学 ◯
電気回路理論 ◯
電⼦デバイス⼯学 ◯
ナ 量⼦ ⼯学 ◯
物理⼯学実験 ◯
研究室体験配属 ◯
卒業論⽂ ◯
研究インターンシップ ◯
⼯学部特別講義Ⅰ（ ） ◯
国際科⽬ ◯

本学科の教育理念に照らし、ディプロマ・ポリシーを達成するために、各授業科⽬とディプロマ・ポリシーの各観点が以下のような対応関係を持つカリキュラムを編成する。
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観
点

１
２

Ａ

線
形

代
数

学
Ⅰ

線
形

代
数

学
Ⅱ

微
分

⽅
程

式
Ⅰ

微
分

⽅
程

式
Ⅱ

熱
統

計
⼒

学
お

よ
び

演
習

微
分

積
分

学
Ⅰ

お
よ

び
演

習
微

分
積

分
学

Ⅱ
お

よ
び

演
習

ベ
ク

ト
ル

解
数

理
統

計
学

物
理

学
基

礎
Ⅰ

物
理

学
基

礎
Ⅱ

分
・

機
分

化
学

⽣
物

化
学

化
学

基
礎

化
学

物
理

基
礎

機
化

学
⼯

業
熱

⼒
学

化
学

物
理

数
学

⽣
物

学
基

礎
論

お
よ

び
演

習
量

⼦
⼒

学
お

よ
び

演
習

情
報

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
機

化
学

基
礎

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

基
礎

シ
ス

テ
ム

⼯
学

基
礎

機
化

学
基

礎
ケ

ミ
カ

ル
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
基

礎
電

磁
気

学
お

よ
び

演
習

化
学

物
理

⼯
学

実
験

Ⅱ
⼯

学
基

礎
実

験
化

学
物

理
⼯

学
実

験
Ⅰ

地
学

地
学

実
験

B

化
学

物
理

⼯
学

概
論

情
報

応
⽤

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
先

端
化

学
物

理
⼯

学
概

論
プ

ロ
セ

ス
制

御
⼯

学
エ

ネ
ル

ギ
ー

プ
ロ

セ
ス

⼯
学

画
像

情
報

⼯
学

プ
ロ

セ
ス

デ
イ

ン
⼯

学
応

度
論

⼯
学

エ
ネ

ル
ギ

ー
⼯

学
散

分
離

⼯
学

計
測

⼯
学

エ
ネ

ル
ギ

ー
シ

ス
テ

ム
⼯

学
体

プ
ロ

セ
ス

⼯
学

電
気

電
⼦

⼯
学

バ
イ

オ
プ

ロ
セ

ス
⼯

学
電

磁
波

⼯
学

応
⼯

学
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
電

気
回

路
理

論
化

学
⼯

学
実

験
⾼

分
⼦

⼯
学

電
⼦

デ
バ

イ
ス

⼯
学

ナ
量

⼦
⼯

学
電

⼦
物

性
⼯

学
物

理
⼯

学
実

験
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
演

習

C

理
系

教
養

科
⽬

化
学

物
理

⼯
学

基
礎

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

理
系

教
養

科
⽬

化
学

物
理

⼯
学

先
端

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

理
系

教
養

科
⽬

研
究

室
体

験
配

属
卒

業
論

⽂
卒

業
論

⽂
理

系
教

養
科

⽬
理

系
教

養
科

⽬
科

学
技

術
者

理
教

養
発

展
科

⽬
教

養
発

展
科

⽬
理

系
教

養
科

⽬

D

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

⼊
⾨

⼈
⽂

・
社

会
科

学
科

⽬
英

語
科

⽬
英

語
科

⽬
科

学
技

術
英

語
⼈

⽂
・

社
会

科
学

科
⽬

英
語

科
⽬

英
語

科
⽬

⼈
⽂

・
社

会
科

学
科

⽬
英

語
科

⽬
産

学
連

携
科

⽬
教

養
発

展
科

⽬
⼈

⽂
・

社
会

科
学

科
⽬

グ
ロ

ー
バ

ル
先

端
科

⽬
M

ul
tid

is
ci

pl
in

ar
y 

Co
ur

se
s

英
語

科
⽬

第
⼆

外
国

語
科

⽬
教

養
発

展
科

⽬
グ

ロ
ー

バ
ル

先
端

科
⽬

農
⼯

協
働

科
⽬

第
⼆

外
国

語
科

⽬
M

ul
tid

is
ci

pl
in

ar
y 

Co
ur

se
s

M
ul

tid
is

ci
pl

in
ar

y 
Co

ur
se

s
農

⼯
協

働
科

⽬
産

学
連

携
科

⽬
ス

ポ
ー

ツ
健

康
科

学
科

⽬
群

ス
ポ

ー
ツ

健
康

科
学

科
⽬

群
産

学
連

携
科

⽬
教

養
発

展
科

⽬
教

養
発

展
科

⽬
教

養
発

展
科

⽬
M

ul
tid

is
ci

pl
in

ar
y 

Co
ur

se
s

英
語

科
⽬

英
語

科
⽬

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
フ
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ディプロマ・ポリシー
観点(A) 化学・物理学の 的学⼒を に、⾃然科学に関する基 的学⼒を⾝につけていること。

観点(B)
エネルギー・ などの地 の 題 、 産業創 の 題などの 問題を解決するために、化学・物理学の 的理解の 化を通 て、 題の

・ 化・最適化を⾏い、 らに基本 理に した要 技術の ・開発をシステムとして実 しうる研究 の学識を⾝につけ、 理・
に基づいた論理的思考と する能⼒を ていること。

観点(C)
向の ら、技術者として社会に対する を⾃ し、 性、 性、社会 び の を 的に考 しながら、対 の本 を理

解し、解決す き⼯学的 題を⾃ し、創造的に解決できる能⼒を⾝につけていること。

観点(D) ⾼度グローバルエンジニアとして 体的に できるよう、国内外で必要となるコミュニケーション能⼒と教養を⾝につけていること。

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

教
養
科
⽬

アカデミックライティング⼊⾨ ◯
⼯学基礎実験 ◯
⼈⽂・社会科学科⽬ ◯
理系教養科⽬ ◯
英語科⽬ ◯
第⼆外国語科⽬ ◯
⽇本語科⽬ ◯
グローバル先端科⽬ ◯
農⼯協働科⽬ ◯
産学連携科⽬ ◯
教養発展科⽬ ◯
Multidisciplinary Courses ◯
スポーツ健康科学科⽬群 ◯

専
⾨
基
礎
科
⽬

線形代数学Ⅰ ◯
微分積分学Ⅰおよび演習 ◯
線形代数学Ⅱ ◯
微分積分学Ⅱおよび演習 ◯
地学 ◯
地学実験 ◯
微分⽅程式Ⅰ ◯
微分⽅程式Ⅱ ◯
ベクトル解 ◯
数理統計学 ◯
物理学基礎Ⅰ ◯
物理学基礎Ⅱ ◯
化学基礎 ◯
化学物理基礎 ◯
⽣物学基礎 ◯
⽣物化学 ◯
化学物理数学 ◯
化学物理⼯学概論 ◯
化学物理⼯学基礎プロジェクト ◯
情報プログラミング ◯

機化学基礎 ◯
機化学基礎 ◯

ケミカルエンジニアリング基礎 ◯
分 ・機 分 化学 ◯

機化学 ◯
論および演習 ◯

⼯業熱⼒学 ◯
エレクトロニクス基礎 ◯
電磁気学および演習 ◯

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

専
⾨
基
礎
科
⽬

量⼦⼒学および演習 ◯
熱統計⼒学および演習 ◯
科学技術英語 ◯
画像情報⼯学 ◯
システム⼯学基礎 ◯

専
⾨
科
⽬

エネルギープロセス⼯学 ◯
エネルギー ⼯学 ◯
エネルギーシステム⼯学 ◯

⼯学 ◯
バイオプロセス⼯学 ◯

計測⼯学 ◯
電気電⼦ ⼯学 ◯

エレクトロニクス ◯
⾼分⼦⼯学 ◯
電⼦物性⼯学 ◯
情報応⽤プログラミング ◯
プロセス制御⼯学 ◯
エンジニアリング 演習 ◯
プロセスデ イン⼯学 ◯
科学技術者 理 ◯
インターンシップ ◯
先端化学物理⼯学概論 ◯
化学物理⼯学先端プロジェクト ◯
化学物理⼯学実験Ⅰ ◯
化学物理⼯学実験Ⅱ ◯
化学物理⼯学特別講義（ ） ◯

応 度論 ◯
散分離⼯学 ◯

体プロセス⼯学 ◯
応⼯学 ◯

化学⼯学実験 ◯
電磁波⼯学 ◯
電気回路理論 ◯
電⼦デバイス⼯学 ◯
ナ 量⼦ ⼯学 ◯
物理⼯学実験 ◯
研究室体験配属 ◯
卒業論⽂ ◯
研究インターンシップ ◯
⼯学部特別講義Ⅰ（ ） ◯
国際科⽬ ◯

本学科の教育理念に照らし、ディプロマ・ポリシーを達成するために、各授業科⽬とディプロマ・ポリシーの各観点が以下のような対応関係を持つカリキュラムを編成する。
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ディプロマ・ポリシー
観点(A) 数学・物理学を に、⼯学系学部の卒業⽣に 応しい⾃然科学および応⽤数学に関する基 的学⼒を⾝につけていること。

観点(B)
機械⼯学 に関する基 的な知識を⾝につけた で、 らに ・機械科学コース 、 ロ ティクス・知能機械デ インコース とよ 専⾨
化 た における学識を習得していること。

観点(C)
情報技術と機械設計に関する 分な理解と実 ⼒を⾝につけていること。 を ⽤し、⼈ が する諸 題について、機械⼯学的な観点 ら
的に観 し、⾃ら計画を て、実験的・数理的なアプローチによ 解 を⾏い、 の を適 に とめら ること。 の 成として、機械⼯学の
先端技術と の基 となる理⼯学に対して たな知 を たらす研究内 を た論⽂を 成できること。

観点(D)
国際社会において様々な分 の⼈々と協 するのに必要な語学⼒と、社会 ⽂化、 理などに関する教養、センスと理解⼒、こ らの 体としてのコ
ミュニケーション能⼒、発信⼒を⾝につけていること。

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

教
養
科
⽬

アカデミックライティング⼊⾨
⼯学基礎実験
⼈⽂・社会科学科⽬
理系教養科⽬
英語科⽬
第⼆外国語科⽬
⽇本語科⽬
グローバル先端科⽬
農⼯協働科⽬
産学連携科⽬
教養発展科⽬
Multidisciplinary Courses
スポーツ健康科学科⽬群

専
⾨
基
礎
科
⽬

線形代数学Ⅰ
微分積分学Ⅰおよび演習
線形代数学Ⅱ
微分積分学Ⅱおよび演習
地学
地学実験
微分⽅程式Ⅰ
微分⽅程式Ⅱ
ベクトル解
関数論
数理統計学
⼒学Ⅰ
⼒学Ⅱ
電磁気学
化学基礎
⽣物学基礎
連 体⼒学
統計 ⼒学系解
量⼦⼒学概論
基礎 ミ
機械システムデ イン
熱⼯学Ⅰ

⼒学Ⅰ
機械⼒学Ⅰ
機械電⼦⼯学Ⅰ

体⼒学Ⅰ
機械 ⼯学Ⅰ
制御⼯学Ⅰ
機械設計Ⅰ
⽣産 ⼯学Ⅰ
伝熱学Ⅰ
⼯学 理
科学技術英語

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

専
⾨
科
⽬

熱⼯学Ⅱ
⼒学Ⅱ

機械⼒学Ⅱ
制御⼯学Ⅱ

体⼒学Ⅱ
制御⼯学

性⼒学
伝熱学Ⅱ
トライ ロジー

造
性⼒学

数 体⼒学および演習
機械 ⼯学Ⅱ
エネルギーシステム⼯学
エネルギー ⼯学

進⼯学
体⼒学

要 および演習
スター ン

機械電⼦⼯学Ⅱ
⼯学

機械設計Ⅱ
⽣産 ⼯学Ⅱ
計測・信号処理⼯学
ロ ット⼯学

⼯学
⽣産システム⼯学
⼈ 科学計測

制御および演習
メカトロニクスおよび演習
機械システム特別講義（ ）
機械
機械システム設計

Ａ 演習
コンピュータプログラミングⅠ
コンピュータプログラミングⅡ
機械システム⼯学実験Ⅰ
機械システム⼯学実験Ⅱ
機械システム⼯学実験Ⅲ
インターンシップ
機械システム特別研究Ⅰ
機械システム特別研究Ⅱ
研究室体験配属
卒業論⽂
研究インターンシップ
⼯学部特別講義Ⅰ（ ）
国際科⽬

本学科の教育理念に照らし、ディプロマ・ポリシーを達成するために、各授業科⽬とディプロマ・ポリシーの各観点が以下のような対応関係を持つカリキュラムを編成する。
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観
点

１
２

Ａ

⼯
学

基
礎

実
験

線
形

代
数

学
Ⅱ

ベ
ク

ト
ル

解
関

数
論

数
理

統
計

学
地

学
基

礎
ミ

微
分

積
分

学
Ⅱ

お
よ

び
演

習
微

分
⽅

程
式

Ⅱ
機

械
シ

ス
テ

ム
⼯

学
実

験
Ⅱ

量
⼦

⼒
学

概
論

地
学

実
験

線
形

代
数

学
Ⅰ

地
学

電
磁

気
学

機
械

シ
ス

テ
ム

⼯
学

実
験

Ⅲ
微

分
積

分
学

Ⅰ
お

よ
び

演
習

化
学

基
礎

地
学

微
分

⽅
程

式
Ⅰ

⽣
物

学
基

礎
地

学
実

験
⼒

学
Ⅰ

機
械

シ
ス

テ
ム

⼯
学

実
験

Ⅰ
⼒

学
Ⅱ

地
学

機
械

シ
ス

テ
ム

デ
イ

ン
地

学
実

験
地

学

B

基
礎

ミ
機

械
⼒

学
Ⅰ

機
械

⼯
学

Ⅰ
伝

熱
学

Ⅰ
⼯

学
理

要
お

よ
び

演
習

科
学

技
術

英
語

機
械

シ
ス

テ
ム

特
別

講
義

機
械

シ
ス

テ
ム

デ
イ

ン
⼒

学
Ⅰ

体
⼒

学
Ⅰ

⽣
産

⼯
学

Ⅰ
統

計
⼒

学
系

解
数

体
⼒

学
お

よ
び

演
習

機
械

シ
ス

テ
ム

特
別

講
義

機
械

熱
⼯

学
Ⅰ

機
械

設
計

Ⅰ
性

⼒
学

性
⼒

学
体

⼒
学

機
械

電
⼦

⼯
学

Ⅰ
制

御
⼯

学
Ⅰ

制
御

⼯
学

Ⅱ
造

機
械

⼯
学

Ⅱ
機

械
シ

ス
テ

ム
特

別
研

究
Ⅰ

機
械

⼒
学

Ⅱ
⼯

学
ト

ラ
イ

ロ
ジ

ー
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

⼯
学

⼒
学

Ⅱ
機

械
電

⼦
⼯

学
Ⅱ

伝
熱

学
Ⅱ

エ
ネ

ル
ギ

ー
⼯

学
熱

⼯
学

Ⅱ
連

体
⼒

学
体

⼒
学

Ⅱ
ス

タ
ー

ン
機

械
シ

ス
テ

ム
⼯

学
実

験
Ⅰ

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

プ
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ディプロマ・ポリシー
観点(A) 数学・物理学を に、⼯学系学部の卒業⽣に 応しい⾃然科学および応⽤数学に関する基 的学⼒を⾝につけていること。

観点(B)
機械⼯学 に関する基 的な知識を⾝につけた で、 らに ・機械科学コース 、 ロ ティクス・知能機械デ インコース とよ 専⾨
化 た における学識を習得していること。

観点(C)
情報技術と機械設計に関する 分な理解と実 ⼒を⾝につけていること。 を ⽤し、⼈ が する諸 題について、機械⼯学的な観点 ら
的に観 し、⾃ら計画を て、実験的・数理的なアプローチによ 解 を⾏い、 の を適 に とめら ること。 の 成として、機械⼯学の
先端技術と の基 となる理⼯学に対して たな知 を たらす研究内 を た論⽂を 成できること。

観点(D)
国際社会において様々な分 の⼈々と協 するのに必要な語学⼒と、社会 ⽂化、 理などに関する教養、センスと理解⼒、こ らの 体としてのコ
ミュニケーション能⼒、発信⼒を⾝につけていること。

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

教
養
科
⽬

アカデミックライティング⼊⾨
⼯学基礎実験
⼈⽂・社会科学科⽬
理系教養科⽬
英語科⽬
第⼆外国語科⽬
⽇本語科⽬
グローバル先端科⽬
農⼯協働科⽬
産学連携科⽬
教養発展科⽬
Multidisciplinary Courses
スポーツ健康科学科⽬群

専
⾨
基
礎
科
⽬

線形代数学Ⅰ
微分積分学Ⅰおよび演習
線形代数学Ⅱ
微分積分学Ⅱおよび演習
地学
地学実験
微分⽅程式Ⅰ
微分⽅程式Ⅱ
ベクトル解
関数論
数理統計学
⼒学Ⅰ
⼒学Ⅱ
電磁気学
化学基礎
⽣物学基礎
連 体⼒学
統計 ⼒学系解
量⼦⼒学概論
基礎 ミ
機械システムデ イン
熱⼯学Ⅰ

⼒学Ⅰ
機械⼒学Ⅰ
機械電⼦⼯学Ⅰ

体⼒学Ⅰ
機械 ⼯学Ⅰ
制御⼯学Ⅰ
機械設計Ⅰ
⽣産 ⼯学Ⅰ
伝熱学Ⅰ
⼯学 理
科学技術英語

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

専
⾨
科
⽬

熱⼯学Ⅱ
⼒学Ⅱ

機械⼒学Ⅱ
制御⼯学Ⅱ

体⼒学Ⅱ
制御⼯学

性⼒学
伝熱学Ⅱ
トライ ロジー

造
性⼒学

数 体⼒学および演習
機械 ⼯学Ⅱ
エネルギーシステム⼯学
エネルギー ⼯学

進⼯学
体⼒学

要 および演習
スター ン

機械電⼦⼯学Ⅱ
⼯学

機械設計Ⅱ
⽣産 ⼯学Ⅱ
計測・信号処理⼯学
ロ ット⼯学

⼯学
⽣産システム⼯学
⼈ 科学計測

制御および演習
メカトロニクスおよび演習
機械システム特別講義（ ）
機械
機械システム設計

Ａ 演習
コンピュータプログラミングⅠ
コンピュータプログラミングⅡ
機械システム⼯学実験Ⅰ
機械システム⼯学実験Ⅱ
機械システム⼯学実験Ⅲ
インターンシップ
機械システム特別研究Ⅰ
機械システム特別研究Ⅱ
研究室体験配属
卒業論⽂
研究インターンシップ
⼯学部特別講義Ⅰ（ ）
国際科⽬

本学科の教育理念に照らし、ディプロマ・ポリシーを達成するために、各授業科⽬とディプロマ・ポリシーの各観点が以下のような対応関係を持つカリキュラムを編成する。

カリキュラム・マップ
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本学科の教育理念に照らし、ディプロマ・ポリシーを達成するために、各授業科⽬とディプロマ・ポリシーの各観点が以下のような対応関係を持つカリキュラムを編成する。

ディプロマ・ポリシー
観点(A) ⼯学者の基礎となる、数学・物理学などの⾃然科学に関する基礎学⼒を習得していること。

観点(B)
①知能情報システム⼯学の専⾨家としての⾼度な情報技術と、数理情報⼯学、電⼦情報⼯学の基礎理論を確実に⾝につけていること。②知能情報シス
テム⼯学の専⾨知識に基づいた論理的思考⼒を⾝につけていること。

観点(C)
①知能情報システム⼯学技術を社会の諸問題に適⽤して解決しようとする姿勢を⾝につけていること。②知能情報システム⼯学の発展に寄与する創造
的な研究開発を⾏う姿勢を⾝につけていること。

観点(D) 国内外で様々な⼈々と協働できる技術者となるために必要なコミュニケーション能⼒と教養を⾝につけていること。

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

教
養
科
⽬

アカデミックライティング⼊⾨ ◯
⼯学基礎実験 ◯
⼈⽂・社会科学科⽬ ◯
理系教養科⽬ ◯
英語科⽬ ◯
第⼆外国語科⽬ ◯
⽇本語科⽬ ◯
グローバル先端科⽬ ◯
農⼯協働科⽬ ◯
産学連携科⽬ ◯
教養発展科⽬ ◯
Multidisciplinary Courses ◯
スポーツ健康科学科⽬群 ◯

専
⾨
基
礎
科
⽬

線形代数学Ⅰ ◯
微分積分学Ⅰおよび演習 ◯
線形代数学Ⅱ ◯
微分積分学Ⅱおよび演習 ◯
地学 ◯
地学実験 ◯
微分⽅程式 ◯
幾何学 ◯
数理統計学 ◯
関数論 ◯
代数学 ◯
物理学基礎 ◯
化学基礎 ◯
⽣物学基礎 ◯
知能情報システム⼯学概論 ◯
プログラミングⅠ ◯
プログラミングⅠ演習 ◯
プログラミングⅡ ◯
プログラミングⅡ演習 ◯
コンピュータ基礎 ◯
基礎電気回路 ◯
論理回路 ◯
基礎回路演習 ◯
情報理論 ◯
線形システム ◯
先進知能情報システム⼯学演習Ⅰ ◯
情報化社会と職業 ◯
社会⾔語情報論 ◯
離散数学 ◯
アルゴリズム序論 ◯
アルゴリズム序論演習 ◯
計算機アーキテクチャ ◯
計算機アーキテクチャ演習 ◯
電磁気学Ⅰ ◯
電磁気学Ⅱ ◯
基礎電⼦回路 ◯
電⼦デバイスⅠ ◯

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

専
⾨
科
⽬

信号処理論 ◯
基礎情報数学 ◯
アルゴリズム論 ◯
ヒューマンインタフェース ◯
パターン認識と機械学習 ◯
画像⼯学 ◯
⼈⼯知能 ◯
VLSI設計 ◯
計測・制御⼯学 ◯
先端数理情報数学 ◯
先端電⼦情報数学 ◯
インターンシップ ◯
論⽂・⽂献講読 ◯
先進知能情報システム⼯学演習Ⅱ ◯
先進知能情報システム⼯学実験Ⅰ ◯
先進知能情報システム⼯学実験Ⅱ ◯
先進知能情報システム⼯学実験Ⅲ ◯
先進知能情報システム⼯学実験Ⅳ ◯
研究室体験配属 ◯
卒業論⽂ ◯
オブジェクト指向プログラミング ◯
オペレーティングシステム ◯
⾔語処理系 ◯
ソフトウェア⼯学 ◯
コンピュータグラフィックス ◯
情報セキュリティ ◯
計算機ネットワーク ◯
データベース ◯
関数プログラミング ◯
数理最適化 ◯
知能情報システム⼯学実験１Ａ ◯
知能情報システム⼯学実験２Ａ ◯
回路理論 ◯
電⼦物性⼯学 ◯
電⼦デバイスⅡ ◯
マイクロプロセッサ ◯
ディジタル電⼦回路 ◯
サステイナブルエネルギー⼯学 ◯
メディア伝送⼯学 ◯
通信⼯学 ◯
量⼦⼒学概論 ◯
電磁波⼯学 ◯
熱統計⼒学 ◯
パワーエレクトロニクス ◯
先端電⼦デバイス ◯
知能情報システム⼯学実験１Ｂ ◯
知能情報システム⼯学実験２Ｂ ◯
研究インターンシップ ◯
⼯学部特別講義Ⅰ（ ） ◯
国際科⽬ ◯

カリキュラム・マップ
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本学科の教育理念に照らし、ディプロマ・ポリシーを達成するために、各授業科⽬とディプロマ・ポリシーの各観点が以下のような対応関係を持つカリキュラムを編成する。

ディプロマ・ポリシー
観点(A) ⼯学者の基礎となる、数学・物理学などの⾃然科学に関する基礎学⼒を習得していること。

観点(B)
①知能情報システム⼯学の専⾨家としての⾼度な情報技術と、数理情報⼯学、電⼦情報⼯学の基礎理論を確実に⾝につけていること。②知能情報シス
テム⼯学の専⾨知識に基づいた論理的思考⼒を⾝につけていること。

観点(C)
①知能情報システム⼯学技術を社会の諸問題に適⽤して解決しようとする姿勢を⾝につけていること。②知能情報システム⼯学の発展に寄与する創造
的な研究開発を⾏う姿勢を⾝につけていること。

観点(D) 国内外で様々な⼈々と協働できる技術者となるために必要なコミュニケーション能⼒と教養を⾝につけていること。

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

教
養
科
⽬

アカデミックライティング⼊⾨ ◯
⼯学基礎実験 ◯
⼈⽂・社会科学科⽬ ◯
理系教養科⽬ ◯
英語科⽬ ◯
第⼆外国語科⽬ ◯
⽇本語科⽬ ◯
グローバル先端科⽬ ◯
農⼯協働科⽬ ◯
産学連携科⽬ ◯
教養発展科⽬ ◯
Multidisciplinary Courses ◯
スポーツ健康科学科⽬群 ◯

専
⾨
基
礎
科
⽬

線形代数学Ⅰ ◯
微分積分学Ⅰおよび演習 ◯
線形代数学Ⅱ ◯
微分積分学Ⅱおよび演習 ◯
地学 ◯
地学実験 ◯
微分⽅程式 ◯
幾何学 ◯
数理統計学 ◯
関数論 ◯
代数学 ◯
物理学基礎 ◯
化学基礎 ◯
⽣物学基礎 ◯
知能情報システム⼯学概論 ◯
プログラミングⅠ ◯
プログラミングⅠ演習 ◯
プログラミングⅡ ◯
プログラミングⅡ演習 ◯
コンピュータ基礎 ◯
基礎電気回路 ◯
論理回路 ◯
基礎回路演習 ◯
情報理論 ◯
線形システム ◯
先進知能情報システム⼯学演習Ⅰ ◯
情報化社会と職業 ◯
社会⾔語情報論 ◯
離散数学 ◯
アルゴリズム序論 ◯
アルゴリズム序論演習 ◯
計算機アーキテクチャ ◯
計算機アーキテクチャ演習 ◯
電磁気学Ⅰ ◯
電磁気学Ⅱ ◯
基礎電⼦回路 ◯
電⼦デバイスⅠ ◯

区
分 授 業 科 ⽬

観 点
A B C D

専
⾨
科
⽬

信号処理論 ◯
基礎情報数学 ◯
アルゴリズム論 ◯
ヒューマンインタフェース ◯
パターン認識と機械学習 ◯
画像⼯学 ◯
⼈⼯知能 ◯
VLSI設計 ◯
計測・制御⼯学 ◯
先端数理情報数学 ◯
先端電⼦情報数学 ◯
インターンシップ ◯
論⽂・⽂献講読 ◯
先進知能情報システム⼯学演習Ⅱ ◯
先進知能情報システム⼯学実験Ⅰ ◯
先進知能情報システム⼯学実験Ⅱ ◯
先進知能情報システム⼯学実験Ⅲ ◯
先進知能情報システム⼯学実験Ⅳ ◯
研究室体験配属 ◯
卒業論⽂ ◯
オブジェクト指向プログラミング ◯
オペレーティングシステム ◯
⾔語処理系 ◯
ソフトウェア⼯学 ◯
コンピュータグラフィックス ◯
情報セキュリティ ◯
計算機ネットワーク ◯
データベース ◯
関数プログラミング ◯
数理最適化 ◯
知能情報システム⼯学実験１Ａ ◯
知能情報システム⼯学実験２Ａ ◯
回路理論 ◯
電⼦物性⼯学 ◯
電⼦デバイスⅡ ◯
マイクロプロセッサ ◯
ディジタル電⼦回路 ◯
サステイナブルエネルギー⼯学 ◯
メディア伝送⼯学 ◯
通信⼯学 ◯
量⼦⼒学概論 ◯
電磁波⼯学 ◯
熱統計⼒学 ◯
パワーエレクトロニクス ◯
先端電⼦デバイス ◯
知能情報システム⼯学実験１Ｂ ◯
知能情報システム⼯学実験２Ｂ ◯
研究インターンシップ ◯
⼯学部特別講義Ⅰ（ ） ◯
国際科⽬ ◯

カリキュラム・マップ
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Ⅰ．授業について

１．基本的事項

（1）学年と学期

　 　学年は、４月１日に始まり翌年３月３１日に終わります。前期は１学期及び２学期、後期は

３学期及び４学期とします。

　　前期は４月１日から９月３０日までとし、後期は１０月１日から翌年３月３１日までとします。

　※学年暦に変更があった場合は、WEB掲示板に変更点を掲示します。

　 　なお、学年暦は毎年更新されます。２０２４年度以降の学年暦は、WEB掲示板および本学ウェ

ブサイトに掲載します。

（2）2023年度学年暦

２０２３　年　度　　前　　期

1
学
期

４
　
月

日 月 火 水 木 金 土 学　部　年　間　予　定
1 1日㈯

1日㈯～ 4日㈫
4日㈫
5日㈬
7日㈮

前期開始
定期健康診断
入学式
新入生オリエンテーション
授業開始

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

5
　
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31 31日㈬ 創立記念日は通常通り授業実施

6
　
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10 17日㈯ 同窓会総会実施予定（府中地区）
11 12 13 14 15 16 17 17日㈯ 日本留学試験前日準備（小金井地区）
18 19 20 21 22 23 24 18日㈰ 日本留学試験（小金井地区）
25 26 27 28 29 30 24日㈯ 学部1年生TOEFL試験日

7
　
月

日 月 火 水 木 金 土
1 17日㈪ 海の日は通常どおり授業実施

2 3 4 5 6 7 8 24日㈪～ １学期調整期間
9 10 11 12 13 14 15 25日㈫
16 17 18 19 20 21 22 28日㈮～ １学期調整期間
23 24 25 26 27 28 29 8月1日㈫
30 31 31日㈪ 水曜日の授業調整日

2
学
期

８
　
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 1日㈫ 木曜日の授業調整日

6 7 8 9 10 11 12 2日㈬～ 夏季休業
13 14 15 16 17 18 19 16日㈬
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

9
　
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16 13日㈬ 秋季修了式
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30 30日㈯ 前期終了
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  土日・祝日   休業期間

  調整期間   土曜開講日及び祝日の授業実施日

２０２３　年　度　　後　　期

3
学
期

10
　
月

日 月 火 水 木 金 土 学　部　年　間　予　定
1 2 3 4 5 6 7 1日㈰ 後期開始
8 9 10 11 12 13 14 4日㈬ 秋季入学式
15 16 17 18 19 20 21 9日㈪ スポーツの日は通常通り授業実施
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

11
　
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 3日㈮ 文化の日は通常通り授業実施

5 6 7 8 9 10 11 10日㈮～ 学園祭（府中キャンパス）
12 13 14 15 16 17 18 12日㈰
19 20 21 22 23 24 25 23日㈭ 勤労感謝の日は通常通り授業実施
26 27 28 29 30

12
　
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 7日㈭ 農学府・農学部は大学院入学2次試験の

3 4 5 6 7 8 9 ため休講
10 11 12 13 14 15 16 9日㈯ 学部2年生TOEFL試験日
17 18 19 20 21 22 23 25日㈪～ 冬季休業
24 25 26 27 28 29 30 1月4日㈭
31

1
　
月

日 月 火 水 木 金 土 12日㈮ 大学入学共通テスト前日準備
1 2 3 4 5 6 13日㈯・14日㈰ 大学入学共通テスト

7 8 9 10 11 12 13 30日㈫～ 3学期調整期間、農学府・農学部のみ
14 15 16 17 18 19 20 2月1日㈭ 木曜日は通常授業
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

2
　
月

日 月 火 水 木 金 土 5日㈪～ 3学期調整期間
1 2 3 6日㈫

4 5 6 7 8 9 10 6日㈫ 金曜日の授業調整日

4
学
期

11 12 13 14 15 16 17 7日㈬ 農学府・農学部のみ木曜日の
18 19 20 21 22 23 24 授業調整日、その他は通常授業
25 26 27 28 29 25日㈰ 前期日程試験

3
　
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9 12日㈫ 後期日程試験
10 11 12 13 14 15 16 26日㈫ 卒業・修了式
17 18 19 20 21 22 23 23日㈯～ 春季休業
24 25 26 27 28 29 30 31日㈰
31 31日㈰ 後期終了、学年終了

  農学府・農学部のみ調整日

  農学府・農学部のみ休業期間

  農学府・農学部のみ授業実施日
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（3）授業

　 は、学期 とに で された に っ われます。た し、 期

の 日 場 に は の 度 します。

　 は、１学期 は 月 以降、３学期 は 月 に します。 し 日

に は、WEB掲示板に します。

　 の変更、 、 な があ 場合は、 の 度 します。

　 の 期と の 期が変更され とがあります。 を

の 、 な点は に 合わ さ 。

（ ）授業

　　 は、年 を のとおりです。

　　　 は、 な の場合を 、 り とします。

（ ） 授業 期 について

　　　 の の に は、学 を し さ 。

（ ）学 学

　学 は学 の を す ので、 の な場合に から 示を られ

とがありますので、 に し さ 。また学 に 示し あ 学 は 学

であり、 の 、 の 、 の に す があります。

（ ） に い について

　 に が があ で な 及び を とす は、 に し

さ 。

（ ）学 と

　　１ 学 には、 のよ な が とし られ ます。

　　　　　　 　 　 　学　

　　　　　　 学

　　　　　　 　 　 　学　

　　　　　　 学 学

　　　　　　 学

　　　　　　 学

　　２ 学 、 学 学 、 学 、 学 では

の れかの の になります。

の れは、学 に し 、 の 合で ます。
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学 合

学
学 １

学 ２

学 学
学 学

学

学
学 １

イ ２

学
学

学

学　　　　　 イ 及び の 期 の 期

学 ３年 後期 ３年 後期

学 学 ２年 １学期 ２年 ３学期 始

学 ２年 １学期 ２年 ３学期 始

学 １年 ３学期 ２年 １学期 始
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24



（ ）学 について

な の に す と、 に す と、 の の は と

し WEB またはGoogle Classroomによっ ますので、毎日 し さ 。 れ

は、 が らなかったり、また の の期 が に合わなかったりす

な 、学 の にな とがな よ にす た です。

に は、 学が した しますので、 し

さ 。

１）WEB

本学ウェブサイトの 学 の から とがで ます。

学 から です。

本学ウェブサイト 　

）

WEB掲示板に掲載す とがで な の に は、

１ に掲示をします。

なお、 の場合は、WEB掲示板に掲示を 始した のお ら をします。

）

び しな のお ら に は、 します。

〈アクセス方法〉

　  本学ホームページ → 学生生活・就職進学 → 学生生活

　　　  → 在学生へのお知らせ → ＷEB掲示板 → 小金井キャンパスのＷEB掲示板
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．授業 と 業

本学 学 を す た には、 学 に の を す があります。 の

に は、学 、 学 、 の し合わ で され ます。 れ

らに は、本学ウェブサイトに掲載され ますので、 し し お さ 。

（1） 基

学では に 、 の を し合 と られた に、 られた

を 度により を っ ます。 毎の の は以 のとおり

となります。

（2）授業

１） 授業

本学 の は 、 、 及び からなっ

ます。

　　

本学の学 に す の です。 新 、 、

、 、 学 からなり

ます。

　　

の とな 及び に に わ の を とした のです。

　　

学 の の を学 で、学 が れ れの の トとし

で よ にな た の を に ます。

　　 合

が で 学 の 学 があ 学 ４年 に し 、 学 学 で さ

れ です。 に し は、 の があります。 は を し

さ 。

　　　なお、 の は、学 の に な には されな ので し さ 。

合

合 には に な

学 を ます。※

　 　 　 　 　

学の

※ 、 の では、 の と、 ら の が となります。

　本学では、 の１ の を とし ますので、 の では

　 の が われます。
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（ ）学 について

な の に す と、 に す と、 の の は と

し WEB またはGoogle Classroomによっ ますので、毎日 し さ 。 れ

は、 が らなかったり、また の の期 が に合わなかったりす

な 、学 の にな とがな よ にす た です。

に は、 学が した しますので、 し

さ 。

１）WEB

本学ウェブサイトの 学 の から とがで ます。

学 から です。

本学ウェブサイト 　

）

WEB掲示板に掲載す とがで な の に は、

１ に掲示をします。

なお、 の場合は、WEB掲示板に掲示を 始した のお ら をします。

）

び しな のお ら に は、 します。

〈アクセス方法〉

　  本学ホームページ → 学生生活・就職進学 → 学生生活

　　　  → 在学生へのお知らせ → ＷEB掲示板 → 小金井キャンパスのＷEB掲示板
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） に 授業

　 の を の から、 、 年 、 、 に

示す場合があります。

は、前期または後期の れかで す です。

年 は、前期から後期にまたがっ １年 で す です。

は、 期 に し または 期に われ です。

は、４年前期から１年 の となります。

（3） 業について

１） 業

の は、 のとおりです。

　　 年 を たす。

　　 に な の の を す 。

　　　※ 年 に は 期 度 があります。 し は の 期 を

し さ 。

） 業 に

　 に す は、 および学 が ますが、 の は学

の で われ のです。以 を し、年度毎に を し、 に

な および に がな か し さ 。

　　　 の および 学 の を す 。

　　　 し し、 を す 。

　　　 、 を に 、 および を す 。

） 業に

　 す た には に 載され が で となります。なお、

以 に 学 によっ 、 および な の がありますので、

の を し さ 。

学

（ ）

小
　
　
　
　
　
計
　
①

学 小
　
　
　
　
　
計
　
②

自
由
選
択
単
位
　
③

合
　
計
（
①

②

③
）

学
基

3 2 2 22 2 10 2 130

3 2 1 23 2 1 130

3 2 1 23 11 130

3 2 1 23 2 3 1 1 130

3 2 1 23 2 1 130

3 2 1 23 2 1 130
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なお、 に で は のとおりとなります。

　　　  の す 学 が した の に な を

した

　　　  の す 学 が した 以 で した

学 学 の 、学 、 度により 学で した

　　　※ に らな ありますので、 を し さ 。

） 期 業

本学には、３年以 の 学期 で で 期 度 があります。

学 にお は、以 の １または ２の を たした学 は、 期

とし の を す とがで ます。

た し、 学 、 学 、 学 、 学 学 、 学前

および 学前 期 は 期 の にはなりま 。

　　　 １ 学

　　　 　 以 を し と。

　　　 　２年 後期 までの 期 ４ す にお が 以 であ と。

　　　 　２年 後期 までの はす であ と。

　　　 ２ 学

　　　 　 の を であ と。

　　　　  学 、 学 、

学

　　　 　 以 を し と。 学期 とに 以

　　　 　２年 後期までの 期 ４ す にお が 以 であ と。

　　　 　２年 後期までの はす であ と。

　 の を たし 期 を す 学 は、 を た を 学 の

に 合わ さ 。

なお、 に は、 を し さ 。

　 期 までの

　　　　　 ３年 ４月 　 期 を

　　　　　 月 　　　　 期 前

　　　　　 月 　　　　 期

　　　　　※ 期 の は、 年 以 は の と です。　
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） に 授業

　 の を の から、 、 年 、 、 に

示す場合があります。

は、前期または後期の れかで す です。

年 は、前期から後期にまたがっ １年 で す です。

は、 期 に し または 期に われ です。

は、４年前期から１年 の となります。

（3） 業について

１） 業

の は、 のとおりです。

　　 年 を たす。

　　 に な の の を す 。

　　　※ 年 に は 期 度 があります。 し は の 期 を

し さ 。

） 業 に

　 に す は、 および学 が ますが、 の は学

の で われ のです。以 を し、年度毎に を し、 に

な および に がな か し さ 。

　　　 の および 学 の を す 。

　　　 し し、 を す 。

　　　 、 を に 、 および を す 。

） 業に

　 す た には に 載され が で となります。なお、

以 に 学 によっ 、 および な の がありますので、

の を し さ 。

学

（ ）

小
　
　
　
　
　
計
　
①

学 小
　
　
　
　
　
計
　
②

自
由
選
択
単
位
　
③

合
　
計
（
①

②

③
）

学
基

3 2 2 22 2 10 2 130

3 2 1 23 2 1 130

3 2 1 23 11 130

3 2 1 23 2 3 1 1 130

3 2 1 23 2 1 130

3 2 1 23 2 1 130
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． 度 度

　本学では、 度および 度を し ます。

　 れらの 度は、 度 の 、 の な により、 し

た の を な によっ に に さ とを とし ます。

度の 本と 度のし を し 、学 のあが をた よ

に が さ 。

（1） 度

とは した の を および し 、

れ れに４ ３ ２ １および０の 点を 、 の 点に を た

の を した の の合 で し した です。

は以 のよ になります。

には、 の の に まれます。 を で

し となった があ 場合は、 の が します。

の 点 は、前期 は後期の終 に の期に われた

に ます。

の は の になりま 。

　　　 学前

　　　 学

　　　 の の に す 、 の

　　　 学

　　　

（2） 度

度とは 学期に で に を 度です。 で

の 合 の は、前期 は後期と  のとおりです。た

し、 １ とし された学 は、 となった期 の の期にはよ

り の の が になります  。

なお、 度により 学した３年 には されま 。

　　　　 学 の場合

　　　　　　前期 は後期あたり まで、 なら まで

の の とな は の とな とします。

た し、 の に掲 は かれます。

　　　 　

　　　 　 年

　　　 　 の の に す 、 の

　　　 　学 のた の に す

 の 点 の
 

 の
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　　　 　 学前 とし を された

　　　 　

　　　 　 に 、 の 学で す

　　　 　 により を された

　　　 　 学により を された

　　　 　

　　 １

　 とは、前期 は後期に を のとおり し、 期の

が ２ のとおりであ です。た し、  学 学により 学した学 、 本学の

とし された 学前 学 が本学 学以前に 学 で した が を

学 には されま 。

　 　

　 および

１ ２

前期 は後期に

の

が前期

は後期に

の

前期 は後期に

を の

以 す

と

期 前期 は後

期 の が

の 以 であ

と

学

学

学

学 学

学

学

　 　 　 　　　

の

は終 学期に

は終 学期に

年 または年度をまたがっ され は終 学期に

は終 学期に

によ

学前

学

の に す 、

の

学
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． 度 度

　本学では、 度および 度を し ます。

　 れらの 度は、 度 の 、 の な により、 し

た の を な によっ に に さ とを とし ます。

度の 本と 度のし を し 、学 のあが をた よ

に が さ 。

（1） 度

とは した の を および し 、

れ れに４ ３ ２ １および０の 点を 、 の 点に を た

の を した の の合 で し した です。

は以 のよ になります。

には、 の の に まれます。 を で

し となった があ 場合は、 の が します。

の 点 は、前期 は後期の終 に の期に われた

に ます。

の は の になりま 。

　　　 学前

　　　 学

　　　 の の に す 、 の

　　　 学

　　　

（2） 度

度とは 学期に で に を 度です。 で

の 合 の は、前期 は後期と  のとおりです。た

し、 １ とし された学 は、 となった期 の の期にはよ

り の の が になります  。

なお、 度により 学した３年 には されま 。

　　　　 学 の場合

　　　　　　前期 は後期あたり まで、 なら まで

の の とな は の とな とします。

た し、 の に掲 は かれます。

　　　 　

　　　 　 年

　　　 　 の の に す 、 の

　　　 　学 のた の に す

 の 点 の
 

 の
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． について

（1） と

とは られた を とで、 から まで

の の れの とを ます。 とは、 学 が に っ 、学

が す を し、か 期 に本 が を っ

を す です。

（2） 期

　　　 期 は の りです。 な期 はWEB掲示板でお ら しますので、

　　 し さ 。

WEB

期
授業

期
期

期

（１ 学期）

年

業

１ 学期

授業 期

期

（ 学期）

※　 の に は、 WEB掲示板でお ら します。
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（3）

は、 の に っ っ さ 。

WEB の に は、 のSPICA 本 学 を し さ

。

また、 年 の後期な 、 の がな 場合 、WEB が になります

SPICA

SPICA

SPICA

SPICA
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． について

（1） と

とは られた を とで、 から まで

の の れの とを ます。 とは、 学 が に っ 、学

が す を し、か 期 に本 が を っ

を す です。

（2） 期

　　　 期 は の りです。 な期 はWEB掲示板でお ら しますので、

　　 し さ 。

WEB

期
授業

期
期

期

（１ 学期）

年

業

１ 学期

授業 期

期

（ 学期）

※　 の に は、 WEB掲示板でお ら します。
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（ ） 学 学 年 について

　　

　　　 前年度 したが 合 となった を 年度 度 す 場合です。

　　　 ３年 学 の場合、 されなかった２年 以 の は、 の と

なりますので し さ 。

　　 学 学

　　　 学 の を す 場合です。 学 で した は、

となります。た し、 により が られな 場合があります。

　　　 学 に 、 は 学 に です。

　　　 の学 は 学 で す は、 学 、 学 にはなりま 。

　　　 に 学期毎にWEB掲示板 を 変更の を す 場合

があ た し さ 。

　　 ２ ４年 に

 の を す 場合です。 で した は、

となります。

　　 年

　　　　 の 年 以 の を とし ではな す 場合です。

　  　 れらの の を す た の が なわれ とがあります。

はWEB掲示 の 示に っ さ 。

（ ） について 事項

　１ は、 が１年 および 期の を 、 に わっ

な です。 、 、 、WEB掲示板および イ の

を 、また に し を た で、 期 に を なっ さ 。

 　 が 、 に 、 れ の があった場合は、 期 に を なっ

さ 。期 の は られま 。また、 されなかった は、 に し

に合 したとし は されま 。

　２ に し、 で を がありますので、 し

さ 。

　３ に２ 以 し す と はで ま 。

　４ に を した に は、 度 す とはで ま 。

　 の 学年 より の学年で され は、 で ま 。 た し、

　　　 、 、 年 には があります。学 の を し さ 。

　 の す 学 以 の学 に、 が され 、 の す 学

を し さ 。
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．

（1） 期

　　　 は、 とし １学期の終わり及び３学期の終わりに れ れ われますが、

によっ は学期の に われ の あります。

（2） 期

期 の 及び の にあたっ は、 な 度で 、 な は わな

と。 の した に し 、 の学 の を す の

は の っ はならな であ た 、 な があったと

られたと は、 とし の が した 点から となり、 とし

の前期 は後期にお 学 の した の が 合 となり、学 によ

り の を とがあります。

　　 期 の

　　 １ 　 す 学 は、 の 示のな り毎 始 前までに の に

す と。

　　 ２ 　 に 示のな り、 された で す と。

　　 ３ 　 に な 以 は、 の 示す 場 に と。

　　 ４ 　 は を っ 、 の にしま と。

　　 　学 は、 に と。

 学 を しな は、 の が にな とがありますので、 す と。

　　 　 は、 の をしな と。

　　 　 は、 の な 場 に な と。

　　 　 は、 を し、 の の とな よ な とはしな と。

　　 ９ 　 始後 以 は、 をしな と。

　　 　 以 した は、 とし す とがで な 。

 た し、 によっ は を す とがありますので、 に

、 示を と。

　　 　 に学 、 学年度、学 、 の 載がな と にな とがあ から、

載の をす と。

　　 　 が終 し、また、終 前に を し終わったと は、 に がな

り、 に す か は に し かに す と。

 の に しな と。

　　 　 の りはしな と。

　　 　 し 以 は しな と。

　　 ト の

　　 １ 　 の のを の WEB に され を は

しな と。

　　 ２ 　 WEB から を す は、かなら を す と。 な

で しな 場合は、 の にあた があ とに す と。
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（ ） 学 学 年 について

　　

　　　 前年度 したが 合 となった を 年度 度 す 場合です。

　　　 ３年 学 の場合、 されなかった２年 以 の は、 の と

なりますので し さ 。

　　 学 学

　　　 学 の を す 場合です。 学 で した は、

となります。た し、 により が られな 場合があります。

　　　 学 に 、 は 学 に です。

　　　 の学 は 学 で す は、 学 、 学 にはなりま 。

　　　 に 学期毎にWEB掲示板 を 変更の を す 場合

があ た し さ 。

　　 ２ ４年 に

 の を す 場合です。 で した は、

となります。

　　 年

　　　　 の 年 以 の を とし ではな す 場合です。

　  　 れらの の を す た の が なわれ とがあります。

はWEB掲示 の 示に っ さ 。

（ ） について 事項

　１ は、 が１年 および 期の を 、 に わっ

な です。 、 、 、WEB掲示板および イ の

を 、また に し を た で、 期 に を なっ さ 。

 　 が 、 に 、 れ の があった場合は、 期 に を なっ

さ 。期 の は られま 。また、 されなかった は、 に し

に合 したとし は されま 。

　２ に し、 で を がありますので、 し

さ 。

　３ に２ 以 し す と はで ま 。

　４ に を した に は、 度 す とはで ま 。

　 の 学年 より の学年で され は、 で ま 。 た し、

　　　 、 、 年 には があります。学 の を し さ 。

　 の す 学 以 の学 に、 が され 、 の す 学

を し さ 。
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　　 ３ 　 の ト の にな 場合があ ので、 な

を示すな の をす と。

（3）

の は、学 のSPICAを われます。

前期の 示は９月 、後期の 示は翌年の３月 です。 な期日は、

WEB掲示板に します。

を し、 を した を し、 学期以降の をた に

にし さ 。

　１

は、 で を します。 は合 です。 合 及

び は となり、 には 示されますが、 には 示されま 。

の は のとおりとなっ ます。

　　　　  点 点　　 を た を 。 

　　　　 　 点 点　　 を し 。

　　　　 　 点 点　　 を し 。

　　　　 　 点 点　　 をおお し

　　　　 　 点   点　　 に し な

　　　　なお、 は、 を 合 点 点で 点以 す た に、 たす

です。 は の に 載され ます。

　※ は には 示されますが、 には 示されま 。

　２ 期

学期 とに の 期 が られます。 期 のお ら はWEB掲示板に

ます。 の に し の な があ 場合は、 に 、 の

により、 まで し さ 。

　３ の

　　　 　合 と された は、 の はで ま 。

　　　 　 学 では１年に１ 月 、 とし に を し ます。

　　 　　点 点 の 示 の 示

合　

点 あり あり

 点 あり あり

 点 あり あり

 点 あり あり

合   点 あり なし

　

を した の
学前

なし あり あり

に した の なし あり あり
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Ⅱ． について

　　 ３ 　 の ト の にな 場合があ ので、 な

を示すな の をす と。

（3）

の は、学 のSPICAを われます。

前期の 示は９月 、後期の 示は翌年の３月 です。 な期日は、

WEB掲示板に します。

を し、 を した を し、 学期以降の をた に

にし さ 。

　１

は、 で を します。 は合 です。 合 及

び は となり、 には 示されますが、 には 示されま 。

の は のとおりとなっ ます。

　　　　  点 点　　 を た を 。 

　　　　 　 点 点　　 を し 。

　　　　 　 点 点　　 を し 。

　　　　 　 点 点　　 をおお し

　　　　 　 点   点　　 に し な

　　　　なお、 は、 を 合 点 点で 点以 す た に、 たす

です。 は の に 載され ます。

　※ は には 示されますが、 には 示されま 。

　２ 期

学期 とに の 期 が られます。 期 のお ら はWEB掲示板に

ます。 の に し の な があ 場合は、 に 、 の

により、 まで し さ 。

　３ の

　　　 　合 と された は、 の はで ま 。

　　　 　 学 では１年に１ 月 、 とし に を し ます。

　　 　　点 点 の 示 の 示

合　

点 あり あり

 点 あり あり

 点 あり あり

 点 あり あり

合   点 あり なし

　

を した の
学前

なし あり あり

に した の なし あり あり
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Ⅱ． について

１．

　 学は、学 の な学 を し、 学 の 学に し 学

、 の 、 、 を た を します。また、 かな

と を し、 を し に で

で かな 度 を します。

　 の を す た に、 にお は、学 の を

を す とにより、 学 学の とな を かす とがで

を します。 まり、 な学 にお のの を す とを 、

の な 、 の な を ま た な 、 と 合

、および に す た の の を ります。

　 のた に では、 の に合わ 学期を し、 と が

す さび と な を し ます。 まり、１年 学 には とな

を、学年を に っ の 、 が られ を し

ます。 の には、 期の を からの が とされ

まれ、 で られた を の と 合わ す とが

で ます。さらに、 には な が され おり、学 の なさ

の に た な が となっ ます。 の の は

を、 の の は の を さ 。

•
•

•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
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• English Exam

Preparation 
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• Paragraph Writing
• English Discussion

• I • II
•

•
• •

•
• Multidisciplinary Courses •
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•
•
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• English Presentation

• English Reading • Academic Reading
• Academic Communication
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•
•
•
•
•

• •
•
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**

*
*

*

* * *
*

*
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• English Exam Preparation Courses II, III

•
•
•

*
*

*

•
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　 の が す と、 れ れの の を示した です。

のなかで に た が に に 、 に た が に

に の が ます。 のよ な 、 、 イ 、 の を

に た か、 な を っ を 、 す とに さ 。

※ の 載のあ は での されます。 学 、 学 を わ す とが です。

授業
学年 学期

業 に

学

と

 

 

 

 

 

 

egra e  E gl s

と

aragra  Wr g

E gl s  s ss o

Essa  Wr g

E gl s  rese a o

E gl s  ea g

E gl s  E am re ara o  Co rse 

E gl s  E am re ara o  Co rse  

E gl s  E am re ara o  Co rse  

a em  ea g

a em  Comm a o

2

と

（ 学

と

）

本

学

（2

と て ）

 

2

と

学

 

er l ral Comm a o  

ers  a  l s o  ro g  a a ese C l re

a a ese e e a  e olog  

er a o al Coo era o  es

 

 

学
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授業

学 学

C

C

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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　 の が す と、 れ れの の を示した です。

のなかで に た が に に 、 に た が に

に の が ます。 のよ な 、 、 イ 、 の を

に た か、 な を っ を 、 す とに さ 。

※ の 載のあ は での されます。 学 、 学 を わ す とが です。

授業
学年 学期

業 に

学

と
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E gl s  E am re ara o  Co rse  

E gl s  E am re ara o  Co rse  

a em  ea g

a em  Comm a o

2

と

（ 学

と

）

本

学

（2

と て ）

 

2

と

学
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学
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　以 に す の が、 れ れの と の を し 、

で す を します。

． について

（1）

の 学とし の の場を す本学を とと に、 の

の とな を ます。さらに、 ら を を

、 を す さを し、 に学 で を に とを とし

ます。新 には、 新 と 新 があります。

．

　　　　 学 のた の

　　　 と  を し、 の を に かり す

を に 、 学 、 学 の とな を ます。

　　　 と  の の で、１ になります。１年 学 を とし１学

期月 日の に学 との で なわれます。１学期４ の月

日 に があり、 で します。

　　　 の 点

　　　　 SPICAで を わな と が されま ので、 っ さ 。

．

　　　　 学

　　　 と  は 学 の と、 れ れの学 の を かした学

の で されます。

　　　　 学

 　 学を り、 学で かに学 かを です。本学は、 と 学 が

さ た な の に た を から 、 学、 学

および の 合 にお な に を し 、 の と

と した 学 の に す とと に、 と の を

の と の に す とを 本 とし ます。本学の と

に す を 、学び の を す と に、 を す

とを とし ます。

　　　　学 の 　 学

 　 を し 、新 な を あ な に な 、 学す Understanding 
Science を とを 終 な とし ます。 にお 学

学の の は 1.75 度 たと の で

１ と です。しかしながら、本 は Scienceは であり、 学は

な 合 と っ ではありま 。 学 では、 の

が、 学 な の の が 合された

になっ おり、 を し Scienceは を学 とを にし ます。

　　　 と の

 　１年 学 を とした の で、２ です。 の は 学

とし 、学 または学 で われます。 の 学 の は変

になりますので し さ 。１学期１ ３ の月 と２ の 学

の の で されます。
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 　 学 は３ から始まります。 学 の の で

イ を しますので し さ 。た し、

学 と 学 は３学期に 学 を します。

 　 始日 の に は、掲示を し さ 。

　　　 の 点

　　　　 イ を な が した場合

は、以後の を ま 。  
　　　　 、 の な によ の場合は、 の を

を ます。 は でお ら します。  
　　　　 は に われますが、 の 点で され わ ではありま

。 でSPICAにより を わな と されま 。 
　　　　 では ト にしたがっ し た ます。

され を らな は、以後の を ま 。

（2）

の を 、 を します。 学 を で

す た の 、 、 の な を し、さらに 、 の

、 な を ます。 は、 学 と、

の２ で されます。

． 学

　　　 と

 　 学 は、 な とし の を 、 な

を し す とので を す かな 学 を す

た 、 わ の学 の な の を します。 な学 の

のの を学びながら、 の を 、 を

し、 、 の 、 な を ます。

　　　　１ 学、 学の に す の の

　　　　２ の をなす の

　　　　３ 学 にとっ は の学 で あ 学、 学の の

の を す た 、 の と の 本 、 学 学の

の から、本学学 が学 に さわし 本 を し、 の13 を

します。

、 、 、 学 、 、 学、

学 学、 学、 学、日本 、 学、 学、 学

　　　 の 点

 　１年 と３年 とがあります。３年 は１ ２年 では

で ま 。 および をよ し を さ 。

．

　　　 と

 　 な を す本学の を す とし 、 学 と との

わり 、 をは とす との 合な 、 学と 学を 合さ た

合 を学びます。 学 を との わりの で し た の 、 、
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　以 に す の が、 れ れの と の を し 、

で す を します。

． について

（1）

の 学とし の の場を す本学を とと に、 の

の とな を ます。さらに、 ら を を

、 を す さを し、 に学 で を に とを とし

ます。新 には、 新 と 新 があります。

．

　　　　 学 のた の

　　　 と  を し、 の を に かり す

を に 、 学 、 学 の とな を ます。

　　　 と  の の で、１ になります。１年 学 を とし１学

期月 日の に学 との で なわれます。１学期４ の月

日 に があり、 で します。

　　　 の 点

　　　　 SPICAで を わな と が されま ので、 っ さ 。

．

　　　　 学

　　　 と  は 学 の と、 れ れの学 の を かした学

の で されます。

　　　　 学

 　 学を り、 学で かに学 かを です。本学は、 と 学 が

さ た な の に た を から 、 学、 学

および の 合 にお な に を し 、 の と

と した 学 の に す とと に、 と の を

の と の に す とを 本 とし ます。本学の と

に す を 、学び の を す と に、 を す

とを とし ます。

　　　　学 の 　 学

 　 を し 、新 な を あ な に な 、 学す Understanding 
Science を とを 終 な とし ます。 にお 学

学の の は 1.75 度 たと の で

１ と です。しかしながら、本 は Scienceは であり、 学は

な 合 と っ ではありま 。 学 では、 の

が、 学 な の の が 合された

になっ おり、 を し Scienceは を学 とを にし ます。

　　　 と の

 　１年 学 を とした の で、２ です。 の は 学

とし 、学 または学 で われます。 の 学 の は変

になりますので し さ 。１学期１ ３ の月 と２ の 学

の の で されます。
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の な を ま た な を とを とし ます。

の が され ます。 学 、 学 の 学 で され 、 れ

かの学 での され がありますので し さ 。 学 、 学 を

わ す とが です。

学 で され 　　 学 、 、 、 
　　

学 での され  、 、 の 学と 、 
 、 と の

学 での され 学

　　　 の 点

学 で され を す は、 に を っ す よ にし

さ 。

　　　 の と の

の 学 と の を合わ た の から、

学 の さ の に っ を で ます。 れ れの は２ で、

以 を す とが です。 の は、 との に っ われま

す。 に が 度に した場合は、 に を とがあ

ります。

（3）

な にお の 本 とし 、 の により られ

な 点に 、 と の 、 びに の を

します。

．

　　　 と

した での に であ イ ブな

を に に とを します。 イ 、

、 の３ の を します。

新 はま とし 、１年１学期に され Integrated Englishで

、 、 、 す の を 合 に 、 後の の を します。

を さ のに な ト を学び、 で よ にします。

イ

とし １年 にParagraph Writing、２年 にEssay Writingを し、

の を で に す 、また した で の を を

に ます。

とし １年 にEnglish Discussion、２年 にEnglish Presentationを し、

で に をはか を すとと に、 な

で とな によ 、 を に

ます。
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とし ２年 にEnglish Readingを し、 学 の 度な を

とと に、 な を に ます。

とし 、１年 １学期にEnglish Exam Preparation Course (EEPC) Iを し

ます。 の では、TOEFL ITP トで の 学で を のに な

点を とを とします。

EEPC II、EEPC III、Academic Reading、Academic Communicationを す と

がで ます。

　　　 と の

は １ であり、 の を た 以 す とが で

す。

らの を り学 に た 、１年１学期、２年３学期の ２ 、 が

TOEFL ITPを します。 日 の に は掲示で します。Paragraph 
Writing、Essay Writing、 びにEnglish Readingは 度 となります。

は掲示板で します。

　　　 に

の で の を した には、EEPC I, II, III以 の は

２ を とし、 で３ を とし 、 れまでに を し な

の を します。 な 、 な し は に 合

わ さ 。 された場合、 の の は、 す により、

の で90点 S または80点 A となります。

 から 学 EEPC I, II, III以 の は２ を とし、 で

３ を 度とし されます。た し、 により、 を す

が なります。

　EEPC I １ 　　　　　　　

　Integrated English １  
　Paragraph Writing １

　English Discussion １

　Essay Writing １

　English Presentation １ 　

　English Reading １

　EEPC II   １

　EEPC III １ 　

され 、 びに の によ

、 の

EEPC I, II









１年







２年





された場合の

S A
EEPC I TOEFL iBT 79点以 78-61点

EEPC II TOEFL iBT 100点以 99-79点
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の な を ま た な を とを とし ます。

の が され ます。 学 、 学 の 学 で され 、 れ

かの学 での され がありますので し さ 。 学 、 学 を

わ す とが です。

学 で され 　　 学 、 、 、 
　　

学 での され  、 、 の 学と 、 
 、 と の

学 での され 学

　　　 の 点

学 で され を す は、 に を っ す よ にし

さ 。

　　　 の と の

の 学 と の を合わ た の から、

学 の さ の に っ を で ます。 れ れの は２ で、

以 を す とが です。 の は、 との に っ われま

す。 に が 度に した場合は、 に を とがあ

ります。

（3）

な にお の 本 とし 、 の により られ

な 点に 、 と の 、 びに の を

します。

．

　　　 と

した での に であ イ ブな

を に に とを します。 イ 、

、 の３ の を します。

新 はま とし 、１年１学期に され Integrated Englishで

、 、 、 す の を 合 に 、 後の の を します。

を さ のに な ト を学び、 で よ にします。

イ

とし １年 にParagraph Writing、２年 にEssay Writingを し、

の を で に す 、また した で の を を

に ます。

とし １年 にEnglish Discussion、２年 にEnglish Presentationを し、

で に をはか を すとと に、 な

で とな によ 、 を に

ます。
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以 の

Integrated English, Paragraph Writing, Essay Writing, English Discussion,
English Presentation, English Reading, EEPC III

　　

　　　 EEPC II, IIIは１ ４年 の れの学年で です。

　　　 は、 年 期の から します。

　　　 の には、 が す な の が です。 の

は、 学 に 合わ さ 。TOEFL iBT、TOEIC L&R+S&Wは 日

より２年以 に し ととします。

　　　 とに に す と です。

　　　 期は４月 と10月 の２ です。 期 は 掲示します。

　　　 学にお で した により が され た場合、

を 新たに本学の を す とは られま 。

．

　　　 と

本学で され 以 の 、 イ 、 、 、 イ を

と びます。 の には であ の を 学 が した

を、 ブ の 点から、 か な を

さ 、 に 学 の を します。また、 学 で した

に 、 とは な を す の に し、 の

場 を し、 か な がで 、か の を で

で の を とし ます。

れ れの に 、 I 、 II 、 のた の の３ で さ

れ ます。

　　　 と の

は １ であり、 学 を たす の学 で の I
および II ２ を す とが です。 のた の を し

た は、 とし に す とがで ます。 学

では、 した のす を とし に で ます。

日１ の は３年 に された であ

た 、１年 は で ま 。

学 に に 、１年 の の

までに、 の の が され、掲示されます。 の を

し、 れに っ 、 をし さ 。

された場合の

S A

Integrated English, 
English Discussion, 
Paragraph Writing,

Essay Writing,
English Presentation,

English Reading, 
EEPC III

TOEFL iBT 95点以 94-72点

1 1

TOEIC L&R + S&W* 1845点以 1840-1560点 

*TOEICの点 は、(L&Rの 点 ) + (S&Wの 点 2.5)の合 点とす
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　　　 の 点

　　　　 １ 40 度で されますので、 本 ながら、 １ が らな 学 が

し で しま ます。 の場合で 、 ながら、 の を す

とはで ま し、 を は ま 。 れで 、 された以 の

を した 場合、２年 以 になれ 、 られますので、２年 以 で

し さ 。

　　　　 の を 、 イ は の で ます。

　　　　 学 は、 とし を す とはで ま 。 の

わりに日本 ２ まで を す とがで ます。

　　　　 の学 が の の を とし す とは、 で ま 。

に しな 、 な のあ 場合は、 を に し

さ 。

　　　　 の な 、 に わ は、４月 にWEB掲

示板に掲示され の に、 に っ さ 。

　　　　　 の に す は、 のGoogle Classroom な が

す に 、 に っ さ 。

に

の で を した には を しますが、 の に

す と。

１  は に し な の に られ た 、 で した

により新たに で が られ 場合 あります。 の を

にし さ 。 し は、 に 合わ さ 。

２  で した により された の は、す 80点 A と

なります。

３ とな は、以 のよ に３ に されます。

の が す

 イ  ３ 以 ３ 、４ ２

  ２ 以 ３ 、３ ４ ２

  ３ 以 ３ 、４ ２

 イ  ３ 以 ３ 、４ ２

CEFR が た の に した

 イ ト ト　 イ

 Gœthe-Zertifikat B1 ２

 Gœthe-Zertifikat B2、 C1 C2 ３

 TestDaf とし の イ ト  TDN3 5 ３

 DELF/DALF
 DELF B1 ２

 DELF B2 DALF C1 C2 ３

 学 ト TCF : B1 ２ 、B2、C1 C2 ３

 とし の イ DELE : DELE B1 　２

 DELE B2、C1 C2 ３

が の で し

 HSK : ３ ２ 、４ ３
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以 の

Integrated English, Paragraph Writing, Essay Writing, English Discussion,
English Presentation, English Reading, EEPC III

　　

　　　 EEPC II, IIIは１ ４年 の れの学年で です。

　　　 は、 年 期の から します。

　　　 の には、 が す な の が です。 の

は、 学 に 合わ さ 。TOEFL iBT、TOEIC L&R+S&Wは 日

より２年以 に し ととします。

　　　 とに に す と です。

　　　 期は４月 と10月 の２ です。 期 は 掲示します。

　　　 学にお で した により が され た場合、

を 新たに本学の を す とは られま 。

．

　　　 と

本学で され 以 の 、 イ 、 、 、 イ を

と びます。 の には であ の を 学 が した

を、 ブ の 点から、 か な を

さ 、 に 学 の を します。また、 学 で した

に 、 とは な を す の に し、 の

場 を し、 か な がで 、か の を で

で の を とし ます。

れ れの に 、 I 、 II 、 のた の の３ で さ

れ ます。

　　　 と の

は １ であり、 学 を たす の学 で の I
および II ２ を す とが です。 のた の を し

た は、 とし に す とがで ます。 学

では、 した のす を とし に で ます。

日１ の は３年 に された であ

た 、１年 は で ま 。

学 に に 、１年 の の

までに、 の の が され、掲示されます。 の を

し、 れに っ 、 をし さ 。

された場合の

S A

Integrated English, 
English Discussion, 
Paragraph Writing,

Essay Writing,
English Presentation,

English Reading, 
EEPC III

TOEFL iBT 95点以 94-72点

1 1

TOEIC L&R + S&W* 1845点以 1840-1560点 

*TOEICの点 は、(L&Rの 点 ) + (S&Wの 点 2.5)の合 点とす
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１年 の１学期に イ を し B の を た後、３学期に で

した に の をした場合

　　　 ３ を りの２ イ のた の イ を

A とし

　　　 ４ を イ １ の を A とし

　　　

　　　 ３ の場合は、 の のた の が となり

ます。

　　　 ２ の場合、 の が となります。

　　　 の が す では、 が さ な ですが、

HSK は、 が な となりますので す と。

　　　 CEFR が た の に した

は、B1、B2、C1、C2の に となります のA1およびA2は本学の

からは します 。

　　　 期は４月 と10月 の２ です。 期 は 掲示します。

． 本

　　　 と

学 が の 日 を に た の

を に とを します。 、 、 、 の４ で

され おり、 れ れ に合わ た 、 、 、 を しま

す。 では、 な日本 を に とを し、

を に学 します。 では、 に 、 り

れます。 では、 に を とと に、 な

の します。

　　　 と の

学 のた の です。 れ れ１ であり、２ まで

の に り とがで ます。 れ以 した場合の は とし

に で ます。

　　　 の 点

　　　 日本 の を す 学 は、 まで し さ 。

　　　 からの 学 が、日本 の を す と は 前に ま

で し さ 。

（ ）

な学びが のよ に 、 の 、 な に び のかを

、 の で 学にお 学び の を す を す です。

で られた な学 の を に さ 、 と

の を し、 な と の な を とで、 と

に な 合 な を す とを します。

の は、 の４ の に され ます。 学、

学、 学によ 学 が す まれます。

46



．

　　　 と

に す によ で の を で学び、 の

に ます。 学の な学びが のよ に に び のかを示す

、また、 を り な に とがで ます。 な

に は、 年度の を し さ 。

．

　　　 と

の 合 に す 、 な 、 を とを とし

ます。３ 学 では、 を し、 学 学

の の な 学 と し に り とが られます。 では、

学と 学の 合を し から、学 の の 、

の を ます。

． 学

　　　 と

と の 、 な からの が とな で され ま

す。 の をとりあ 、 学 または な の の 、

す の 、 を し 、 に な 合 な を

とがで ます。また、 イ を イ のた

の を学 まれます。

学 、 学 の 学 で され 、 れかの学 での され があ

りますので し さ 。 学 、 学 を わ す とが です。

学 で され 　 ト 、

　 のた の 、 イ の

の学 で

　　　　 され 　 *、 、

　 　 の

* 学 度の とで、 学、 学 学、

 学、 学、 学の れかの 学で されます。

． l s l ar  Co rses

　　　 と

学 の によ です。 学 学の学 との

合 まれ、 われ 学 は にわたります。 れ な で

す に と われ で され おり、学 学 の 場で、 を

っ ト または 学 ト を し す とに とを

とし ます。

の には、 学 によ の

で され 学 まれます。 学 I及び II
の トに は URLのweb を さ 。 学 学 、

学、 学の れかの での され 、

を し が われ ありますので し さ 。 学 、 学

、 学、 学を わ す とが です。

　< https://web.tuat.ac.jp/~eagl/global/subject_list.html >
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１年 の１学期に イ を し B の を た後、３学期に で

した に の をした場合

　　　 ３ を りの２ イ のた の イ を

A とし

　　　 ４ を イ １ の を A とし

　　　

　　　 ３ の場合は、 の のた の が となり

ます。

　　　 ２ の場合、 の が となります。

　　　 の が す では、 が さ な ですが、

HSK は、 が な となりますので す と。

　　　 CEFR が た の に した

は、B1、B2、C1、C2の に となります のA1およびA2は本学の

からは します 。

　　　 期は４月 と10月 の２ です。 期 は 掲示します。

． 本

　　　 と

学 が の 日 を に た の

を に とを します。 、 、 、 の４ で

され おり、 れ れ に合わ た 、 、 、 を しま

す。 では、 な日本 を に とを し、

を に学 します。 では、 に 、 り

れます。 では、 に を とと に、 な

の します。

　　　 と の

学 のた の です。 れ れ１ であり、２ まで

の に り とがで ます。 れ以 した場合の は とし

に で ます。

　　　 の 点

　　　 日本 の を す 学 は、 まで し さ 。

　　　 からの 学 が、日本 の を す と は 前に ま

で し さ 。

（ ）

な学びが のよ に 、 の 、 な に び のかを

、 の で 学にお 学び の を す を す です。

で られた な学 の を に さ 、 と

の を し、 な と の な を とで、 と

に な 合 な を す とを します。

の は、 の４ の に され ます。 学、

学、 学によ 学 が す まれます。
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　　　 の と の

の の から、２ 以 を す とが です。

と 合 に は、 １ になります。 学 と

Multidisciplinary Coursesにお は、 と が によっ なりますの

で し さ 。なお、３ 学 に は毎年３ 度 され、

にお の は４ 度になります。

　　　 の の 点

の 、日 、 は年度 とに されます。WEB掲示板な に掲載

され に し 、 を っ さ 。

（ ） 学

　　　 と

学 では、 を で に お 本 およ

び の とし 、 の 、 に す し を学び、 らの

と の を に す とと に、 の に た

を す の を とします。さらに、

の に の 、 の との の を 、

の での の し を学び、 の に す を に

と です。

れらの を す た 、 学 の３ 学 、

学 、 は れ れの を 、 に し

ます。 の し は を し さ 。

　　　 と の

学 を の学 で、 であ 学 の１ が に な

となります。 学 では、 の 学 の１ に

、 学 の れか1 が となり、合 ２ が

に な となります。 学 の す を

した は とし に で ます。 を す

た には とし ２ が です。 の の

に は に が します。

の １ は とし 、 の 、 の

を ます。 す と の 、 を で な 場合があります。

さらに毎年４月に され 学 期 を し さ 。 の学

は、 学 と の を られな とがあります。

　　　 の 点

の に し は、 の とに し さ 。

　　　　 を た で に よ にしまし 。 に な

、 、 のと 、 に な 、 、 で な

のと は、 の を な とがあります。

　　　　 をしたらす に に し さ 。 な は な

ありま 。 し がな と が されな とがあります。

　　　　 の が です。 の と し し さ 。な

お、 に 学の す のはありま 。 に した のを 、

を よ が さ 。

　　　　 は で し、 に わな よ し さ 。更 は

始10 前に 、 終 終 10 後に します。
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の
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の

学生

の

学生

の

学生

の

本

本

本 ス ア

ー

ー ー 　　　

学

学

　　　

ア ン ー

の の ー ン

ン ャ ー ジ ス

ア ア の 法

 

  

      

    

   

学 　　　

学 　　　

ス ー 学

ス ー 学

学

生 ス ー

　 の

　  　 　 の の キャンパス

　  　 　 本 学生
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　　　 の と の

の の から、２ 以 を す とが です。

と 合 に は、 １ になります。 学 と

Multidisciplinary Coursesにお は、 と が によっ なりますの

で し さ 。なお、３ 学 に は毎年３ 度 され、

にお の は４ 度になります。

　　　 の の 点

の 、日 、 は年度 とに されます。WEB掲示板な に掲載

され に し 、 を っ さ 。

（ ） 学

　　　 と

学 では、 を で に お 本 およ

び の とし 、 の 、 に す し を学び、 らの

と の を に す とと に、 の に た

を す の を とします。さらに、

の に の 、 の との の を 、

の での の し を学び、 の に す を に

と です。

れらの を す た 、 学 の３ 学 、

学 、 は れ れの を 、 に し

ます。 の し は を し さ 。

　　　 と の

学 を の学 で、 であ 学 の１ が に な

となります。 学 では、 の 学 の１ に

、 学 の れか1 が となり、合 ２ が

に な となります。 学 の す を

した は とし に で ます。 を す

た には とし ２ が です。 の の

に は に が します。

の １ は とし 、 の 、 の

を ます。 す と の 、 を で な 場合があります。

さらに毎年４月に され 学 期 を し さ 。 の学

は、 学 と の を られな とがあります。

　　　 の 点

の に し は、 の とに し さ 。

　　　　 を た で に よ にしまし 。 に な

、 、 のと 、 に な 、 、 で な

のと は、 の を な とがあります。

　　　　 をしたらす に に し さ 。 な は な

ありま 。 し がな と が されな とがあります。

　　　　 の が です。 の と し し さ 。な

お、 に 学の す のはありま 。 に した のを 、

を よ が さ 。

　　　　 は で し、 に わな よ し さ 。更 は

始10 前に 、 終 終 10 後に します。
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Ⅲ． 学 について





Ⅲ． 学 について

（1）学

の にあ の に た 学 合 であ 学 を 、

な を す とが本学 の です。 の のた に、 学

では から までの した に 学 で ます。

学にお り は であり、また、 の と に変 し

ます。本学 では で変 す に で を に た に、 から

のト まで な を し ます。 に の１年 に さ

れ では、 学、 学、 学、 学、 学の を学び、４年 学 す

た の を ります。１年 から始ま イ サイ では

で学 した に まら 、 れらの の にお 学と し

とされ を学び、 た の を ります。 の とから か

よ に、 は、 な す とが まし です。

２年 後期から 始され は イ サイ と イ

に され、 れ れ で学 した を に、 度な を

に 、 学の の を 学と の 点から す とを とし ます。

に３年 の前期に され 学の 、 、 、 は、 学

が っ の に 、 学とし の は の と、 の に

す な に 点から を 、 学の を す た

の を学 、 あ です。また、 にお は、 、

、 学な 、 学を で な 学以 の に 学 とが

で ます。

は、１ ３年 までに 学 学 学 、 、 、

を します。 れらでは、 な トウェ から の のとり

まで に れ 学びます。 れらの を た に、 の

を学 、 学、 学を し ます。

サイ の では、 と の は で され ます。 のた 、 を

す は の と、 で を す とされ ます。 のよ な

を た によ の な を 、１ の を し

ます。

は、４年 の１年 す とし され おり、また３年 後期から

学 とし に に され、 の な を な

を ます。

１． 学
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（2） 業に

毎の に とな は の のとおりです。 の な

は、 及び学 で し さ 。

（3） 業 基 について

業

１ は に す で、 になります。

２ 期 は以 のとおりです。

　　　　１  の は４年 の１学期 期 に、学 に

す と。

　　　　２  は 年 の１月 日までに に し、 の は 学 で 、

が を す 。

３

　３年 終 までに、 の 業 について 基 に示す な を

し な れ 、 の年度にお を す とがで ま 。

　なお、 の に は、 学 で されます。 イ は学 から

示があります。

業 について 基

　３年 終 までに され の の を し で

を たし と。

科
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目
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※ た し、 、 、 学 の １ が で な

、 の を に とがあ 。

　　 　　　

新

学

学 の 学および

　　学　　 　　 　　

学

　学　 　 　 　学

イ サ イ

合
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（2） 業に

毎の に とな は の のとおりです。 の な

は、 及び学 で し さ 。

（3） 業 基 について

業

１ は に す で、 になります。

２ 期 は以 のとおりです。

　　　　１  の は４年 の１学期 期 に、学 に

す と。

　　　　２  は 年 の１月 日までに に し、 の は 学 で 、

が を す 。

３

　３年 終 までに、 の 業 について 基 に示す な を

し な れ 、 の年度にお を す とがで ま 。

　なお、 の に は、 学 で されます。 イ は学 から

示があります。
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生命工学科　カリキュラムツリー
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 の 　　　　　　　　　　 　 ー ン 学 学 の

 の の キャンパス 　　　　 の の

 本 学生
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学

基

　 　 　 　
単
位
数

　

科
目

学

学 　
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学 　
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学
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生 学
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生 学 　

生 学 ・

学 ・ ・ ・

生 学 ・

生 学 　

生 学 　

生 学 　知

生 学 　

生 学 　

ンス

ンス

 の

 学 学・ ら

 

 学 ら
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学

　 　 　 　
単
位
数

　

科
目

科
目

生 学 の

ら

生 学 の

生 学 　

生 学 パ ア　 ャン

　 　 　・　 　 　 　学 ・ ・

　 　学　・　 　 　 　学 ・

学 ・ 学 　  

学 ・ ・

ク ジー・ 学 ・ ・

生 学 　

生 学 ・ 学 ・

セ ン ン 　

ン ジ ア ン ・金

学

生 学 　　

生 学 　　

科
目

生 学 の

ら

生 学 の

生 パ ア　 ャン

生 　

ス ー ・

ジ ー 井・

セス ンジ ア ン ・

・ 学 ・ ・

　 　 ・ 　 　 　 　 学 　

ー ン ス 　

生 学・ 生 学 ・

ン ク ジ ー 　

ク ス ・

生 　　

生 　　

生 学

生 学

生 学

生 学

生 学

生 学

生 学

生 学

生 学

生 学

生 学

生 学

生 学

生 学

 の

 の

 の ースの

 生 学 生
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学

基

　 　 　 　
単
位
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科
目

学

学 　

学 お 　法

学 　
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生 学
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生 学 　
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学

　　 　　 　　
　　

生
体
機
能
工
学

生
体
機
能
工
学

　 の の 、

の 、 の 、

イ 、 を

の

、 学を す イ イ

な 、 及び で

の の に た 学 を

す た の を ます。

　      

　　　      

　      

　      

　      

　      

　      

　      

　      

　      

　      

　      

　      

 
     

 

応
用
生
物
工
学

応
用
生
物
工
学

　 イ 、 イ

、 の の 、

学 合 及び 、

学の を した の

度な 、 で が す

の 、 の を とに

の を から し、

れを す た の を っ ます。

　　　      

　      

新 　      

　      

　      

　      

　　　      

　      

　      

イ サ

学

イ サ

学

　 学及び 学の と

し ます。
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（1）学

　 学年 では、 学、 学、 学 の 学 学 に し な に 学び

ます。 し 、 の とし にかかわ とし

学 学、 学 学、 学、 、 学 に 、

学 、 学 の 学 に 学びます。

　２、３年 には、 に わ とし ト 、 学、

イ 学、 ト に 学びます。

　さらに、１年 の 学 および２、３年 の 学 では、

の学 にまたが に り とで、 と を に でな

、 な と を に ます。

　３年 後 から、 に し を始 ます。 の な の とで

な 学 の に り ます。

（2） 基

　　３年  、 、 の の の合 が４

以 であ と。なお、３年 に で な 場合で 、３年 の

学 は を ます。

（3） 業に

　 毎の に とな は の のとおりです。 の な

は、 及び学 で し さ 。

． 学
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選
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学

　　 　　 　　
　　

生
体
機
能
工
学

生
体
機
能
工
学

　 の の 、

の 、 の 、

イ 、 を

の

、 学を す イ イ

な 、 及び で

の の に た 学 を

す た の を ます。
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工
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応
用
生
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学の を した の
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の を から し、

れを す た の を っ ます。

　　　      

　      

新 　      

　      

　      

　      

　　　      

　      

　      

イ サ

学

イ サ

学

　 学及び 学の と

し ます。

　      

　      

58



（ ） 業 基 について

業

１ は に す で、 となります。

２ 期 は以 のとおりです。

１  の は４年 の前期 期 に、学

に す と。

２  は 年 の された期日までに に し、 の は学

で 、 が を す 。

３ を

　 の に は、学 で します。 イ は学 から 示があり

ます。

業 について 基

　３年 終 までに、す の を し と。 を 、

が 以 であ と。なお、３年 に 学した学 には し の

を 、 に の 、 。
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（ ） 業 基 について

業

１ は に す で、 となります。

２ 期 は以 のとおりです。

１  の は４年 の前期 期 に、学

に す と。

２  は 年 の された期日までに に し、 の は学

で 、 が を す 。

３ を

　 の に は、学 で します。 イ は学 から 示があり

ます。

業 について 基

　３年 終 までに、す の を し と。 を 、

が 以 であ と。なお、３年 に 学した学 には し の

を 、 に の 、 。
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学
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学 ・

学 ・

生 学 　

　 　 学 　 ・ 　 　 　 学 ・

生 ス ム 学 　　

生 ス ム 学 　　

生 ス ム 学 　　

生 ス ム 学 　　

生 ス ム 学

生 ス ム 学

生 ス ム 学

生 ス ム 学

生 ス ム 学

生 ス ム 学

 の

 お の
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学

　　 　　 　　
　　

生
体

用

工
学

　 学、 学、 ト 、 ト 、

学 を とした 学を し 、 な

に を 、 、 で

す と、および、 に す 新 な

の を ます。すなわ 、 場に

お の を ま た 学の

を す を し 、 を す

の を します。

　 ４     

前 　 ４     

　 新 １     

　 ※  本    

　  本    

　 ４     

　 ４     

　 新      

　 ※  本    

本　 ４     

　      

　  本    

　 ４     

　      

　 ４     

　 ※  本    

※ 学
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生 ス ム 学

生 ス ム 学

 の

 お の
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（1）学

学 では、 を 本 に す を し、 を す よ な

を ます。 学 で した、 学、 、 学を始 とす

から、 学ならびに 学に す の までを さ た のあ

は、学 の 、 、 を に で を し

ます。１ ２年 にお は、 で に され 学、 学、

学 の 学 によっ 、 学 が に され、 学の本 な が

まります。２ ３年 にお は、 学ならびに 学に す の にわた

が され おり、 が ならびに の に なさま まな合 、

、 、 を に します。また、１ ３年 前期の 学

期では、 学 の な のから、より 度な 学

に す な を、 学 で よ され ます。 した で

は、 ら を し とで、 な を す が に ます。

の の学 に 、 学 ト イ 、 を始 と

し 、 れらの 合 まで す サイ を した の

、 、 を学びます。３年 後期から、 新の が された に

され、 学 学 にお の に り ます。 した日 の

を 、 を に た に な 、 、 を に に

、 の 学 学に す で で を します。

　 合 であ は、 学 と に の を す た 、 す

学 が れまでの 学期に学 で した の を であ とを し

ます。

． 学

66



（2） 業に

毎の に とな は の のとおりです。 の な

は、 及び学 で し さ 。

（3） 業 基 について

業

１ は に す で、 となります。

２ 期 は以 のとおりです。

 １  の は４年 の１学期 期 に、学 に

す と。

 ２  は 年 の された期日までに に し、 の は学 で

、 が を す 。

３

　３年 終 までに、 の に の に示す な を

し な れ 、 の年度にお を す とがで ま 。

　なお、 の に は、学 で します。 イ は学 から 示

があります。

業 について 基

　　　１ ３年 終 までに され す の の を し と。

　　　２ に な に で から３年 までに された の を合

以 し、 を 以 、 、

た し 学 学 学 、及びイ を を 以

と。

　　　３ ２ の に たな の 、 を 以 、

、た し 学 学 学 、及びイ を を

以 、 に な に で から３年 までに された

の を合 以 し 場合には、 及び によっ は

を とがあ 。
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l
s

l
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 C
o

rse
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必
修
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目

選
択
科
目
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（1）学

学 では、 を 本 に す を し、 を す よ な

を ます。 学 で した、 学、 、 学を始 とす

から、 学ならびに 学に す の までを さ た のあ

は、学 の 、 、 を に で を し

ます。１ ２年 にお は、 で に され 学、 学、

学 の 学 によっ 、 学 が に され、 学の本 な が

まります。２ ３年 にお は、 学ならびに 学に す の にわた

が され おり、 が ならびに の に なさま まな合 、

、 、 を に します。また、１ ３年 前期の 学

期では、 学 の な のから、より 度な 学

に す な を、 学 で よ され ます。 した で

は、 ら を し とで、 な を す が に ます。

の の学 に 、 学 ト イ 、 を始 と

し 、 れらの 合 まで す サイ を した の

、 、 を学びます。３年 後期から、 新の が された に

され、 学 学 にお の に り ます。 した日 の

を 、 を に た に な 、 、 を に に

、 の 学 学に す で で を します。

　 合 であ は、 学 と に の を す た 、 す

学 が れまでの 学期に学 で した の を であ とを し

ます。

． 学

66



　　　４ ３年 に した学 に は、 の の によっ は の を

しな で、 に の 、 場合があ 。

　　　 ３年 後期に され および 学 は を前

にした であり、 の を 。 れらの は とし ４年 に

のた に され と の にお す のとす 。

 １  ３年 前期までに され の 、 学 、 学 、 学

、 学 を を であ と。

 ２  に な に で から３年 までに された の を合

以 し、 を 以 、

、た し 学 学 学 、及びイ を を 以

と。

 ３ ３年 終 までに を たす があ と。
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　　　４ ３年 に した学 に は、 の の によっ は の を

しな で、 に の 、 場合があ 。

　　　 ３年 後期に され および 学 は を前

にした であり、 の を 。 れらの は とし ４年 に

のた に され と の にお す のとす 。

 １  ３年 前期までに され の 、 学 、 学 、 学

、 学 を を であ と。

 ２  に な に で から３年 までに された の を合

以 し、 を 以 、

、た し 学 学 学 、及びイ を を 以

と。

 ３ ３年 終 までに を たす があ と。
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学

　　 　　 　　
　　

応
用

学

機

学

　 から に の 学

の な を、 、 、 の

とし ます。 から まで 学

学に す を な に

学 で が され おり、

な 学 学の 、 学と

との 合 にお 、 の を

た の を します。また を し 、

を す を に とがで ます。

　

本　 ４       

　 ※  本     

　 ４        

　 １       

　 １      

　 １       

合 　　　        

　 １       

　　　 ４       

　  本     

　 ４        

　 ※ ４        

　 ４        

　        

　 ※        

        

　 １      

前 　 １       

　 ４        

　　 ※ １       

 ４       

　　　 １      

       

　 ４        

※ 　 学

※ 　
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（1）学

に わ した を す た には、 学 学、 学と

の 学 ではな 、 学 及び の の を 合 に し お とが

です。 れらを すれ 、 す を、 の を た 点でと

ら 、 れらの を に し、 を に す とが となります。

学 学 は、 の 学 学、 学、 学、 学に す

を学 し 、 学 学 学を で のが です。

学 １年 に とな 学、 、 学に す を に学び、さらに

ェ ト な を で ます。２年 に とし 、 学 学、 学、

学、 学に わ を学びます。学 ２年 ３学期からは 学 学

と 学 の２ に かれ 、 の学 を に で よ にな

ります。 には学 のおよ が す とになります。 によっ

の はな とから は な ととします。

は 新

の３ の で され ます。 は

、 変 に す 、 新 は、

、 に した新 に わ 、 し

は、新たな イ の に わ を学 とがで ます。また、

には を に で を す た の し あります。

のよ に 学 学 の は、 の 、 学 の 合

の に に で 、か な を で となっ

ます。

． 学 学
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（2） 業に

毎の に とな は の のとおりです。 の な

は、 及び学 で し さ 。

（3） について

２年 ３学期より、 学 学 と 学 に学 の の

合で かれます。 によっ に な が なります。 の

を した場合は とし に な に されます。なお、 に

よっ の に は ま ので、 は ま 。

の に は イ で します。

（ ） 業 基 について

業

１ は に す で、 になります。

２ 期 は以 のとおりです。

 １  の は４年 の 学期 期 に、学 に

し さ 。

 ２  は 年 の２月 日に は の までに に し、

の は学 で 、 が 終 に を します。

３

　３年 終 までに、 の に の に な を し

な れ 、 の年度にお を す とがで ま 。

　また、３年 の の は の のた の なので、

年度に を で な とが し 場合は す とがで ま 。

　なお、 の に は学 で されます。 イ は学 から 示

があります。
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（1）学

に わ した を す た には、 学 学、 学と

の 学 ではな 、 学 及び の の を 合 に し お とが

です。 れらを すれ 、 す を、 の を た 点でと

ら 、 れらの を に し、 を に す とが となります。

学 学 は、 の 学 学、 学、 学、 学に す

を学 し 、 学 学 学を で のが です。

学 １年 に とな 学、 、 学に す を に学び、さらに

ェ ト な を で ます。２年 に とし 、 学 学、 学、

学、 学に わ を学びます。学 ２年 ３学期からは 学 学

と 学 の２ に かれ 、 の学 を に で よ にな

ります。 には学 のおよ が す とになります。 によっ

の はな とから は な ととします。

は 新

の３ の で され ます。 は

、 変 に す 、 新 は、

、 に した新 に わ 、 し

は、新たな イ の に わ を学 とがで ます。また、

には を に で を す た の し あります。

のよ に 学 学 の は、 の 、 学 の 合

の に に で 、か な を で となっ

ます。

． 学 学
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業 について 基

　　　１  ４年 に され を 、す の の を し な れ

なりま 。

　　　２  を た に な の が

以 であ とが です。

　　　３  で３年 に 学した学 には し の を しな で、

に の 、 ます。
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化学物理工学科　カリキュラムツリー
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業 について 基

　　　１  ４年 に され を 、す の の を し な れ

なりま 。

　　　２  を た に な の が

以 であ とが です。

　　　３  で３年 に 学した学 には し の を しな で、

に の 、 ます。
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学 学

　　 　　 　　
　　

学
工
学

物

工
学

　 に わ した を

す た に、 学 学、 学を 合

に し す た の と を ま

す。 れらを すれ 、 す を、

の を た 点でとら 、

れらの を に し、 を に

す とが となります。 学 学

では に、 学、

学、 学、 学 学 な の を

、新し を な により

かに り すかの 学 学に 、 と

を ます。 学 では に、

学、 、 イ 学、

学、 学 な の

を 、新し イ を か

に り すかの 学に 、 と

を ます。さらに、 が し合

、 、新 、 の

に った と を とで、

合 な に で を学 は に ま

す。 では によ の

を 、 な に 点

から と を ます。

　　 ※  本     

　 ※  本     

　 ※  本     

　 ４      

　 ４      

　 ４      

　 ※  本     

　 ４      

　　　 ４      

　  新 １      

　 ※ １      

　  本     

　 ４      

　 １      

　 ※ ４      

　　　 ４      

　 ４      

　 ４      

　 ４      

　 ４      

　       

　 ４      

　       

　 ４      

ウ ト
 本     

　       

サ ト
新 １      

※　 学
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（1）学

では、 学が わ は にわたり、か れらが 度 し

ます。 で、 で とされ を し、か の 、学 に に

られ よ に、 学の を ウェ な 合 の と ト

ウェ な 合 の の２ に し、 れ れを 学

イ とし 以 に を ます。

１） について

された は 年 学期から 始します。したがっ 、２年 ２学期

までは に に 、２年 ３学期以降は らかの

に し、 の に とになります の ではな

に され の は とし に な に

されます 。

れ れの の は学 の です。 の イ は

年 学期に われ、 は２年 ３学期 始 となります。

） 基

の の は に な を た の です。

学 の学 とし を す た の 学 学

学 に 、 れらを とし 度な な り と

が とな よ に された 学 を ます。

の に まれ と の は２年 １学期までに されます。 の を

な り た に 、 に す とを期 します。

）学

１年 では とし な を に とし 、 および

が されます。

２年 １学期より、 を し とな を す とを とし

が され、２年 ３学期からは 学

イ に された学 を します。

の 以 に、 とし な を 、 を す とを

とし 学 、 、 、

な が されます。

なお、３年 には 、 し 、学 の とし 、４年 に

が されます。 れ 、 学 が られた に 、 で を 、

を 、 を です。

． 学

82



（2） 業に

毎の に とな は の のとおりです。 の な

は、 及び学 で し さ 。

（3） 業 基 について

業

１ は に す で、 になります。

２ 期 は以 のとおりです。

　 の は４年 の１学期 期 に、学 に

す と。

　 は 年 の された期日までに の を 学 に し、

の は 学 で 、 が を す 。

３

　３年 終 までに、 の に の に示す な を

し な れ 、 の年度にお を す とがで ま 。

　なお、 の に は、 学 で されます。 イ は 学 から

示があります。

業 について 基

　　　１ ４年 に され を 、す の の を し と。

　　　２  に す の に す 及び の と

に す を 以 を し と。

　　　３  で３年 に 学した学 には し の を しな で、

に の 、 。
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（1）学

では、 学が わ は にわたり、か れらが 度 し

ます。 で、 で とされ を し、か の 、学 に に

られ よ に、 学の を ウェ な 合 の と ト

ウェ な 合 の の２ に し、 れ れを 学

イ とし 以 に を ます。

１） について

された は 年 学期から 始します。したがっ 、２年 ２学期

までは に に 、２年 ３学期以降は らかの

に し、 の に とになります の ではな

に され の は とし に な に

されます 。

れ れの の は学 の です。 の イ は

年 学期に われ、 は２年 ３学期 始 となります。

） 基

の の は に な を た の です。

学 の学 とし を す た の 学 学

学 に 、 れらを とし 度な な り と

が とな よ に された 学 を ます。

の に まれ と の は２年 １学期までに されます。 の を

な り た に 、 に す とを期 します。

）学

１年 では とし な を に とし 、 および

が されます。

２年 １学期より、 を し とな を す とを とし

が され、２年 ３学期からは 学

イ に された学 を します。

の 以 に、 とし な を 、 を す とを

とし 学 、 、 、

な が されます。

なお、３年 には 、 し 、学 の とし 、４年 に

が されます。 れ 、 学 が られた に 、 で を 、

を 、 を です。

． 学
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ス ム 学
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学

　　 　　 　　
　　

機

学

　 学に わ を

す た に な と を ま

す。 には の の 度 、

の 変 の

学、 の 度の 、 ト

な の に す

、 の 、

な に す を し、 と を

ます。

　 ９      

　　　       

　       

　       

　       

　       

　       

　       

　       

　　　 ９      

　　　 ９      

本　　　 ９      

　  本     

　 ９      

　       

　       

　       

　       

能
機

　 ト に わ を

す た に な と を ま

す。 には ト、 ト 、

、 イ な に わ

の 、 の

、 れらの とな

、 、

の 、 の 度 な

に す を し、 と を

ます。

　 ９      

　 　 　       

本 　 ９      

　 ９      

　 ９      

前 　       

 ※       

　　　 ９      

サ ト ９      

　 ※       

　       

　       

　　　       

　　　       

      

※　 学
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（1）学

学 では、 と の な の ならびに

の の とな 度 の に な を ます。

学が とす 学 は 、か の IT は に 変

し ますが、１年 の では、ITの とし に な

学、 な に 学びます。２年 からは、 、 、

、 学な 、 学 の を学びます。また、

学 の で、 とし の イ を イ す

た に の 学 、 学 を とで、

に を で よ にし ます。 学 では、

学、 学、 な に 学び、 と の な

を す た の を します。 学 では、 学、

学、 学な に 学び、 の を とな 度

を り すた の を します。 の とし

であり、か には によ を ま 。４年 には、 で

の の の 、３年 までに学 した を し を します。

また、 学に す を さ ながら、 に を １. 学
 Study 、２. Analysis 、３.  Innovative Design 、４. 
 Logical Presentation を た のSAIL 学

を し、 度に た 期 の を します。

（2）

　１ の れは、学 に し の 合で ます。

　　　 学 AS
　　　 学 AE
　２ の は の りです。

　　 を し た ます。

　　 は、 を とに します。

た し、 、あ は、 の れ を した、な の場合、学 で

し 、 を します。

　３ および の 期は のとおりです。 はす 掲示を し ます

ので、 に す 年 の学 は し さ 。

． 学

の 期 の 期

１年 ３学期 ２年 １学期 始
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機

学

　 学に わ を

す た に な と を ま

す。 には の の 度 、

の 変 の

学、 の 度の 、 ト

な の に す

、 の 、

な に す を し、 と を

ます。

　 ９      

　　　       

　       

　       

　       

　       

　       

　       

　       

　　　 ９      

　　　 ９      

本　　　 ９      

　  本     

　 ９      

　       

　       

　       

　       

能
機

　 ト に わ を

す た に な と を ま

す。 には ト、 ト 、

、 イ な に わ

の 、 の

、 れらの とな

、 、

の 、 の 度 な

に す を し、 と を

ます。

　 ９      

　 　 　       

本 　 ９      

　 ９      

　 ９      

前 　       

 ※       

　　　 ９      

サ ト ９      

　 ※       

　       

　       

　　　       

　　　       

      

※　 学
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（3） 基

学 では、３年 に を ます。

３年 １、２年 に され 学 の

の の合 が４ 以 であ と。

なお、３年 に で な 年 には３年 の を の を

ます。

（ ） 業に

毎の に とな は の のとおりです。 の な

は、 及び学 で し さ 。

（ ） 業 基 について

業

１ は に す で、 学 をす

　　 しな 場合、 になります。

２ 期 は以 のとおりです。

 １  の は４年 の前期 期 に、学 に

す と。

 ２  は 年 の学 の 日までに に し、 の は学 で

、 が を す 。

３

　３年 終 までに、 の に の に示す な を

し な れ 、 の年度にお を す とがで ま 。

　なお、 の に は、学 で します。 イ は学 から 示

があります。

科
目
群

・
科
目
分
類
等

小
　
　
　
　
計
①

小
　
　
　
　
計
③

自
由
選
択
単
位
④

合
計

（
①

②

③

④
）

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科
目
群

小
　
　
　
　
計
②

新
入
生
科
目
Ⅰ

新
入
生
科
目
Ⅱ

（
工
学
基
礎
実
験
）

人
文

社
会
科
学
科
目

理
系
教
養
科
目

英
語
科
目

第
二
外
国
語
科
目

グ
ロ
ー
バ
ル
先
端
科
目

農
工
協
働
科
目

産
学
連
携
科
目

教
養
発
展
科
目

l
s

l
ar

 C
o

rse
s

必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

選
択
科
目

必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

選
択
科
目
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業 について 基

　　　１  ４年 に され を 、 の が４ 以 であ

と。た し、１ ３年 に され は を しな れ ならな 。

　　　２  を た に な の が

以 であ と。

　　　３  ３年 学した学 は し の を しな で、 に の 、

。

　　　なお、 の を たさな 学 は、 の を で な 。
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（3） 基

学 では、３年 に を ます。

３年 １、２年 に され 学 の

の の合 が４ 以 であ と。

なお、３年 に で な 年 には３年 の を の を

ます。

（ ） 業に

毎の に とな は の のとおりです。 の な

は、 及び学 で し さ 。

（ ） 業 基 について

業

１ は に す で、 学 をす

　　 しな 場合、 になります。

２ 期 は以 のとおりです。

 １  の は４年 の前期 期 に、学 に

す と。

 ２  は 年 の学 の 日までに に し、 の は学 で

、 が を す 。

３

　３年 終 までに、 の に の に示す な を

し な れ 、 の年度にお を す とがで ま 。

　なお、 の に は、学 で します。 イ は学 から 示

があります。
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英
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④学期

③学期

①学期

②学期

④学期

③学期

①学期

②学期

④学期

③学期

①学期

②学期

④学期

③学期

①学期

②学期

３

年

２

年

１

年

４

年
卒業論文

論文・文献講読

教養教育
科目 専門基礎科目／専門科目

早期卒業

SAILプログラム
科目

物理学基礎

微分積分学I
および演習

線形代数学I

微分積分学II
および演習

線形代数学II

知能情報システム
工学概論

微分方程式

幾何学

論理回路

プログラミングI

プログラミングI
演習

プログラミングII

基礎電気回路

基礎回路演習

プログラミングII
演習

コンピュータ
基礎

化学基礎

生物学基礎

離散数学

アルゴリズム
序論演習

アルゴリズム
序論

数理統計学

関数論

線形システム

電磁気学I

回路理論

電子物性工学

知能情報システム
工学実験１A

オブジェクト指向
プログラミング

計算機アーキ
テクチャ演習

計算機アーキ
テクチャ

基礎情報数学

代数学

アルゴリズム論

情報理論

信号処理論
情報化社会と

職業

社会言語情報論

電磁気学II

基礎電子回路

電子デバイスI

知能情報システム
工学実験１B

マイクロ
プロセッサ

言語処理系

オペレーティング
システム

コンピュータ
グラフィックス

ソフトウェア
工学

情報
セキュリティ

人工知能

パターン認識と
機械学習

画像工学

ヒューマン
インタフェース

知能情報システム
工学実験２A

通信工学

メディア
伝送工学

電子デバイスIIサステイナブル
エネルギー工学

ディジタル
電子回路

知能情報システム
工学実験２B

計測・制御工学

VLSI設計

研究室体験配属

関数
プログラミング

計算機
ネットワーク 数理最適化

データベース

量子力学概論

パワーエレクトロ
ニクス

先端電子
デバイス

熱統計力学

知能情報システム工学科 カリキュラムツリー

自然科学 電子デバイス 計測・制御

数学 計算機システム 数理知能

通信・信号処理 実験・演習

情報メディア

回路

プログラミング その他

数理情報工学コース科目 電子情報工学コース科目

コース共通科目

工学部
共通

専門科目

地学

地学実験

インターンシップ

グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
科
目
群

グ
ロ
ー
バ
ル
言
語
文
化
科
目
群

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
科
目
群

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科
目

新
入
生
科
目

共
通
科
目
・
国
際
科
目

先進知能情報システム
工学実験I

先進知能情報システム
工学演習I

先進知能情報システム
工学実験II

先進知能情報システム
工学実験III

先進知能情報システム
工学演習II

先進知能情報システム
工学実験IV

先端数理情報数学 先端電子情報数学

電磁波工学
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④学期

③学期

①学期

②学期

④学期

③学期

①学期

②学期

④学期

③学期

①学期

②学期

④学期

③学期

①学期

②学期

３

年

２

年

１

年

４

年
卒業論文

論文・文献講読

教養教育
科目 専門基礎科目／専門科目

早期卒業

SAILプログラム
科目

物理学基礎

微分積分学I
および演習

線形代数学I

微分積分学II
および演習

線形代数学II

知能情報システム
工学概論

微分方程式

幾何学

論理回路

プログラミングI

プログラミングI
演習

プログラミングII

基礎電気回路

基礎回路演習

プログラミングII
演習

コンピュータ
基礎

化学基礎

生物学基礎

離散数学

アルゴリズム
序論演習

アルゴリズム
序論

数理統計学

関数論

線形システム

電磁気学I

回路理論

電子物性工学

知能情報システム
工学実験１A

オブジェクト指向
プログラミング

計算機アーキ
テクチャ演習

計算機アーキ
テクチャ

基礎情報数学

代数学

アルゴリズム論

情報理論

信号処理論
情報化社会と
職業

社会言語情報論

電磁気学II

基礎電子回路

電子デバイスI

知能情報システム
工学実験１B

マイクロ
プロセッサ

言語処理系

オペレーティング
システム

コンピュータ
グラフィックス

ソフトウェア
工学

情報
セキュリティ

人工知能

パターン認識と
機械学習

画像工学

ヒューマン
インタフェース

知能情報システム
工学実験２A

通信工学

メディア
伝送工学

電磁波工学 電子デバイスII

電磁波工学

ディジタル
電子回路

知能情報システム
工学実験２B

計測・制御工学

VLSI設計

研究室体験配属

関数
プログラミング

計算機
ネットワーク 数理最適化

データベース

量子力学概論

パワーエレクトロ
ニクス

先端電子
デバイス

熱統計力学

知能情報システム工学科 カリキュラムツリー

自然科学 電子デバイス 計測・制御

数学 計算機システム 数理知能

通信・信号処理 実験・演習

情報メディア

回路

プログラミング その他

数理情報工学コース科目 電子情報工学コース科目

コース共通科目

工学部
共通
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地学

地学実験
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グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
科
目
群

グ
ロ
ー
バ
ル
言
語
文
化
科
目
群

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
科
目
群

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科
目

新
入
生
科
目

共
通
科
目
・
国
際
科
目

先進知能情報システム
工学実験I

先進知能情報システム
工学演習I

先進知能情報システム
工学実験II

先進知能情報システム
工学実験III

先進知能情報システム
工学演習II

先進知能情報システム
工学実験IV

先端数理情報数学 先端電子情報数学
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学

基

　 　 　 　
単
位
数

　

科
目

学

学 生・

学 お 生・

学 生・

学 お 生・

学
学 　

学 　

科
目

学

方 ・

学 　

学 　

　

学 　 生

学 学 　

学 学 　

生 学 生 学 　

知
ス ム

学

知 ス ム 学

の

ら

ン ・ 井・

ン ・ ・

ン ・

ン ・ ・ ・

ン ー ・

　

・

・

・

ス ム 　

進知 ス ム 学

職 　

・

学

学 　

ア ム 　

ア ム 　

ア ー キ ク ャ 　

アーキ ク ャ 　

学

学 　

学 　

　

ス 　

の

の 学 ース

の 学 ース
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学

学

　 　 　 　
単
位
数

　

科
目

　

の ら

の ら
の

ら

学 　

ア ム 金 　

ー ン ン ー ス 　

パ ー ン 学 　

学 ・

知 　

　

　 　 ・ 　 　 　 　 学 　

ク セ 　

ス ー 学 　

学 　

学

ジ ク ン 　

ペ ー ン ス ム ・

金 ・ 井

ア 学 　

ン ー ク ス 　

セ キ 　

ー ク 井・

ー ー ス ・

ン ー

　

知 ス ム 学 ー の ・ ・ 本

知 ス ム 学 　

知 ス ム 学  　

知 ス ム 学  　

知 ス ム 学  　

知 ス ム 学  　

知 ス ム 学  　

知 ス ム 学  　

ン ー ン

・

進知 ス ム 学

進知 ス ム 学

進知 ス ム 学

進知 ス ム 学

進知 ス ム 学

知 ス ム 学

知 ス ム 学

 の

 の
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学

基

　 　 　 　
単
位
数

　

科
目

学

学 生・

学 お 生・

学 生・

学 お 生・

学
学 　

学 　

科
目

学

方 ・

学 　

学 　

　

学 　 生

学 学 　

学 学 　

生 学 生 学 　

知
ス ム

学

知 ス ム 学

の

ら

ン ・ 井・

ン ・ ・

ン ・

ン ・ ・ ・

ン ー ・

　

・

・

・

ス ム 　

進知 ス ム 学

職 　

・

学

学 　

ア ム 　

ア ム 　

ア ー キ ク ャ 　

アーキ ク ャ 　

学

学 　

学 　

　

ス 　

の

の 学 ース

の 学 ース
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学

学

　 　 　 　
単
位
数

　

科
目

　

の ら

の ら

の ら

学 　

ア ム 金 　

ー ン ン ー ス 　

パ ー ン 学 　

学 ・

知 　

　

　 　 ・ 　 　 　 　 学 　

ク セ 　

ス ー 学 　

学 　

学

　

学 　

ス 　

ジ 　

ア 学 　

学 　

学 　

学 　

パ ー ク ク ス 　

ス ・

知 ス ム 学 ー の ・ ・ 本

知 ス ム 学 　

知 ス ム 学  　

知 ス ム 学  　

知 ス ム 学  　

知 ス ム 学  　

知 ス ム 学  　

知 ス ム 学  　

ン ー ン

・

進知 ス ム 学

進知 ス ム 学

進知 ス ム 学

進知 ス ム 学

進知 ス ム 学

知 ス ム 学 B

知 ス ム 学 B

 の

 の
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学
　　 　　 　　

工
学

工
学

　 学 では、 学、

、 、 、

、 ト 、 トウェ

学、 、 イ

ェ 、 、

な に 学び、 と の な

を す た の を します。

学 では、 学、 、

イ 、 、 、 学、

イ サ、 、サ イ

ブ 学、 学、 学、

学 、 学、 学、

ト 、 イ な に 学び、

の を とな 度

を り すた の を します。

　 では、 とは な 、

の に り ます。 す は、

学、 学、 学、

学、 学、

学、 ト 学、 学、

学、 学、

学、 、 学、 ト

、 変 学、

学、 学、 学、

学、 学、 学、

学、 学な です。

　       

　       

　       

　       

　       

　       

　      

　       

　 ※       

　       

　  本     

　       

　       

　      

　       

　       

　　　       

　       

　 新       

　　　       

　       

　    ３  

　　　       

　      

　　　       

　       

　    ４  

　 ※   ３  

　       

　       

　       

　       

　    ２  

　       

　       

　　　       

※　 学

97

学

学

　 　 　 　
単
位
数

　

科
目

　

の ら

の ら

の ら

学 　

ア ム 金 　

ー ン ン ー ス 　

パ ー ン 学 　

学 ・

知 　

　

　 　 ・ 　 　 　 　 学 　

ク セ 　

ス ー 学 　

学 　

学

　

学 　

ス 　

ジ 　

ア 学 　

学 　

学 　

学 　

パ ー ク ク ス 　

ス ・

知 ス ム 学 ー の ・ ・ 本

知 ス ム 学 　

知 ス ム 学  　

知 ス ム 学  　

知 ス ム 学  　

知 ス ム 学  　

知 ス ム 学  　

知 ス ム 学  　

ン ー ン

・

進知 ス ム 学

進知 ス ム 学

進知 ス ム 学

進知 ス ム 学

進知 ス ム 学

知 ス ム 学 B

知 ス ム 学 B

 の

 の
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． 学

　 　 　 　
単
位
数

　

科
目

科
目

ン ーン

学 学

学 　　　　　

学 　　　　　

 学 ・
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　 学 学 と学 が し を た に、 と られ 場合、

が で 学 学 の 学 のあ 学 ４年 に し 、 学 学 で さ

れ の を 、 学後に を す 度です。

１．

　学 が す 学 学 を と す 。

．

１ ３年 ４学期までの が であ と。

本学 学 学 学 であ と。

． 年

　４年 とす 。

．

　４ とす 。

　 した は、学 後、 学 学 学した場合、 学 学 に

お され、 に とがで 。

※学 の には まれま 。

．

　 の を たし おり、学 および の が られた場合に

り、 の期日 前期および後期の 期 までに、 によ

り、 を っ さ 。

．

度から されます。

の に合 した場合、 学 学後、 の は られま 。

３年 学 に されます。

． （ ）

99

． 学

　 　 　 　
単
位
数

　

科
目

科
目

ン ーン

学 学

学 　　　　　

学 　　　　　

 学 ・
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Ⅳ． 度について





Ⅳ． 度について

度
　本学は、 学 学 学 学 学 以 本

学を 、 学 と 学 学 学

および 学 学と の と の を とを とし を

し ます。

　 の 度は、本学 学 に にお した に した を、本学に

お した とし す のです。

　 の 度により本学から 学 り す学 を 学 、本学が 学から れ 学

を 学 と ます。

１． 学 学 基 学 学

学 学

１ １．

　 学 学および 学

に本学に 学す ２年 以 の学 学 。

　 学および 学 学

に本学に 学す ２年 および３年 の学 学 。

１ ．

イ 学の の

　 に し 、１月 にGoogle Classroomに イ を しますの

で、 し さ 。なお、 度 学 を した学 であっ 、 年度に

の を す 場合は、 の年度毎に が変わ

がありますので、 の場合 イ に す よ にし さ 。

　 イ の日 は１月 にWEB掲示板に お ら します。

　なお、 学にお 前期および 年 はGoogle Classroomに掲載します。また、

後期 は、 月 掲載します。

の

学 学および 学

　本学から れ 学までの 学 を の 、 のな を よ に

し さ 。

学および 学 学

　 学および 学 学との にあたっ は 学の をとっ

た 、 期 は本学 の の がで ま 。 のた

を にお 、本学 の な を に す とが と

なっ ます。 を にし 、 学 の と し

を よ にし さ 。
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の

　 は、 学 の を た で、 期 に 学の の

な の を に し さ 。 期 は のとおりです。

　　　前期および 年 　 　１月

　　　　　　　　後期 　 　 月

　 期 を た は、 ま 。

の

　 にお の は、前期および 年 に は３月 に、

後学期 に は９月 に、 学の st で にお ら

します。

１ ． 学業

学 学および 学

　 れ 学からの に 、 が され に 、

とし とし されます。なお、 とし な

を た に は とし われます。 を た

の は、 とし 学の および が のまま され、

は本学 に され 載されます。

学および 学 学

　 れ 学からの に 、 が されます。

１ ．

　 　

　 学 は、本学の を しな れ なりま 学 学

にお 学 の 、 学及び れに す 、 ９ 。た し、 学 は、

学にお 、 学 及び は されま 。

　 の 及び の に は、 れ 学の によります。 れ

学と本学の 日 が した場合には、本学の に の が

られますので、 本 が本学の と し さ 。

れ 学の の

　 な 、 を す とがで ます。

　 の 、 れ 学が す 学 及び本学学 を し さ

。
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Ⅴ． について

の

　 は、 学 の を た で、 期 に 学の の

な の を に し さ 。 期 は のとおりです。

　　　前期および 年 　 　１月

　　　　　　　　後期 　 　 月

　 期 を た は、 ま 。

の

　 にお の は、前期および 年 に は３月 に、

後学期 に は９月 に、 学の st で にお ら

します。

１ ． 学業

学 学および 学

　 れ 学からの に 、 が され に 、

とし とし されます。なお、 とし な

を た に は とし われます。 を た

の は、 とし 学の および が のまま され、

は本学 に され 載されます。

学および 学 学

　 れ 学からの に 、 が されます。

１ ．

　 　

　 学 は、本学の を しな れ なりま 学 学

にお 学 の 、 学及び れに す 、 ９ 。た し、 学 は、

学にお 、 学 及び は されま 。

　 の 及び の に は、 れ 学の によります。 れ

学と本学の 日 が した場合には、本学の に の が

られますので、 本 が本学の と し さ 。

れ 学の の

　 な 、 を す とがで ます。

　 の 、 れ 学が す 学 及び本学学 を し さ

。
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Ⅴ． について

１． について

１

　 学 及び 学 の とな には、 、 及び本学学 の

と により、 の を し、か 、 を す た の られた

を す とによっ 、 を され に な を たし、 を

しな れ ならな 。

　 学 の とな には、 が す に

合 し され され 、は とな とがで 。

　 学 に は に が され 。

　なお、 は、 の には され 、

れに す に った場合には、 の す は を とにな ので す

と。

　 １ ３ から までの

３ 　 年 後 は

４ 　 以 の に られた

　 が の を 、 の日から３年を しな

　 の を 、 の日から３年を しな

 日本 の日以後にお 、日本 は の に した を で

す とを す の の を し、 は れに した

　 学の学 及び 学 には、 の学 、 とに に 、

学 及び 学 の を す た の が され 。

　 の にお られた の を すれ 、 を す とがで

。

学 学 と

学　　　 　　　 　　　学　　　
学 学

　学　

学

学

学 学

学

　　 　　

学
　  学 　  学
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年 　期
学 学

１年

４月 イ 学年

１学期

２学期

３学期

２年

１学期

２学期

３学期

１２月 イ

１２月

１月

３年

月 前

３月 の２日
学

３月 の 日

３学期

１０月

２月 ３月

４年

１学期 前

月 ３ ２

月

９月 １月

１１月 　

１２月 １月

３月
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と

　 の に す 、 の 、 に す 、

の に は、 れ れ 学 で われ を し、 の の

によっ す と。

　 は、 前に を し、 を し す ととな の

で に す とが であ 。

　また、 の に す 、 の 、 に す

の 、 で われ があ ので、 掲示され 日 に に す と。

　 の に す 及び の の 、 年 毎年 さ

れな で、 学年度により で 年 が な があ ので に す と。

に は、  の のた の で す を す

と。

※ に す 、 学が に す 、 の に

は に が、 の に す 及び の は

とならな ので す と。

　 に な は、 １に示すとおり。

　 は、 を と及び を す とにより、 す とが

で 。

　 は、

 を と

 学 の に な を学 の に

よっ たす と

 学 の で の 学が に す に され

を２４ 以 す と

により、 す とがで 。

１

の

に

す

の

に す

の

学が

に

す

の に

日本

の

学 学 の

学 を

す

と
学

学 の

学 を

す

と
学

とな イ ウ

　

イ　 の

ウ　 学 及び 学 の の に の に す

105

年 　期
学 学

１年

４月 イ 学年

１学期

２学期

３学期

２年

１学期

２学期

３学期

１２月 イ

１２月

１月

３年

月 前

３月 の２日
学

３月 の 日

３学期

１０月

２月 ３月

４年

１学期 前

月 ３ ２

月

９月 １月

１１月 　

１２月 １月

３月
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学が に す

　 と の合 が を たすよ す と。

に す 及び の に す で した の 、 れ

れの の を した 。

本学が す 学が に す ４

の

　 に 学 の を し の １０年３月３１日までに 学し、 す までに

を た を は 。

　 す の とに、 の の を す 。

（1） に

に に す

　 　 学

日本 日本

　　

学

学

 

 

、 及び

に す

は の

学
イ イ イ

学

学 学

学

学

日本 ２ は の を す ３年 終 までに す と。
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（2） 基 的 に

　 　 の 年

の

に す

年

年

度 年

学 年

年

年

、 合

な学 の

の 及

び 、

に

す

学
を す

は
年

合 な学 の

の
年

年

の 年

年

ウ
年

に

す

前 後
 前 後 は、２年 か
ら します。

学

に
より

 は、 前 を
し な れ で ま 。

 の は、
前 、 での 及び 後
のす を 合し ます。

学

年

１  学 を す は、 の に す から を
以 しな れ ならな 。

　  　２  学 を す は、 の に す から を
以 しな れ ならな 。

107

学が に す

　 と の合 が を たすよ す と。

に す 及び の に す で した の 、 れ

れの の を した 。

本学が す 学が に す ４

の

　 に 学 の を し の １０年３月３１日までに 学し、 す までに

を た を は 。

　 す の とに、 の の を す 。

（1） に

に に す

　 　 学

日本 日本

　　

学

学

 

 

、 及び

に す

は の

学
イ イ イ

学

学 学

学

学

日本 ２ は の を す ３年 終 までに す と。
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（3）

　 　 の 年

学

学 を す

は、 まで

。

を す

は の

。

の を す

は と

。

学

学

学

（ ） 学 に

　 　 の

学が に す

は

を した に す

、 の し は の

に す を 、 学 を

す は４ 以 、 を す

は１２ 以 を す と。

学

学

学

学
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（ ） に 的事項

１） 学 に いて 学 学

学

に す 学 に す 学

      

学 

学

学

学

学 学

学 イ サイ

学 学

学

学

学

学 学

学 学

学
学

学

学 学 学 学

学
学

学
学

学

学

に す 学 に す 学

      

学 

学

学

学

の 学

学 学

学
学 学

学
学

学

学

学 学

学

学

学

度 学

学 学

学 学 学

学
学

学

学 学 学

学 学 学

学 学

に す 学 に す 学

      

学 

学 学 学

学
学

学 学

学 お よ び 学 学

学
学

学

学
学 学 学

学 学 学

学

学
学

学

学 学 学

学 学 学
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（3）

　 　 の 年

学

学 を す

は、 まで

。

を す

は の

。

の を す

は と

。

学

学

学

（ ） 学 に

　 　 の

学が に す

は

を した に す

、 の し は の

に す を 、 学 を

す は４ 以 、 を す

は１２ 以 を す と。

学

学

学

学
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　 　 　 　 　 　 　学　

に す 学 に す 学

　 　 　 　 　 　

学 

学

学

学

学 変 学

学 学

学 学

学 学

学
学

学

学 学

学 学 学

学 学 学

学 学 学

学 学 学

学
学

学

学 学 学

学
学

学

学

１  の 学 を しよ とす は、 す の から 及び を し

たす の を 、２０ 以 を しな れ ならな 。

２  の 学 の を しよ とす は、 学 を す の にお 、

を したす の を 、２０ 以 を しな れ ならな 。

３  に す の が であ ２０ を 場合、 の た は

学が に す に す とがで 。
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） 学 に いて 学 学 学

　 　 　 　 　 　 　 　 　学　

に す 学 に す 学

　 　 　 　 　 　

学

学
学

学

学

、

学

学

学 と 学

学

学

 学 学

学

学 学

学

学 および 学

学 および

学

１  学の 学 、 学 を しよ とす は、 す の

から を したす の を 、２０ 以 を しな れ ならな 。

２  に す の が であ ２０ を 場合、 の た は

学が に す に す とがで 。

） 学 に いて 学

　 　 　 　 　 　 　 　 　学　

に す 学 に す 学

　 　 　 　 　 　

及 び ト ウ ェ 学

　 学 １

及 び

学 １

ト
ト

学

及び

イ ェ

　

学

イ サ 学 ２

　 学 ２

と と

１  の 学 を しよ とす は、 す の から を したす

の を 、２０ 以 を しな れ ならな 。

２  に す の が であ ２０ を 場合、 の た は

学が に す に す とがで 。

111

　 　 　 　 　 　 　学　

に す 学 に す 学

　 　 　 　 　 　

学 

学

学

学

学 変 学

学 学

学 学

学 学

学
学

学

学 学

学 学 学

学 学 学

学 学 学

学 学 学

学
学

学

学 学 学

学
学

学

学

１  の 学 を しよ とす は、 す の から 及び を し

たす の を 、２０ 以 を しな れ ならな 。

２  の 学 の を しよ とす は、 学 を す の にお 、

を したす の を 、２０ 以 を しな れ ならな 。

３  に す の が であ ２０ を 場合、 の た は

学が に す に す とがで 。
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（ ） 学

　 学す 前に、 の を な 学 期 学を は 学 の

４学年及び 学年に で した し は の での学 の 、

に す とし であ と に は、本学の と により

す とがで ので、 は し と。

（ ） について

　 の を 、 場にお な を、 合 に

学 す とを し 、 かな を に 。

（ ）

を 前年度までに、日本 ２ 、 の に す

以 及び ４ 以 を し お と。

があ と。 を 。

（ ）

　 を す は、 前 後 お

よび４年 前期に す を し、学 が 示す 期 に の

をとり、 を す と。

（ ）

　 の には、 の の が まれ 。

　 は、 前 、本 及び 後 のす を した に 、

前 後 １ 、 学 ４ は 学

２ を す 。

　　　　 　 　 　期 　 　 　 　

前 後

　　　　　　 １

前

　 ２年  １２月

　 ３年  １０月

　 ３年  ２月

　 ４年  前期

の

の と

学 ２

学 ４

４年  １１月
での

後

４年  終 後

トを し を

ま の
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（ ） について

　 学 を す 学 は 学 及び 学 の の に

の に す ９年 月１ 日 年１

１月２ 日 により、 １０年度 学 から を とが られた。

　 で３年 の学 が にお で 日 、 学 で２日 、

日 の を とにな 。 ２年 の１２月に す イ に

し、 を す と。

　 は、 の が す ととされ おり、 で れ れ

の に す ととなっ が、 後にす の を

とす た のた 、 では、 な の とし 、 学でとりま

と の を の 度をとっ 。 をす た に

な を４年 の 月 に す ので、 れに し な を と。さらに、４

年 の１月に を す と。

　 の を の で された には、 日に

が され 。

　 の は、本学ウェブサイトの を す と。
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（ ） 学

　 学す 前に、 の を な 学 期 学を は 学 の

４学年及び 学年に で した し は の での学 の 、

に す とし であ と に は、本学の と により

す とがで ので、 は し と。

（ ） について

　 の を 、 場にお な を、 合 に

学 す とを し 、 かな を に 。

（ ）

を 前年度までに、日本 ２ 、 の に す

以 及び ４ 以 を し お と。

があ と。 を 。

（ ）

　 を す は、 前 後 お

よび４年 前期に す を し、学 が 示す 期 に の

をとり、 を す と。

（ ）

　 の には、 の の が まれ 。

　 は、 前 、本 及び 後 のす を した に 、

前 後 １ 、 学 ４ は 学

２ を す 。

　　　　 　 　 　期 　 　 　 　

前 後

　　　　　　 １

前

　 ２年  １２月

　 ３年  １０月

　 ３年  ２月

　 ４年  前期

の

の と

学 ２

学 ４

４年  １１月
での

後

４年  終 後

トを し を

ま の
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．学

　 には とし 学 を とが、 ４ の３により られ ま

す。本学では 学 を しよ とす のた に、 に す を

し ます。なお、 の は３年以 かかります。 の日 を し

を さ 。

　また、３年 は学 までに を す とはで ま 。３年 で

を す は、 前に に 合わ さ 。

学 について

　毎年４月に 学 イ を します。 を す は、 に の な の

を ますので、 し さ 。 日 および場 はWEB掲示板に お ら します。

について

は３年 以 が で、 年で されます。

を す には前年度までに 以 の を であ とが です。

　 に し 、 に す の を で しますので な場合は し

さ 。

学 に

　 　 　
　 　

　
　

学 ２ ３０ 　 年度

２ ３０

２ ３０ 　 年度

２ ３０

示 ２ ３０

２ ３０

２ ３０ 　 年度

２ ３０ 　 年度

３ ９０ 年

合 １９ ３３０

 に す の は に な とし は られま 。
 に す は で われます。 日 はWEB掲示板に お ら す ので

し さ 。

 学 の日  

　４月　　　　学 イ

　 　　　

　 月 　　　 年

　 　　　学 　

※ イ の 期は であり、前後す とがあります。 は掲示板 で し さ 。
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Ⅵ．

．学

　 には とし 学 を とが、 ４ の３により られ ま

す。本学では 学 を しよ とす のた に、 に す を

し ます。なお、 の は３年以 かかります。 の日 を し

を さ 。

　また、３年 は学 までに を す とはで ま 。３年 で

を す は、 前に に 合わ さ 。

学 について

　毎年４月に 学 イ を します。 を す は、 に の な の

を ますので、 し さ 。 日 および場 はWEB掲示板に お ら します。

について

は３年 以 が で、 年で されます。

を す には前年度までに 以 の を であ とが です。

　 に し 、 に す の を で しますので な場合は し

さ 。

学 に

　 　 　
　 　

　
　

学 ２ ３０ 　 年度

２ ３０

２ ３０ 　 年度

２ ３０

示 ２ ３０

２ ３０

２ ３０ 　 年度

２ ３０ 　 年度

３ ９０ 年

合 １９ ３３０

 に す の は に な とし は られま 。
 に す は で われます。 日 はWEB掲示板に お ら す ので

し さ 。

 学 の日  

　４月　　　　学 イ

　 　　　

　 月 　　　 年

　 　　　学 　

※ イ の 期は であり、前後す とがあります。 は掲示板 で し さ 。
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Ⅵ．

　 の でよ かれ です。 にし さ 。

に の は からですか １学期 は３月 以降、３学期 は９月

します。 し 日 に は

WEB掲示板に します。

度は のよ な が で

すか

本 の３０ を し さ 。

前期から され 年 の を

れました。後期に す と

はで ますか

前期から され 年 の を後期か

ら とはで ま 。 学期

にかなら す よ にし さ

。

前年度に を とし しまった

と本年度の との が なっ

ます。 の を す と

がで でし か

は かな 場合 ま 。

４年 学 で す がありま

。 をしな です

か

の はしましたか 　 れで

がな 場合は、SPICAで 学期

は しな に ェ をし

を し さ 。

の期 を しま ました

が ら ますか

期 があ ので、 の を っ

さ 。 期 後は ま 。

を学期 で した ので

すが すれ ですか

が なのは 期 及び

期 の です。以降の は ま 。

が の に

されま でした。 の を

す とはで ますか

が された 以 での はで

ま 。 は に りがあり

ますので、 された の を

し さ 。 ２年 以 になれ

の での が られます

の学年の に があり

した のですが、 す とは

ですか

学年 は とし す とはで

ま が、 な があ 場合は

に し さ 。た し、 の３年

に で な 年 に は の

年 の を ますので、９０

を し 期 に

を し さ 。

学 の を した のですが

す とは ですか

の によ とで す とがで

ます。
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の学 の の が り

す と ました。 の学 の

を し ですか

が り す と では 学

の は で ま 。 学 の を

す のが ですが の が

学 と し しま 、 の

を 、 学 の す

の を たす場合に り 学 の

が られ とがあります。

は３４ の を さ 。

後期から 学したのですが、前期に

した 年 の は のよ な

になりますか

学した 点で は となります。

た し、 な があ と は を

場合がありますので、学 に

し さ 。

学前に し、 前に学 の

と し お があります。

に で を

ました。 を した のです

が

の し は、学 の

に で なかった場合の イ イ

を し さ 。

と を りた のです

が すれ よ ですか

本学の の場合は、 学 との

の を し さ 。 の

は、 示された に

っ さ 。 で を

とはで ま 。

ト に本 イ ト

の を とがで ますか

本 イ トの を ト

に のまま とは されま 。

を し 場合で を示

す があります。

で られた をイ ト

で す とはで ますか

で られた はあ まで学 が で

す た の のです。

にイ ト に を と

の にな 場合があります。

を す とはで

ますか

の を らっ から っ さ

。また、 をした は

な の られ ます。

 に に は

ますか

４月と１０月の に を ま

す。 し 日 はWEB掲示板に しま

す。

を れましたが、 に

しました。 に合 したら を

ら とがで ますか

し な は、たと し、

に合 したとし は されま

。

は され のですか 前期の は９月 に、後期の は３月

に します。 し 日 に は

掲示板に します。
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された を に

した のですが すれ よ です

か

学期の に 期 があります。

し 日 の に は、WEB掲

示板でお ら します。

で か か した のです

が

と を し で で

かを し さ 。 は３月

の に われます。 終 後に

SPICAの の 、 学

で し さ 。

年度 の を った を

年度 度 し 、 か を っ

たら を変更し れ のですか

度 が た は

で ま 。したがっ 、 は変わり

ま 。 

２ の学 を１ は学

とし 、１ は

とし した のですが です

か

です。

に を 日に し ら ます

か

の によっ なりますので学

を し さ 。 

で した の りの

に学 を れました。 れます

か

は ですので、学 がな れ

をお しす とはで ま 。

で した な の の

りを に ますか

を な により を れな

場合は、 に が と

がで ます。

学の は までに よ で

し か

学 日の１か月前までに に 学

を し さ 。なお、 度 った

は学期の で す とがで ま

ので し さ 。 し は ま

でお 合 さ 。

 に 学 で で を

す とは でし か

学 では ま 。

学 で で を し

さ 。

１年 の

に し な のですが、

を す とはで ますか

は１年 前期から す とを

とします。１年 後期以降から を

す 場合は の を

さ 。本学の では から

を した場合、学 に

を で な な 場合があります。
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の学 の の が り

す と ました。 の学 の

を し ですか

が り す と では 学

の は で ま 。 学 の を

す のが ですが の が

学 と し しま 、 の

を 、 学 の す

の を たす場合に り 学 の

が られ とがあります。

は３４ の を さ 。

後期から 学したのですが、前期に

した 年 の は のよ な

になりますか

学した 点で は となります。

た し、 な があ と は を

場合がありますので、学 に

し さ 。

学前に し、 前に学 の

と し お があります。

に で を

ました。 を した のです

が

の し は、学 の

に で なかった場合の イ イ

を し さ 。

と を りた のです

が すれ よ ですか

本学の の場合は、 学 との

の を し さ 。 の

は、 示された に

っ さ 。 で を

とはで ま 。

ト に本 イ ト

の を とがで ますか

本 イ トの を ト

に のまま とは されま 。

を し 場合で を示

す があります。

で られた をイ ト

で す とはで ますか

で られた はあ まで学 が で

す た の のです。

にイ ト に を と

の にな 場合があります。

を す とはで

ますか

の を らっ から っ さ

。また、 をした は

な の られ ます。

 に に は

ますか

４月と１０月の に を ま

す。 し 日 はWEB掲示板に しま

す。

を れましたが、 に

しました。 に合 したら を

ら とがで ますか

し な は、たと し、

に合 したとし は されま

。

は され のですか 前期の は９月 に、後期の は３月

に します。 し 日 に は

掲示板に します。
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Ⅶ． C 基本





Ⅶ． C  基本 （学 ）
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Ⅷ．W E B
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Ⅷ．W E B

学 学 学 事項 学 WEB

学

　

　

学

学 学

WEB

WEB

WEB 授業

学 授業

と

い

に

に て い

WEB

に

学

に

て

い
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Ⅸ． 年度学

授業





Ⅸ． 年度学 授業
（ に a a ）

学

学 学

学 新 　      arakakia

学 　    masuda_k

学 　      toshi

学 学 　       cfushimi

学 　      a-yamana

学 　       nyamai

学

学
　      tera＠go.tuat.ac.jp

　      hirata

学
　 新    tyosuke

　      ymura

学
前 　      k-maeda

　      muraoka＠go.tuat.ac.jp

学 学
　      kaji-t

　      nagatsu

学
　      hanasaki

本　      iwamotok

学
　      fujiyosi

　      shunwata

学

学 　      tera＠go.tuat.ac.jp

学
前 　     k_maeda

　      muraoka＠go.tuat.ac.jp

学 学
　      kaji-t

　      nagatsu

学 　      hanasaki

学
　      fujiyosi

　      shunwata

　      tamiura@go.tuat.ac.jp
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年度 学

　１年 の学 の とし が ます。学 の をは とし にかか と

は な し さ 。

学

学 　　　       tera@go.tuat.ac.jp

　       hirata

　      sakuraik

　      k_shino

学 　      y-akagi@go.tuat.ac.jp

　　　    h_ishida

　      teru-ito

　    okano@go.tuat.ac.jp

　 新 tyosuke

　 tabata-bsr@go.tuat.ac.jp

　　　 inishi

前 　      maehashi

　      ymura

本　 akiyasu

　      dyoshino@go.tuat.ac.jp

学 前 　 新 k-maeda

　    akio-sai

　      muraoka@go.tuat.ac.jp

　    kanehasi

学 学 　　　      sanghong@go.tuat.ac.jp

　      nagatsu

　      kaji-t

学 　      hanasaki

本　　　      iwamotok

　      y-ando

　      ikedak@go.tuat.ac.jp

学 　      hiroe@go.tuat.ac.jp

　      simiz

　      tanakat

　      fujiyosi

　　　      shunwata

　 は、 の の に @cc.tuat.ac.jp を し し さ 。た し @go.tuat.ac.jp の 載

があ は、 @cc.tuat.ac.jp を さ に 載のとおりの に し さ 。
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Ⅹ． について

年度 学

　１年 の学 の とし が ます。学 の をは とし にかか と

は な し さ 。

学

学 　　　       tera@go.tuat.ac.jp

　       hirata

　      sakuraik

　      k_shino

学 　      y-akagi@go.tuat.ac.jp

　　　    h_ishida

　      teru-ito

　    okano@go.tuat.ac.jp

　 新 tyosuke

　 tabata-bsr@go.tuat.ac.jp

　　　 inishi

前 　      maehashi

　      ymura

本　 akiyasu

　      dyoshino@go.tuat.ac.jp

学 前 　 新 k-maeda

　    akio-sai

　      muraoka@go.tuat.ac.jp

　    kanehasi

学 学 　　　      sanghong@go.tuat.ac.jp

　      nagatsu

　      kaji-t

学 　      hanasaki

本　　　      iwamotok

　      y-ando

　      ikedak@go.tuat.ac.jp

学 　      hiroe@go.tuat.ac.jp

　      simiz

　      tanakat

　      fujiyosi

　　　      shunwata

　 は、 の の に @cc.tuat.ac.jp を し し さ 。た し @go.tuat.ac.jp の 載

があ は、 @cc.tuat.ac.jp を さ に 載のとおりの に し さ 。
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Ⅹ－1．

　本学には、 ウ 、 合 場、 ト、 場 の の

があります。 れらの は、 によ 以 に 、 学 に

され ます。

１ および

　 で しな 月 日から 日までの 日 トは９ か

ら 合 場、 トは まで の は、 の

に 、 で す とがで 。

　 日 以降及び 日に 学 サ 、 、 、 の の学 が

を す 場合は、 の に を さ 、 日 の を

。

 の は、毎月 ２ 日の から掲示で された場 で

され 期 前は す とがあ 。

 の は、毎月 ３ 日の から掲示で された

場 で され 期 前は す とがあ 。

 に 載す 及び の の た に と。

２ の および

（ ）

　　 　 、 後、 に な 、 ウ が な は、 とし

し はならな 。 を らし しまった場合は、 の さ 。

　　 　 の の を まな 。

　　 　 を を れ はならな 。

　　 　 は、 学 以 の は ウ に らな 。

　　 　 ウ では 及び し はならな 。

　　 　 後は、 ブ または と をか す 。

（ ）（ ）

　　 　学 本学 の の に り、 す とがで 。た

し、 の な は とし で な 。

　　 　ト を で のは、 前に を た に 。

は、毎月、掲示で された日 場 で され 。

　　 　 は、 に に し を な 。

　　 　 及び を す 。 によ は な

場に り 。

　　 　 合 場 では 及び し はならな 。 を とした の

は、 られた 場 で な 。

　　 　 後は、 で を す 。

　　 　 の 、 の 示に 。
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（ ）

　　 　 は学 ト４ の が、 学 に され

。

　　 　 学 学 にお 、学 と に ト の を り、

場す 。 は以 の４ となっ おり、 終 後は かに を

す 。

、 、 、

　　 　 トの が な は で な 。

　　 　 れに の を す 。

　　 　 後は、 イ イ または トブ をか 、 トを

。

　　 　 トを す 、 に が な 場合は トを 、 ト を

す 。

　　 　 ト では 及び し はならな 。

　　 　 の 、 学 学 の 示に と。

（ ）

　　 　 場を で は、 学 の および

学 の を た に 以 、 。

　　 　 は 学 が す を 学 学

に 示し、学 と に 場 の を り、 場す 。

　　 　 は、 を す 。 。

　　 　 では、 トに を 、 す 。

　　 　 に す 。

　　 　 の から す 。

　　 　 が は、 の から し 前 に はならな 。

　　 　 の で を す 場合は、 の を に 。

　　 　 が は、 の には し らな 。

　　 　 場を す 、 に が な 場合は、 場 を す 。

　　 　 場 では 及び し はならな 。

３ の

 学 学 では、 ト 、 ト、サ

の サ を なっ 。

 す 場合には、 に し、学 と に に す 。

 合 場 及び では、 、 ト

、 、 ト の サ を なっ 。 の

に 、 の を な 。 は、 の 示に 。
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Ⅹ－2． 学

　 学 合 は、学 の 及び の 、合 のた の

合 です。 を す は、 学 学 に し さ 。

　　 の に す

　　 　 学 学

　　 　 学 　    　  
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（ ）

　　 　 は学 ト４ の が、 学 に され

。

　　 　 学 学 にお 、学 と に ト の を り、

場す 。 は以 の４ となっ おり、 終 後は かに を

す 。

、 、 、

　　 　 トの が な は で な 。

　　 　 れに の を す 。

　　 　 後は、 イ イ または トブ をか 、 トを

。

　　 　 トを す 、 に が な 場合は トを 、 ト を

す 。

　　 　 ト では 及び し はならな 。

　　 　 の 、 学 学 の 示に と。

（ ）

　　 　 場を で は、 学 の および

学 の を た に 以 、 。

　　 　 は 学 が す を 学 学

に 示し、学 と に 場 の を り、 場す 。

　　 　 は、 を す 。 。

　　 　 では、 トに を 、 す 。

　　 　 に す 。

　　 　 の から す 。

　　 　 が は、 の から し 前 に はならな 。

　　 　 の で を す 場合は、 の を に 。

　　 　 が は、 の には し らな 。

　　 　 場を す 、 に が な 場合は、 場 を す 。

　　 　 場 では 及び し はならな 。

３ の

 学 学 では、 ト 、 ト、サ

の サ を なっ 。

 す 場合には、 に し、学 と に に す 。

 合 場 及び では、 、 ト

、 、 ト の サ を なっ 。 の

に 、 の を な 。 は、 の 示に 。
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